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訴
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目
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概
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譜

第

一
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は

じ

め

に
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節
「
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益
」

第
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「
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益
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問
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二
章
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訴
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第

一

節
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じ

め

に
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と
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に
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第
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節
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拠
と
の
関
係
に
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て
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節
不
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手
段
に
よ
り
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さ
れ
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公
訴
の
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と
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関
係
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て

公訴の利益

(二〉

古色

勢
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節
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六
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と
の
関
係
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以
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号
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節
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係
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節
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章
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」
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論
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説論

第
三
章

の
占
め
る
位
置

「
公
訴
の
利
益
」

第

節

刑
事
訴
訟
の
機
能
と
の
関
係
に
お
い
て

前
章
で
観
察
し
た
諸
現
象
は
ま
さ
に
刑
事
訴
訟
の
場
に
発
現
し
て
く
る
相
対
立
し
矛
盾
し
合
う
諸
利
益
の
交
錯
現
象
で
あ
っ
た
と
い

の
姿
を
そ
こ
に
見
い

え
よ
う
o

わ
れ
わ
れ
は
、

訴
訟
上
の
諸
利
益
の
シ
ユ
パ
ン
ヌ
ソ
グ

(ω
宮
ロ
ロ

g
m
仏
将
官
。
N
g吉
田

-
g
H
E巾
Bag)

出
し
、

つ
ま
り
い
か
な
る
利
益
聞
の
い
か
な
る
シ
ユ
パ

γ
ヌ
γ
グ
で
あ
る
か
を
見
い
出
し
、
そ
れ
が
い
か
に
較
量
さ
れ
調
和
さ
れ
う
べ
き

か
を
問
題
に
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
手
続
の
過
程
に
お
い
て
い
か
な
る
訴
訟
上
の
利
益
が
、
い
っ
、
い
か
な
る
態
様
に
お
い
て
、

だ
れ
の
た
め
の
利
益
と
し
て
発
現
し
て
く
る
の
か
を
問
題
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
を
限
界
づ
け
、
制
限
し

拒
絶
し
う
べ
く
機
能
す
る
司
法
の
と
く
に
被
告
人
の
優
越
す
る
利
益
の
発
現
が
観
察
さ
れ
う
べ
き
こ
と
を
み
て
き
た
。

し
か
し
、
裁
判
所
と
検
察
官
の
立
つ
利
益
的
基
礎
の
同
)
性
を
前
提
と
し
、
司
法
(
H
裁
判
所
〉
の
機
能
あ
る
い

そ
の
観
察
結
果
は
、

は
目
的
が
専
ら
あ
る
い
は
第
一
次
的
に
実
体
刑
法
の
確
証
し
た
が
っ
て
ま
た
実
体
的
真
実
追
及
と
い
う
国
家
利
益
の
実
現
に
あ
る
と
す
る

こ
と
か
ら
は
、
決
し
て
出
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
観
察
結
果
は
、
検
察
官
と
裁
判
所
の
立
つ
利
益
的
基
礎
の
非
同
一
性
を
前
提
と
し
、
司
法

(
1
裁
判
所
)
の
消
極
的
機
能
を
つ
ま

り
国
家

(
H
検
察
官
)
の
刑
法
活
動
に
対
す
る
制
御
機
能
を
重
視
す
る
目
的
論
的
観
察
方
法
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
出
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

司
法

(
1
裁
判
所
)
の
機
能
あ
る
い
は
目
的
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
は
、

し
た
が
っ
て
、
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
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る
。
右
の
目
的
論
的
観
察
方
法
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
司
法
の
機
能
あ

る
い
は
目
的
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
、
以
下
、
本
節
を
当
て
よ
う
。

2 

(註
1
)

ま
ず
、
既
判
力
を
も
っ
て
訴
訟
目
的
(
島
巾
刃
包

Z
田
『
阻
止
巳

r
p
c
N巾
由
民
会
と
み
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
種
の
見
解
は
、
訴
訟
の
終

訴
訟
目
的
は
い
ず
れ
に
せ
よ
具
体
的
な
訴
訟
の
終
点

に
い
た
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
判
決
の
既
判
力
(
見
R
Z件
円
阻
止
)
は
具
体
的
訴
訟
の
終
点
で
あ
る
。

点
(
早
宮
内

a
g門
同
日
】
戸
口
古
)
と
訴
訟
の
目
的
と
を
同
視
す
る
も
の
で
あ
る
c

確
か
に
、

し
か
し
、

検
察
官
(
そ
し

て
そ
れ
に
対
し
て
被
告
人
)
が
確
定
判
決
を
求
め
て
行
為
す
る
の
は
、
確
定
判
決
が
訴
訟
の
終
着
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
、
な
ぜ
訴
訟
は
開
始
さ
れ
る
の
か
、

の
間
に
答
え
ら
れ
な
い
。
判
決
ハ
1
訴
訟
〉
そ
れ
自
体
が
訴
訟
の
目

的
で
あ
る
と
す
る
こ
と
か
ら
は
、
訴
訟
の
も
つ
意
義
は
見
い
出
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
o

国
家

(
1
検
察
官
)
は
執
行
の
債
務
名
義
を
得
る

た
め
に
は
必
ず
訴
訟
に
よ
り
確
定
判
決
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
訴
訟
外
に
存
す
る
も
の
を
得
ょ
う

と
欲
す
る
か
ら
、
す
な
わ
ち
自
己
に
帰
属
す
る
だ
ろ
う
(
争
わ
れ
る
)
権
利
の
最
終
的
確
定
を
欲
す
る
か
ら
、
既
判
力
(
日
確
定
力
)
あ

る
判
決
を
も
っ
て
終
る
訴
訟
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

(註
1
)

。o
z
m
n『

g
H
ι
f

回
以

HCNmロ
m
w
r
H凶
2
r
S
F問。・
F

H印
同

『

・

(二〉

3 

で
は
、
具
体
的
事
件
を
通
し
て
、
こ
の
主
観
的
意
味
で
の
刑
罰
権
を
最
終
的
に
確
定
し
て
や
る
こ
と

(
1
請
求
者
の
権
利
を
保
護
す

刑
事
訴
訟
の
目
的
を
、
(
主
観
的
)
権
利
の
保
護
に
(
民
事
)

公訴の利益

る
こ
と
)
が
刑
事
訴
訟
の
目
的
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
種
の
見
解
は
、

訴
訟
の
目
的
を
求
め
た
あ
の
民
事
訴
訟
法
学
に
一
代
を
風
廃
し
た
権
利
保
護
請
求
権
説
と
パ
ラ
レ
ル
に
、

(註
1
)

(列

R
Z訟
の

Y
E
N
m
2忌

}
d
H

ロ
ロ
竺
に
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

権
利
保
護
を
付
与
す
る
こ
と

刑
事
訴
訟
学
に
お
い
て
こ
の
種
の
見
解
を
主
張
し
た
の
は
ロ

l
ゼ
ソ
フ
エ

ル
ト
が
そ
う
で
あ
り
、

ま
た
、
実
際
民
事
訴
訟
法
学
に
お
け
る
権
利
保
護
請
求
権
説
の
刑
事
訴
訟
法
学
へ
の
輸
入
を
意
図
し
た
へ

l
グ
レ
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説

(註
2
)

ル
、
そ
し
て
ボ
ノ
ッ
ト
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

そ
こ
で
は
、

月註
3
)

ボ
ノ
ッ
ト
の
い
う
よ
う
に
、
「
刑
罰
請
求
権
の
担
い
手
と
し
て

の
国
家
は
裁
判
権
の
担
い
手
と
し
て
の
国
家
に
対
し
て
権
利
保
護
請
求
権
を
持
つ
。
(
中
略
)
権
利
保
護
請
求
は
刑
事
訴
訟
の
領
域
で
は
国

論

家
刑
罰
権
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

ま
た
被
告
人
も
不
当
な
訴
追
か
ら
の
保
護
を
裁
判
所
に
求
め
る
権
利
を
持
つ
。
同
様
に
ま
た
被
害
者

訴
訟
は
権
利
者
に
そ
の
権
利
の
保
護
を
与
え
る
た
め
の
制
度
と
し
て

把
握
さ
れ
る
。
主
観
的
権
利
は
、
そ
の
是
認
保
護
機
闘
を
通
し
て
是
認
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
は
じ
め
て
権
利
と
い
え
る
の
だ
が
、
そ
こ
で

は
、
権
利
の
実
在
性
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
決
定
的
な
こ
と
は
、
国
家
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
は
同
じ
く
国
家
機
関
(
両

も
保
護
請
求
権

(ω円
r
E
S
E育
日
立
を
有
し
て
い
る
」

と
さ
れ
、

者
の
区
別
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
し
て
も
)

た
る
検
察
官
の
主
観
的
権
利
あ
る
い
は
利
益
の
保
護
機
関
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
あ

る
。
確
か
に
、
こ
の
種
の
見
解
は
、
何
故
に
訴
訟
は
開
始
さ
れ
る
の
か
、
の
間
に
は
答
え
得
る
o

し
か
し
、
何
故
に
主
観
的
刑
罰
権
の
担

い
手
で
あ
る
国
家
機
関
と
は
別
の
国
家
機
闘
が
訴
訟
を
営
為
す
る
の
か
の
聞
に
は
十
分
答
え
得
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
何
故
に

訴
訟
手
続
は
あ
の
よ
う
に
小
や
か
ま
し
く
そ
し
て
制
限
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
答
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。
権
利
保
護
説
は
、
そ
の
意
味
か
ら
し
て
、
訴
訟
の
目
的
規
定
に
対
し
て
は
十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
の
種
の
見

解
か
ら
、
何
故
に
訴
は
起
こ
さ
れ
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
八
ム
訴
の
目
的
の
意
味
の
本
質
的
要
素
に
対
す
る
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
公
訴
の
目
的
と
訴
訟
の
目
的
と
を
混
同
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
点
は
、

は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
吉
田

1
)
岡
山

O
月
三
m
E
-
L再
開

N
2円
rz-∞
可
弘
司

gNmphH¥印
〉
丘
一

J
ω
-
N申
・
〉
ロ
ヨ
・

2
2
N
)・

(註

2
)
〉
己
間
口
切
門
出
回
同
一
一
巾
♂

N日
∞

z-一戸吉岡

L
q
の
2
-
n
z
-
B
ω
門叶日『

2
H
E
r
s
日
明

2
2
n
rユ
コ
『
雪
欠

2
-
E口《出口
m-
∞
L-MW(HSH)・

(註
3
)
宮

2
5
E
E
∞の

E
2
2
q
Dロ
県
出
口

D
F
E
o
の
a
g号
2
7円
一
一
の
宮
田
正

2
E口問

L
Z
F
o
r
z
〈

g
H
N
2
7
2
2
r
E
B
E望
日

Z
H
m，

g
g
n
F
5

同
位
円
足
。
}
町
巧
m
n
y
E
-
P
(
5
5
)
ω
・

HH叩・

4 

権
利
保
護
説
が

M
N
R
Z
g円
Z
R
の

m
R
Z
(
こ
の
場
合
と
く
に
笠
岡
田
町
H
R
E〉

の
主
観
的
側
面
の
強
調
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
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そ
の
客
観
的
側
面
の
強
調
の
も
と
に
訴
訟
の
目
的
観
が
現
わ
れ
て
き
て
も
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
。
「
ベ
l
リ
ン
グ
も
ま
た
g
g骨
R
r
g汚
F
E
N

(註
1
~

の
観
念
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
観
念
は
『
権
利
保
護
』
で
は
な
く
『
刑
法
の
保
護
』
の
意
味
に
理
解
さ
れ
る
o
」

か
く
し
て
、
具
体
的
事
件
に
お
け
る
実
体
刑
法
の
実
現
(
〈
2
1
H
E
F
n
r
ロ
ロ
ぬ
)
あ
る
い
は
確
証
(
国
司
者
主
将
E
m
)
あ
る
い
は
ま
た
維
持

(註
2

〉

に
あ
る
と
す
る
伝
統
的
通
説
的
見
解
が
出
現
す
る
。

(
〉
戸
片
岡
巾
口

zz-Zロ
m)

そ
の
説
く
と
こ
ろ
説
明
の
仕
方
は
様
々
で
は
あ
る
が
、

国
家

は
白
か
ら
制
定
し
た
刑
法
秩
序
を
維
持
し
、
そ
の
実
効
性
あ
る
い
は
妥
当
性
を
保
障
す
る
た
め
に
刑
事
訴
訟
を
設
け
る
と
す
る
見
解
で
あ

ハ註
3
〉

(

註

4
)

る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
あ
る
い
は
確
証
は
正
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
正
義
を
内
容
と
す
る
か
ら
、
ま
た
実
体
的

〈註
5
v

真
実
の
発
見
こ
そ
刑
事
訴
訟
の
目
的
で
あ
る
。
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(二〉

(註
I
)

団
藤
「
公
訴
権
理
論
と
そ
の
批
判
」
刑
法
と
刑
事
訴
訟
法
と
の
交
錯
、
二
八
頁
。
な
お
回
。
-
5四
・
0
2
円
m
n
r
g
m
m
F
円
}
戸
田
=
え
言
。
N
g
向
。
口
宮
(
H
g
g
-

ω・]ケ]Fo--N斗N・

(詮
2
)

切
巴

E
m
-
p
m
・

o・
-
U
N
N
R
F
N
2
R
V
H
N
・
〈
・
出
号
唱
。
一
-
T
Z
S
g
N
何
回
(
H
Z
H
)
ω
・
ω
町
内
よ

ω
Z
R
・
山
貝
2
2
・
2
2
『
〈
R
P
F
B
M
H
m
n
r
-
N
〉
ロ
コ

(戸市出回)包
U

民
自
己
占
司
♂

ω口
弘
司
同
O
N
何
回
(
巴
印
凶
)
川
町
凶
山
開
7
2
7
日
《
山
川
山
口
「
吉
正
f
r
o
z
r
o
E
B呉
氏

(
H
s
s
z
p
g
{
T
z
p
g
p
U
O
M
V
M
V
仰
に
g
r
t
D
5
-
z

同
M
S
N
由
民
宮
口
仏
一
口
口
問
。
ロ
(
同
泊
目
。
)
・
ω
・
ω
阿
山
戸
。
=
?
閉
山
2
2
Z
円
m
-

。52
2
『
唱
H
O
B
-
ω
D
H
仏
口
広
口
問
帽
の
g
g
r
o
g
ヨ
g
g♂

(
N
H
・
ロ
2
r
o
R
r
o
-
円
四
件
。
〉
丘
一
-
-

呂町
N
)
い
・
品
川
山
山
ω
2
2
・
〉
-
一
問
。
5
2
ロ
O
H
》
円
D
N
g
向
。
n
y
g
g
r
z
(
同
由
一
出
)
叩
・
斗
-

(註
3
)

シ
ユ
ト
ツ
ク
(
c
r
R
r
ω
g
n
F
U
S
N
-巳

ι
2
2
Z守
q
p
r
z
p
m，
g
g
n
r
H
P
E
円
何
仏
ヨ
ロ
ロ
仏
去
四
N
間
色
(
S
E
)
ω
・
品
N
由
民
)
は
、
そ
れ

(
H
刑
事
訴
訟
の
目
的
)
は
正
し
い
応
報
(
問
2
2
E
。
〈
角
間
乙
Z
口
問
)
に
あ
る
と
し
て
、
そ
の
実
現

(
H
実
効
性
あ
る
一
般
予
防
そ
し
て
特
別
予
防
)

の
た
め
に
、
訴
訟
の
手
続
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
論
じ
て
い
る
。

〈註
4
)
刑
法
の
具
体
的
実
現
、
そ
れ
を
「
刑
事
司
法
に
よ
る
正
義
の
実
現
」
と
さ
れ
る
の
は
小
野
博
士
で
あ
る
。
(
「
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
」
刑
事
法
講

座
五
巻
九

O
五
頁
以
下
)
。

(註
5
)
例
え
ば
ユ
l
ゼ

(
Z
E
ω
p
p
m
・

o・-ω・
5
・ロ
C
)

は
「
訴
訟
の
目
的
は
真
実
と
正
義
で
あ
る
」
と
い
い
、
レ
I
ヴ
エ
・
ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
グ

(
F
0
2
?
列
。
間
口
r
'

q
m
w
P
2
・

0
・
∞
-
h
p
N
)
は
「
訴
訟
の
目
的
は
何
に
も
ま
し
て
事
実
関
係
の
解
明
す
な
わ
ち
真
実
の
探
究
に
あ
る
」
と
い
う
。
ザ
ウ
ア
ー
は
ま
た
「
訴

北法19(2・8η313
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説

訟
は
裁
判
官
に
よ
る
法
理
念
の
形
成
で
あ
る
。
」
「
訴
訟
に
お
け
る
事
実
お
よ
び
法
形
成
は
、
そ
れ
が
真
実
と
正
義
に
適
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
理

念
自
体
に
接
近
し
て
い
く
」

(
m
E
R
白
・
国

-
C
J
∞・

ω・
呂
印
)
と
も
い
う
。

論

5 

刑
事
訴
訟
の
目
的
観
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
よ
る
実
体
的
真
実
発
見
を
基
調
と
し
あ
る
い
は
強
調
す
る
ド
イ
ツ
の
そ
し
て
わ
が
国
の

通
説
的
立
場
は
、
裁
判
所
と
検
察
官
と
の
本
質
的
な
差
異
を
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
と
検
察
官
の
立
つ
利
益
的
基
礎
の
こ
と
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
否
、
そ
の
同
一
性
を
前
提
に
す
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
o

そ
し
て
、
裁
判
所
の
有
す
る
(
あ
る
い
は

有
す
べ
き
)
機
能
と
検
察
官
の
有
す
る
(
あ
る
い
は
有
す
べ
き
)
機
能
は
共
に
同
一
の
積
極
的
目
的
つ
ま
り
実
体
的
真
実
の
発
見
(
国
家

刑
罰
権
の
発
動
)
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
司
法
(
裁
判
所
)
の
も
つ
消
極
的
機
能
は
見
い
出
し
難
い
の
で
あ

り
、
検
察
官
の
当
事
者
性
と
裁
判
所
の
第
三
者
的
消
極
性
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
「
訴
訟
」
形
態
は

〈註
I
X註
2
v

単
に
被
告
人
の
人
権
の
保
障
に
必
要
な
限
り
に
お
い
て
意
味
合
}
与
え
ら
れ
て
い
る
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
お
け
る
被
告
人
の
人
権
の

保
障
は
、

そ
の
た
め
に
は
実
体
的
真
実
を
捨
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
生
じ
て
く
る
こ
と
を
予
想
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、

ま
た
そ

の
よ
う
な
事
態
に
あ
っ
て
は
実
体
的
真
実
を
捨
て
て
ま
で
も
人
権
の
擁
護
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
こ
に
あ
っ
て
は
、
だ

(註
3
〉

か
ら
ま
た
、
被
告
人
の
人
権
の
保
障
そ
れ
自
体
が
ま
さ
に
実
体
的
真
実
の
発
見
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
と
い
う
論
議
も
で
て
く
る
の
で
あ

る
。
被
告
人
(
日
個
人
)
の
基
本
的
人
権
の
確
保
と
い
う
利
益
と
実
体
的
真
実
発
見
と
い
う
(
H
公
の
)
利
益
と
は
実
質
的
に
相
矛
盾
す
る

契
機
で
あ
る
こ
と
は
経
験
的
に
明
白
で
あ
る
o

互
に
相
矛
質
す
る
契
機
を
同
程
度
に
満
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
空
論
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
要
請
に
重
点
を
置
か
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
裁
判
所

(
l
司
法
)
と
検
察
官

(u国
家
)
の
利
益
的
基
礎
の
同

一
性
を
前
提
に
す
る
限
り
、
実
体
的
真
実
発
見
の
利
益
が
、
個
人
の
利
益
に
常
に
優
越
す
る
も
の
と
し
て
、
司
法
を
支
配
す
る
と
す
る
の

は
自
然
で
あ
る
。

し
か
し
、

わ
が
現
行
刑
事
訴
訟
法
は
、
裁
判
所
と
検
察
官
の
手
続
を
切
断
し
、
職
権
主
義
的
な
訴
訟
構
造
を
捨
て
て
当
事
者
主
義
的
構

北法19(2・88)314 



造
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
平
野
教
授
が
正
当
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
裁
判
所
の
判
断
者
と
し
て

(註
5
〉

の
性
格
は
純
化
さ
れ
、
そ
の
探
究
者
と
し
て
の
性
格
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

こ
の
経
験
的
に
観
察
し
確
定
し
う
る
事

実
は
、
裁
判
所
と
検
察
官
の
機
能
の
相
違
を
認
識
さ
せ
、
ま
た
両
者
の
基
づ
く
利
益
的
基
礎
の
同
一
性
を
疑
わ
せ
し
め
る
。
そ
し
て
、
さ

、

、

、

、

ま
さ
に
相
異
る
と
こ
ろ
の
そ
れ
が
奉
仕
す
べ
き
目
的
を
観
念
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

ら
亡
工
、

i

l

 

こ
こ
に
、
国
家
の
利
益
を
代

表
す
る
の
は
あ
く
ま
で
検
察
官
で
あ
り
、
刑
事
訴
訟
(
司
法
り
ま
り
裁
判
所
〉
の
機
能
は
刑
法
秩
序
の
維
持
に
あ
る
の
で
は
な
く
専
ら
被

、

、

、

、

、

(

註

6
)

告
人
の
人
権
の
保
障
を
目
的
と
し
た
国
家
権
力
に
対
す
る
抑
制
に
の
み
あ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
訴
訟
観
が
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
σ

〔二〉

(註
1
)

ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
は
、
検
察
官
の
当
事
者
性
、
し
た
が
っ
て
ま
た
裁
判
所
の
第
三
者
的
消
極
性
を
否
定
す
る
。
そ
の
い
う
と
こ
ろ
は
、
刑
事
訴

訟
の
構
造
が
決
し
て
当
事
者
主
義
を
そ
の
木
賓
と
す
る
も
の
で
な
い
と
す
る
い
ず
れ
も
最
近
の
代
表
的
学
者
と
目
さ
れ
て
い
る
へ
ン
ケ
ル
、
エ
ー
・
シ

ュ
ミ
ッ
ト
そ
し
て
べ

I
テ
ル
ス
の
教
科
書
の
そ
の
説
と
こ
く
ろ
を
き
け
ば
、
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
ヘ
ン
ケ
ル
の
い
う
と
こ
ろ

(
E
g
r
f
∞
吉
広
〈

q
p
r
g
E
R円
宮
、
右
日
ω)
か
ら
聴
い
て
い
こ
う
。
へ
ン
ケ
ル
は
、
次
の
=
一
点
を
論
拠
に
し
て

真
の

(
H
民
事
訴
訟
で
い
わ
れ
る
)
意
味
の
当
事
者
主
義
お
よ
び
当
事
者
概
念
の
刑
事
訴
訟
に
お
げ
る
存
在
を
奇
定
す
る
(
∞
-
H
N
H
5
0

そ
の
第
一
点

は
、
真
の
当
事
者
で
あ
る
た
め
に
は
当
事
者
の
法
的
地
位
の
平
等
性
(
武
器
の
平
等
性

Z
P
R
g
m
-
2
n
r
z
z
)
が
少
な
く
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
刑
事

訴
訟
に
お
け
る
検
察
官
と
被
告
人
の
法
的
地
位
は
平
等
で
は
な
く
、
明
か
に
、
検
察
官
の
そ
れ
は
被
告
人
の
そ
れ
よ
り
は
上
位
に
す
え
ら
れ
て
い
る

(EZ品
g三
口
ぬ
こ
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
不
平
等
に
か
か
わ
ら
ず
平
等
と
す
れ
ば
、
強
力
な
当
事
者
の
主
張
だ
け
が
真
実
と
さ
れ
、
実
体

的
真
実
発
見
の
目
的
に
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
(
そ
の
第
二
点
は
〉
莫
の
当
事
者
手
続
で
あ
る
な
ら
ば
当
事
者
支
配
性

(
勺
再
定
子
岡
崎

E
-
E
P
)
が
存
す
る
が
、
現
行
法
は
そ
れ
を
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
被
告
人
に
も
認
諾
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
真
実
の

発
見
の
た
め
に
強
制
処
分
の
客
体
に
も
な
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
実
体
的
真
実
は
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
、
不
完
全
な

真
実
発
見
が
被
告
人
に
と
っ
て
不
利
に
な
る
場
合
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
(
第
三
点
は
)
、
現
行
法
で
は
、
両
当
事
者
の
対
立

的
な
追
行
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
検
察
官
は
被
告
人
に
不
利
な
事
情
の
み
な
ら
ず
、
有
利
な
事
情
を
も
探
し
て
、
そ
れ

を
提
示
し
な
け
れ
ぶ
な
ら
な
い
義
務
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
、
こ
の
裁
判
官
と
全
く
同
一
で
あ
る
検
察
官
の
真
実
発
見
の
義
務
ば
し
た
が
っ

て
検
察
官
の
非
当
事
者
的
地
位
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
彼
の
否
定
説
で
は
、
実
体
的
真
実
発
見
と
い
う
訴
訟
目
的
(
印
・
由
印
)
が
前
面
に
出

北法19(2・89)315 
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説論

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
実
発
見
の
義
務
が
裁
判
所
に
ま
た
同
様
に
検
祭
官
に
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
当
事
者
主
義
の

後
退
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
検
察
官
の
独
立
性
、
そ
し
て
そ
の
上
に
立
っ
た
そ
の
独
自
の
訴
追
活
動
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か
は
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る

H

訴
υ
と
刑
事
訴
訟
に
お
け
る

H

公
訴
μ

の
意
味
と
そ
の
作
用
に
関
し
て
、
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を

聞
け
ば
、
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
い
わ
く
、
「
刑
事
訴
訟
の
公
訴
(
〉
ロ
rzmo)
は
民
事
上
の
争
訟
の
訴

(
W
F
問
。
)
と
次
の
点
に
お
い
て
だ
け
共
通
性

を
も
っ
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
裁
判
所
は
そ
の
審
査
と
態
度
決
定
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
除
け
ば
、
し
か
し
、

両
訴
訟
の
訴
訟
対
象
の
相
違
に
よ
っ
て
公
訴
と
訴
の
意
味
な
ら
び
に
そ
の
作
用
は
完
全
に
相
違
す
る
。
訴
の
提
起
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
民
事
上
の
争

訴
手
続
に
お
い
て
は
、
そ
の
訴
に
お
い
て
、
真
実
で
あ
る
と
し
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
準
備
を
つ
く
し
た
主
張
(
巳
ロ
ぬ
な
ユ
石
市
回
与
さ
空

5間
)

を
な
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
原
告
は
敗
訴
す
る
こ
と
に
な
る
。
捜
査
手
続
が
公
訴
提
起
に
先
行
す
る
通
常
の
刑
事
訴
訟
で
は
、
公
訴
は
あ
る
犯
罪
行
為

の
準
備
を
つ
く
し
た
主
張
を
何
ら
表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
特
定
人
に
対
し
て
成
立
す
る
あ
る
犯
罪
の
嫌
疑
(
〈
R
ι
R
E
)
だ
け
を
述
べ
る
も

の
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
嫌
疑
あ
る
人
の
有
責
な
行
為
を
犯
し
た
こ
と
の
蓋
然
性
の
仮
定
(
〉
ロ

E
Fヨ
ぬ
)
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

対
応
し
て
、
裁
判
官
の
手
続
に
お
け
る

(MHUH-nrz
ュu
r
g
〈
R
p
r
B之
原
告
の
任
務
は
提
示
し
た
主
張
を
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
証
明
す
る

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
訴
の
な
か
に
述
べ
ら
れ
る
嫌
疑
が
当
該
事
件
の
裁
判
官
に
よ
る
取
調
べ

(
d
z
q
m
5
r口
口
問
)
に
あ

た
っ
て
根
拠
の
十
分
に
あ
る
も
の
(
丘
町
r
rと
丘
町
)
と
し
て
証
明
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
蓋
然
性
の
仮
定
が
固
ま
っ
て
真
実
の
認
識
に
な
る
か

ど
う
か
の
審
査
に
協
力
す
る

(
B
E垣
町
r
g
)
こ
と
に
あ
る
。
公
訴
提
起
者
の
行
動
性
向
(
吋
位
片
岡

m
r
g門出吋
HnrE口
問
)
の
な
か
に
存
す
る
も
の
は
、
主
張

さ
れ
た
と
こ
ろ
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
と
し
て
証
明
す
る
こ
と

(
2
4
E
P
4
g
r
$
2
M
M
H
S
当
ロ
門
Y
己
目
同
盟
門
戸
高
プ

g
ロ
S
Y
2
4包
括
与
で
は
な
い
の
で

あ
っ
て
、
お
よ
そ
行
わ
れ
た
こ
と
が
ら
の
確
定
と
そ
の
弁
論
に
お
い
て
助
力
す
る
こ
と

(
B
X
E
Z一同
g
r
E
仏
兵
司
2
2
z
-一口
m
G口
仏
何
与
え

R
ロロ四

ι由
自
♂
司
自

m
a
n
r各
E
Z
)
な
の
で
あ
る
」

(ω
・
ロ
恥
)
と
。
す
な
わ
ち
か
か
る
理
解
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ェ
l

・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
(
ロ

r・∞口
r
s
-
L
f
r
r長
0
5
5
2
Z♂
呂
町
凶
)
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
検
察
官
は
、
被
告
人
に
対
し
て
は
、
常
に
国
家

権
力
を
賦
与
せ
ら
れ
た
官
庁
と
し
て
止
ま
り
、
そ
の
訴
訟
上
の
利
益
(
司
HONg告
に

g
H
2
2
2自
)
は
被
告
人
の
そ
れ
と
全
く
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
当
事
者
(
句
R
Z
F
)
と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
所
の
前
に
現
わ
れ
る
権
利
主
張
者
(
河
内

n
E
E
5
5
8門
主
が
、
国
家
か
ら
み
て
等
し
い
価
値
平
面

(
m
F
E戸向

者
R
g
r
gぬ
)
上
に
存
す
る
利
益
を
主
張
す
る
場
合
に
、
は
じ
め
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
刑
事
訴
訟
の
場
合
の
事
情
は
異
る
。
検
察
官
は
、
ま

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

さ
に
裁
判
所
自
体
と
同
様
に
、
真
実
探
究
と
正
し
い
判
決
の
発
見
(
何
吋
B
E
E
S間

ι
2
巧
谷
子
巳
同
己
・
出
邑

g悶
2
ロ
自
問
2
2
r
g
C
3巾
戸

Z
に

利
益
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
必
婆
と
あ
れ
ば
、
被
告
人
の
た
め
に
も
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
告
人
に
対
し
て
は
、
彼
が
刑
事
訴
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(二〉公 利 の訴益

訟
に
お
い
て
真
実
と
正
義
の
た
め
に
の
み
争
う
と
い
う
こ
と
を
期
待
す
る
者
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
に
つ
い
て
は
、
国
家
の
刑
法
上
の
違
法

な
結
果
を
作
り
出
す
侵
害
か
ら
、
そ
の
個
人
的
自
由
市
2
5ロ
ご
円
宮
司
門
官
}
百
三
)
を
広
く
守
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
(
傍
点
筆

者
∞

-
S
二
ω-g)
「
訴
訟
対
象

(
p
g島
常
常
g
gロ
品
)
に
関
し
て
そ
の
有
す
る
利
益
が
比
較
で
き
る
も
の
で
は
な
い

(
5
}
8
5
5
2
mロ
BAg-)
と
こ
ろ

の
権
利
主
張
者
が
裁
判
所
の
前
に
立
つ
場
合
に
、
こ
れ
を
実
体
的
当
事
者
(
吉
川
広

q
E
r
H
J
2
2
)
と
か
形
式
的
当
事
者
(
『

2
5乙
Z
司
日
門
何
回
)
と
か
い

う
こ
と
は
全
く
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
権
利
主
張
者
は
、
権
利
を
保
障
す
る
裁
判
所
(
円
台
宮
ω向
。
唱
白

r
R
Z
L
2
0司
王
三
と
、
そ
の
訴
訟
上
の
役
割

に
お
い
て
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
事
実
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
の
(
し
た
が
っ
て
不
必
要
な
)
表
現
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
」

(ω
・

3)
「
ま
た

H

当
事
者
μ

と
い
う
こ
吃
は
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
の
構
造
に
関
す
る
理

白
か
ら
し
で
も
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
真
の
当
事
者
は
、
こ
の
粉
争
を
裁
判
す
る
裁
判
所
の
前
で
争
う
。
し
か
し
ま
た
、
協
定
を
結
ぶ
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
粉
争
の
対
象

3
2
2門田市岡
g
z
g
ι
)
に
関
す
る
当
事
者
の
利
益
は
平
等
な
価
値
平
面
に
存
す
る
か
ら
で
も
あ
る
。
民
事
訴

訟
で
は
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
当
事
者
は
互
に
、
判
決
裁
判
所
の
前
で
(
〈
ミ

ι巾
5
2
r
g
B
Z
L
2
0
q
5
Z
)
弁
論
(
民
訴
法
一
二
八
条
)
そ
し
て

準
備
蓄
面
を
互
に
交
換
す
る
(
民
訴
法
一
二
九
条
)
。
そ
こ
で
和
解
(
〈
民
間
一
E
n
r
)
す
な
わ
ち
、
判
決
手
続
に
お
け
る
訴
訟
形
式
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る

私
法
上
の
契
約
に
よ
る
粉
争
の
解
決
が
可
飽
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
好
む
。
そ
れ
ら
す
べ
て
は
真
の
当
事
者
と
し
て
の
地
位
お
よ
び
民
事
裁
判
所
の
前

で
争
訟
す
る
者
の
機
能
に
合
致
す
る
。
し
か
し
、
何
に
も
ま
し
て
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
事
情
は
異
る
。
原
告
お
よ
び
被
告
は
裁
判
所
の
前
で

w
相
μ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

争
う
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
裁
判
長
が
そ
の
取
調
べ
計
闘
に
し
た
が
っ
て
原
告
と
一
緒
に
な
っ
て
ま
た
同
様
に
被
告
と
一
緒
に
な
っ
て
、
す
な
わ
ち
、

前
者
に
対
し
て
発
問
す
る
こ
と

(
p
m
m
g
2
2
0
=
E
)
に
よ
っ
て
ま
た
後
者
に
対
し
て
は
聴
取
す
る
(
〈

2
5
7
2
2
)
こ
と
(
刑
訴
法
二
四
三
条
二

項
、
三
項
)
に
よ
っ
て
審
理
す
る
。
原
告
お
よ
び
被
告
人
は
、
互
に
論
争
を
か
わ
し
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
(
∞
江
巳
仲
間
白
雪
山
口
「
官
三
百
円
)
で
は
な
い
の
で

あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
そ
の
論
述
を
も
っ
て
裁
判
所
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
(
巳
岳

2
宮

p
z
z
z邑
g)
者
な
の
で
あ
る
」
(
時

M
H者)。

そ
れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
に
関
係
す
る
国
家
機
関
の
目
的
が
実
体
的
真
実
の
探
究
に
あ
る
か
ら
」
で
あ
る

(ω
・
5
同
)
・
彼
は
こ
こ
で
さ
ら
に
言
葉
を
つ

づ
け
て
、
実
体
的
真
実
の
追
求
、
そ
れ
は
乳
問
訴
訟
か
ら
得
た
も
の
だ
が
、
決
し
て
後
退
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。
た
だ
十
九
世
紀
の
改
革
さ
れ
た

訴
訟
が
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
得
た
大
き
な
進
歩
は
、
こ
の
実
体
的
真
実
の
探
求
を
司
法
形
式
に
合
致
し
た
仕
方
で

E
『

r
E正
含
ヨ
高
司
ぎ

2
2
進
め

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る
)
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
す
べ
て
の
関
係
国
家
機
関
の
実
体
的
真
実
に
対
す
る
義
務
は
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟

の
法
倫
理
的
内
容
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
中
略
〕
検
察
官
が
一
面
的
当
事
者
性
を
も
っ
て
被
告
人
た
る
市
民
と
戦
う
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、

国
家
的
権
威
と
権
力
を
検
察
官
に
委
ね
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
実
際
非
倫
理
的
(
ロ

5
5
-
K
Z
で
あ
ろ
う
」

(ω
・
5N)
か
ら
で
あ
る
、
と
。
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説論

さ
ら
に
、
ま
た
、
ぺ
|
テ
ル
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
当
事
者
訴
訟
を
否
定
す
る

9
2
2
p
p
E
h空
自
由
♂
戸
〉
え
-
・
・

5
印N
)
。
す
な
わ
ち
、
彼

は
、
ま
ず
、
民
事
訴
訟
上
の
法
律
関
係
と
刑
事
訴
訟
上
の
法
律
関
係
と
は
根
本
的
に
異
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
前
者
は
三
面
的

i(ι
円
2
8
-
z
m
)
で
あ
る
の

に
対
し
て
後
者
は
二
面
的
(
N
宅
四
回
路

E
m
)
で
あ
る
、
と
す
る

(ω
・∞口
)
U

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
当
事
者
闘
の
紛
争
(
∞
円

5
5
と
い
う
こ
と
が
、

刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
民
事
訴
訟
に
反
し
て
、
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
一
つ
の

権
利
紛
争

(
m
R
E
g可
E
C
に
関
す
る
。
二
人
の
同
権
的

(mZ在
任
2
2
r三
回
豆
、
相
争
う
対
立
者
が
国
家
機
関
す
な
わ
ち
裁
判
所
の
前
に
立
つ
。

刑
事
訴
訟
は
、
国
家
が
そ
の
機
関
を
通
じ
て
一
個
人
に
関
し
て
事
実
関
係
を
解
明
し
判
断
を
下
す
、
一
つ
の
手
続
(
〈

R
E宵

g)
で
あ
る
。
民
事
訴

訟
に
反
し
て
、
刑
事
訴
訟
に
と
っ
て
紛
争
は
本
質
的
な
も
の

(
2
2
3
m
o
g位
白
)
で
は
な
い
。
刑
事
訴
訟
手
続
は
、
被
告
人
欠
席
の
ま
ま
(
事
故
の
場

合
、
検
挙
で
き
な
い
場
合
)
で
も
、
出
席
せ
る
被
告
人
が
国
家
機
関
と
一
致
し
て
裁
判
を
志
向
し
て
い
る
場
合
で
も
、
何
ら
紛
争
な
く
し
て
も
遂
行
さ

れ
得
る
」

(ω
・∞
C
)

と
。
そ
し
て
、
し
た
が
っ
て
「
こ
の
よ
う
に
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
成
立
す
る
法
律
関
係
は
、
国
家
か
ら
被
告
人
へ
、
逆
に
ま
た

被
告
人
か
ら
国
家
へ
の
関
係
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
訴
訟
の
概
念
は
刑
事
訴
訟
に
は
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。
国
家
課
題

(
F
D
Z
H
片
足
。
}
己

E
r。

〉
丘
四
回
σ巾
)
の
担
い
手
と
し
て
の
、
つ
ま
り
司
法
機
能
の
所
有
者
と
し
て
の
国
家
は
当
事
者
百
回
2
2
)
と
み
な
さ
れ
得
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
国
家

機
関
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
に
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
告
人
に
対
立
す
る
の
は
国
家
機
関
な
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
国
家
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
国
家
機
関
、
な
か
ん
ず
く
、
検
察
官
は
そ
の
固
有
の
基
礎
を
も
っ
た
法
的
地
位

2
5
2
m
g
z
mる
ロ

LOZ
問
。
円
『
仲
間
芯
一
一
言
問
)
を
有
す
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
機
関
を
通
じ
て
国
家
が
語
っ
て
い
る
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」
(
∞
・
∞
ご
と
す
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
し
か
し
そ
の
よ

う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
告
人
の
法
的
地
位
の
保
障
は
何
ら
侵
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
事
者
訴
訟
の
観
念
は
、
逆
に
、
刑
事
訴
訟
に

と
っ
て
危
険
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
殴
味
に
す
る
(
〈
包
《

HEro-ロ
ハ
同
)
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
ず
、
当
事
者
訴
訟
の
観
念
は
、

p
 

武
器
の
平
等
(
毛
色
『

g
m
r
F
n
r
z
x
)
の
考
え
と
な
る
が
、
両
者
の
武
器
は
決
し
て
平
等
で
な
く
、
強
力
な
武
器
の
前
に
被
告
人
は
ま
さ
に
実
際
危
険

に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
こ
そ
な
る
、
と
共
に
、
ま
た
当
事
者
訴
訟
の
観
念
は
検
察
官
の
も
つ
真
実
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
、
し
た
が
っ
て

ま
た
被
告
人
の
利
益
を
も
代
表
(
垣
内

w
Z
2
5
r
B巾
ロ
)
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
綬
昧
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
(
∞
・

2
)
と
す
る
。

以
上
、
当
事
者
訴
訟
を
否
定
す
る
ド
イ
ツ
の
最
近
の
代
表
的
学
者
三
人
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
見
て
き
た
が
、
か
か
る
主
張
は
、
彼
等
三
人
に
限
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
も
、
た
え
ず
、
そ
の
消
極
論
者
に
よ
っ
て
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
消
極
説
と
し
て
最
近
の
も

の
で
は
、
他
に
ロ
与
ヨ
ロ

E
Z円
7
2
河
内
口
宮
(
】
由
日
仏
)
・

ω・
2
r
F
ι
R
Z』名
L
Z
p
a叶
h
f
z
z
m
p
ロ

mNW
】由印
0
・
会

u
m
n
F
E
Z
-
U
H
N
N・

5
印
0
.
8由
山
開
「
・

m
n
r
E
E
f
去
り
H
N
W
5
2
.
ロ

-
u
T
E
r
.
c
z
Eユロ・

ω
N
Sロ
な
ど
が
あ
る
。
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し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
検
察
官
の
当
事
者
住
と
裁
判
所
の
第
三
者
性
を
強
調
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
時
代

は
古
く
な
る
が
、
か
つ
て
ミ
ツ
テ
ル
マ
イ
ャ
ー
が
強
調
し
た
の
は
そ
の
点
で
あ
る
(
三
三
宮
一
日
巳
常
・

0
5
司
m
E
2
2
0
-
Eロ四

ι
2
m広
三

Z
E
E
-
z
'

n
z
h
H
F
E
H耐え
2
B
5
2
2
0
2円程
7
2
g
E守
合
F
7
5
p
g申
斗
)
。
ミ
ツ
テ
ル
マ
イ
ヤ
ー
は
い
う
。
「
刑
事
訴
訟
は
、
客
観
法
の
確
定
(
司
g
z
z
-
-
E
m

L
g
c
Z
Z
H
2
E
月
2
Z
ω
)
と
、
個
々
の
法
律
関
係
に
お
い
て
客
観
法
の
貫
徹
百
日

n
r
E
r
-
5問
)
の
保
証
(
の
内
耳
目
時
}
三

2
m
Z口
四
一
)
の
た
め
の
法
的
手

続
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
目
的
と
本
質
は
民
事
訴
訟
の
そ
れ
と
一
致
す
る
」

(ω
・
自
)
。
「
た
と
え
ば
、
法
定
性

(FmmmtSH)
と
か
歴
史
的
真

実
と
か
い
っ
た
刑
法
に
お
い
て
国
家
に
与
え
ら
れ
る
、
そ
し
て
ま
た
訴
訟
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
任
務
は
、
そ
の
保
誌
の
た
め

に
訴
訟
を
必
要
と
は
し
な
い
」

(ω
・
忽
)
。
「
客
観
法
に
厳
格
に
従
っ
た
刑
法
の
実
現
は
国
家
の
利
義
で
あ
る
」

(m-g)
。
「
刑
法
の
訴
追
は
国
家
の
任

務
で
あ
る
。
そ
の
訴
追
は
、
し
か
し
決
し
て
客
観
的
利
益
、
つ
ま
り
国
家
刑
法
の
な
か
に
存
す
る
そ
し
て
刑
法
の
形
成
を
左
右
す
る
客
観
的
な
利
益
を

提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
刑
法
に
存
す
る
国
家
の
利
益
は
生
活
利
益
の
評
価
(
巧
司

Z
品

L
q
F角

川

r
g
ω
m
z
Z円
)
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
個

人
の
利
益
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
刑
法
の
場
合
は
、
国
家
は
そ
の
利
益
を
全
体
(
〉
ニ
問
。
5
Zロ
70二
)
を
顧
慮
し
て
一
評
価
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い」

(ω
・
勾
)
。
「
そ
の
利
益
の
追
及
は
そ
の
性
質
か
ら
し
て
一
面
的

(Eロ
持
正
問
)
で
あ
る
。
そ
う
い
う
の
は
単
に
人
間
の
不
完
全
性
の
故
に
利
益
を

一
面
的
に
し
か
み
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
利
益
の
追
及
に
対
し
て
は
、
生
活
利
益
の
評
価
計
算
に
お
い
て
そ
の

人
な
り
の
仕
方
を
す
る
相
手
方
(
の
お
ロ
ぬ
こ
が
常
に
対
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
「
(
∞

-g)。
「
裁
判
官
が
国
家
の
唯
一
の
代
弁
者
あ
る
い
は
刑
法
に

お
け
る
国
家
利
益
の
唯
一
の
提
示
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
こ
の
一
方
的
な
法
の
力
(
巾

5
Z
E
沼
周
2
7
2吟
宅
と
ニ
を
代
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
裁
判
官
に
そ
の
一
方
的
な
法
の
力
を
与
え
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
を
代
表
す
べ
き
者
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
裁
判
官
か

ら
独
立
し
た
訴
訟
主
体
を
定
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(ω
・
怒
っ
す
な
わ
ち
、
検
察
官
は
国
家
利
益
の
一
面
的
あ
る
い
は
一
方
的
な
主
張
者
な
の
で

あ
っ
て
、
裁
判
所
は
「
国
家
の
利
益
主
張
の
監
視

(
C
S巾
コ
ヨ
円
「
己
四

L
2
T芯
足
出

2
2
Z吋巾
Z
=四
L
g
ω
E三
宮
)
」
の
た
め
の
機
関

(ω
・
∞
申
)
で
な

け
れ
、
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
被
告
人
に
は
「
そ
の
行
為
が
合
法
で
あ
る
こ
と
の
主
張
に
基
づ
く
刑
罰
か
ら
の
自
由
(
司
「
2
7
2
7
3
=
ω

門

S
F
)
」

(ω
・
3)

が
あ
る
。
「
そ
れ
は
個
人
の
も
つ
主
観
的
権
利
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
の
範
囲
内
で
自
由
な
活
動
を
す
る
権
利
」
で
あ
り
、
「
そ
れ
が
故
に
、
被
告
人

も
独
立
し
た
当
事
者
と
し
て
訴
訟
に
よ
り
そ
の
保
護
を
求
め
う
る
」
の
で
あ
る

(ω
・
8)
。
し
た
が
っ
て
「
刑
法
法
律
関
係
は
民
事
上
の
法
律
関
係
と

同
様
の
形
態
の
利
益
関
係
(
円

E
E
E時
ミ
q
r巴
g
z
)
に
あ
る
」

(ω-ma)
の
で
あ
っ
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
(
実
体
法
的
)
法
律
関
係
に
利
益
を
有
し
な

い
裁
判
官
官
2
S
L
O
B
H
N
R
T宅
q
r巴
Z
E
E
-
z
q自
己
貴
広

E
n
v
g吋
)
を
絶
対
的
に
必
要
と
す
る
」
の
で
あ
る

(ω
・
∞
由
)
。
「
刑
罰
請
求
権
を
処

分
す
る
の
は
検
察
官
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
検
察
官
は
刑
罰
請
求
権
を
公
訴
に
お
い
て
取
り
上
げ
、
そ
し
て
判
決
に
よ
っ
て
そ
れ
は
確
定
さ
れ
る
。
」
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「
検
察
官
が
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
お
よ
び
被
告
人
に
対
し
て
一
面
的
(
巳

E
巳
己
悶
)
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
」

(ω-ss。
右
の
よ
う
に
、

ミ
ツ
テ
ル
マ
イ
ヤ
ー
に
あ
っ
て
は
、
国
家
の
刑
罰
権
力
と
裁
判
権
力
と
の
分
離
の
主
張
、
そ
し
て
裁
判
所
の
第
三
者
性
と
検
察
官
の
当
事
者
性
の
主
張

が
、
同
じ
く
国
家
機
関
で
は
あ
る
が
裁
判
所
と
検
察
官
の
立
つ
利
益
的
基
礎
の
非
同
一
性
の
強
調
に
よ
っ
て
、
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(註

2
)

わ
が
現
行
刑
事
訴
訟
に
つ
い
て
の
所
説
に
限
っ
て
み
る
な
ら
、
右
に
み
た
ド
イ
ツ
の
諸
学
者
の
所
説
と
通
じ
る
見
解
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
通
説

で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

通
説
的
見
解
と
し
て
、
ま
ず
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
小
野
博
士
の
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
、
団
藤
教
授
の
そ
れ
で
あ
る
。
小
田
副
博
士
は
「
私
は
、

刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
刑
事
司
法
に
よ
る
正
義
、
刑
法
の
適
用
に
よ
る
国
民
的
道
義
の
維
持
、
そ
の
線
に
お
け
る
公
共
の
福
祉
の
確
保
と
い
う
国
家
的

・
国
民
的
な
目
的
が
基
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
超
個
人
的
・
超
人
格
的
な
原
理
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
国
家
が
い
か
に
民

主
主
義
化
し
、
自
由
主
義
化
し
よ
う
と
も
、
こ
の
基
礎
は
否
定
さ
れ
な
い
。
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
こ
の
超
個
人
主
義
は
職
権
主
義
と
な
っ
て
現
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
警
察
お
よ
び
検
察
官
が
職
権
に
よ
っ
て
犯
罪
を
捜
査
し
、
公
訴
を
提
起
す
る
と
同
時
に
裁
判
所
も
亦
そ
の
職
権
に
よ
っ
て
手
続
を
進

払
『
事
案
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
、
刑
罰
法
令
を
適
正
旦
り
迅
速
に
適
用
実
現
す
る
』
ご
と
に
努
カ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
州
州
法
)
」
(
れ
組
一
一
諮
サ

ヨ
一
臨
4
川
一
当
時
明
時
一
同
一
関
税
引
也
九
)
「
し
か
し
、
叶
吉

r
t
hレ
い

?
?
r
E
設
は
刑
事
司
法
に
よ
る
正
義
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
手
続
に
お
い
て

個
人
的
自
由
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
間
一
一
主
頁
)
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
基
本
目
的
と
は
矛
盾
す
る
(
州
社
判
M
W
M
一
才
一
恥
)

が
、
同
じ
く
実
質
的
目
的
と
し
て
競
合
し
て
刑
事
手
続
に
存
在
す
る
目
的
で
あ
る
個
人
的
自
由
を
不
当
に
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
意
味
に

お
い
て
、
刑
事
訴
訟
も
手
続
の
「
訴
訟
的
」
構
造
を
要
請
し
、
ま
た
現
行
法
は
そ
の
当
事
者
訴
訟
構
造
を
強
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
刑
事

訴
訟
の
構
造
を
以
上
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
は
、
博
士
が
民
事
訴
訟
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
理
解
の
上
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
民
訴
に
お
い
て
は
、
そ
の
訴
訟
の
目
的
物
は
私
法
上
の
権
利
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
と
個
人
と
の
関
係
で
あ
る
か
ら
、
均
衡
的
正
義
の
理
念
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
。
そ
の
権
利
関
係
を
確
認
し
又
は
形
成
す
る
手
続
に
お
い
て
も
、
原
告
と
被
告
と
は
、
い
ず
れ
も
一
私
人
と
し
て
対
立
す
る
。
国

又
は
公
法
人
が
当
事
者
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
私
権
の
主
体
と
し
て
は
対
等
で
あ
り
、
訴
訟
の
当
事
者
と
し
て
も
全
く
対
等
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
が
自
己
の
た
め
に
攻
撃
・
防
禦
す
る
の
が
民
訴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
実
体
的
に
も
手
続
的
に
も
均
衡
的
正

義
と
当
事
者
主
義
と
が
透
徹
し
て
い
る
。
勿
論
、
初
し
く
も
国
家
の
司
法
で
あ
る
限
り
公
共
的
関
心
に
も
と
づ
く
職
権
的
な
作
用
の
あ
る
こ
と
を
否
定

で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
補
充
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
根
幹
は
あ
く
ま
で
も
当
事
者
主
義
で
あ
る
。
然
る
に
、
刑
訴
に
お
い
て
は
、
そ
の
訴
訟
の

実
体
は
刑
法
上
の
関
係
で
あ
り
、
犯
罪
を
原
由
と
す
る
刑
罰
権
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
く
公
法
的
な
配
分
的
正
義
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
手
続
の

論
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性
格
も
民
訴
と
異
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
検
察
官
は
国
家
の
機
関
と
し
て
公
益
の
た
め
に
訴
追
を
行
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
公
訴
』
で
あ
る
。
検
察
官

は
『
法
の
正
当
な
適
用
を
請
求
す
る
』
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
人
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
ま
、
ホ
パ
そ
の
職
権
で
あ
る
(
検
察
)
。
被
告
人
も
亦

t

F

四
条
、

国
民
で
あ
る
限
り
、
正
当
な
裁
判
を
受
け
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
筈
で
あ
る
。
た
だ
、
し
か
し
、
現
実
に
お
い
て
は
原
告
た
る
検
察
官
と
被
告
人
と
の

悶
に
利
害
相
反
す
る
こ
と
は
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
刑
事
手
続
が
訴
訟
の
構
造
を
と
る
理
由
が
あ
る
」
(
訓
一
臥
)
。
し
か
し
、
刑

訴
で
は
民
訴
と
臭
っ
て
、
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
処
分
、
す
な
わ
ち
、
和
解
、
請
求
の
認
諾
又
は
拠
棄
を
認
め
な
い
。
ま
た
、
民
訴
で
は
、
訴

訟
の
運
命
は
当
事
者
の
訴
訟
追
行
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
刑
訴
で
は
、
た
と
え
自
白
さ
れ
た
事
実
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
必
ず
証
拠
に
よ
っ
て

認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
客
観
的
証
拠
に
よ
っ
て
『
事
案
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
』
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ

る
(
叶
矧
)
。
い
わ
ゆ
る
実
体
的
真
実
主
義
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
動
仲

F
Fが
か
骨
骨

P
U
、
つ
や
骨
骨
か
骨
貯
わ
伊
か
わ
十
F
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
っ
て
、
職
権
主
義
が
そ
の
基
底
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
(
位
一
巨
額
)
と
。

団
藤
教
授
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
も
、
そ
の
軌
を
一
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い
わ
く
、
現
行
法
で
は
「
訴
訟
は
原
則
的
に
当
事
者

の
攻
撃
・
防
禦
に
よ
っ
て
進
行
し
、
職
権
主
義
は
む
し
ろ
補
充
的
な
も
の
と
さ
れ
た
」
(
問
委
し
む
)
「
し
か
し
、
刑
由
記
憶
の
実
現
は
、
も
と
も
と
、
国

家
的
な
問
題
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
国
家
機
関
と
し
て
の
検
察
官
が
原
告
官
と
な
っ
て
、
国
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
公
訴
を
遂
行
す
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
審
判
の
主
体
と
し
て
の
裁
判
所
も
ま
た
国
家
機
関
で
あ
っ
て
、
刑
罰
権
の
実
現
に
積
極
的
な
関
心
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ

る
。
か
よ
う
に
し
て
、
刑
事
裁
判
に
つ
い
て
は
、
職
権
主
義
は
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
法
で
は
当
事
者
主
義
が
強
調

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
つ
ね
に
職
権
主
義
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、
必
要
な
と
き
に
は
そ
れ
が
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

表
面
だ
け
の
考
察
に
よ
っ
て
、
当
事
主
義
が
職
権
主
義
を
駆
逐
し
た
も
の
と
考
え
る
の
は
、
刑
事
裁
判
の
本
質
を
み
あ
や
ま
る
も
の
だ
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
な
意
味
で
、
刑
事
訴
訟
は
職
権
主
義
の
内
容
を
当
事
者
主
義
の
形
式
に
盛
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
よ
う
に
し

て
、
ま
た
、
刑
事
手
続
に
お
け
る
当
事
者
訴
訟
の
構
造
は
、
単
に
被
告
人
の
保
護
を
目
的
と
す
る
技
術
的
当
事
者
構
成
だ
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
は
、
当
事
者
が
実
質
的
な
利
益
の
対
立
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
(
日
1
七
)
。
し
か
し
、
「
検
察
官
と
被
告
人
と
の

対
立
は
、
い
わ
ば
全
体
と
部
分
と
の
対
立
で
あ
る
。
そ
こ
に
民
事
訴
訟
と
の
本
質
的
な
差
異
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
『
刑
事
訴
訟
の

民
事
訴
訟
化
』
に
は
、
お
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
。
こ
と
に
訴
訟
物
の
処
分
を
許
す
当
事
者
処
分
主
義
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
刑
法
そ
の
も
の
に
、
い

わ
ゆ
る
私
法
的
見
解
を
も
ち
こ
む
も
の
と
い
わ
な
汁
れ
芯
な
ら
な
い
」
(
川
一
九
)
と
。

(註
3
)

た
と
え
ば
井
戸
田
・
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
主
義
に
つ
い
て
」
司
法
研
修
所
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
・
下
・
刑
事
編
・
二
一
六
頁
以
下
。
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(註
4
)

小
野
・
前
回
向
・
九
二
三
頁
は
そ
の
矛
盾
性
を
明
言
す
る
。

(註
5
)

平
野
・
刑
事
訴
訟
の
基
礎
浬
論
・
七
頁
。
教
授
は
い
う
。
「
現
行
法
で
は
、
い
わ
ゆ
る
起
訴
状
一
本
主
義
が
と
ら
れ
、
起
訴
の
と
き
は
起
訴
状
が
提

出
さ
れ
る
だ
け
で
、
証
拠
は
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
裁
判
所
は
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
白
紙
の
状
態
で
公
判
に
臨
む
の
で
す
。
公
判
廷
で
も
原
則
と
し

て
当
事
者
が
提
出
す
る
証
拠
だ
け
を
調
べ
る
の
で
す
し
、
証
人
の
尋
問
も
主
と
し
て
当
事
者
が
行
い
ま
す
(
現
行
刑
訴
法
二
一

O
四
条
に
よ
れ
ば
裁
判
長

の
尋
問
が
原
則
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
行
法
制
定
当
時
、
当
事
者
、
と
く
に
弁
護
人
が
尋
問
に
慣
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
殊
事
情
に
よ
る
も

の
で
、
ま
も
な
く
実
際
上
は
当
事
者
尋
問
が
原
則
に
な
り
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
)
。
裁
判
所
は
、
原
則
と
し
て
検
察
官
の
探
究
の
結
果
が
正
し
か

っ
た
か
ど
う
か
だ
け
判
断
し
ま
す
。
み
ず
か
ら
新
し
い
事
実
を
探
究
す
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
す
」
。

(註

6
)

一
一
一
宅
・
「
刑
事
司
法
の
機
能
に
つ
い
て
の
一
つ
の
メ
モ
」
可
法
研
修
所
報
二
六
号
五
四
頁
以
下
、
二
七
号
八
八
頁
以
下
、
二
九
号
五
七
頁
以
下
。
三
宅

裁
判
官
は
い
う
。
検
察
官
は
「
刑
罰
権
の
主
体
た
る
国
家
権
力
の
代
表
機
関
と
し
て
、
刑
罰
権
の
存
在
お
よ
び
範
囲
の
主
張
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

「
こ
の
よ
う
に
検
察
官
が
直
接
的
に
国
家
権
力
を
代
表
す
る
立
場
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
裁
判
官
は
、
そ
れ
が
国
家
機
関
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
国

家
権
力
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
使
命
を
も
ち
、
国
家
権
力
に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
加
え
る
立
場
に
あ
る
。
刑
事
司
法
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
国
家

が
国
家
権
力
の
あ
り
方
を
裁
く
と
い
う
国
家
の
自
己
批
判
的
機
関
で
あ
る
。
(
中
略
)
。
検
察
官
の
任
務
が
社
会
の
秩
序
の
維
持
(
国
家
権
力
の
利
益
擁

護
)
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
裁
判
官
の
任
務
は
法
秩
序
の
維
持
(
国
民
の
人
権
の
保
障
)
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
国
家
の
訴
追
機
関
で
あ
る
検
察
官
と
は

別
個
の
国
家
機
関
で
あ
る
裁
判
官
が
裁
判
す
る
と
い
う
の
も
右
の
よ
う
な
奉
仕
す
る
目
的
の
相
違
、
す
な
わ
ち
裁
判
官
に
よ
る
国
家
権
力
か
ら
の
人
権

保
障
と
い
う
目
的
の
確
保
に
基
因
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
も
検
察
官
と
裁
判
官
と
は
形
式
的
に
は
別
個
の
機
関
と
し
て
も
、
そ
の
関
に
本
質
的

な
差
異
を
認
め
ず
単
に
社
会
的
分
業
に
基
づ
く
役
割
の
相
違
と
す
る
な
ら
、
は
、
し
た
が
っ
て
同
じ
目
的
に
奉
仕
す
る
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
司
法
に

お
け
る
国
家
権
力
か
ら
の
人
権
保
降
、
す
な
わ
ち
公
正
な
裁
判
は
期
待
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
司
法
の
意
義
は
ま
さ
に
裁
判
官
が
、
国
家
権
力
に
対
す

る
抑
制
作
用
と
い
う
、
検
察
官
の
機
能
と
は
質
的
に
異
っ
た
目
的
を
も
っ
て
人
権
の
保
障
H
公
正
な
裁
判
を
行
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
か
ら
。
」

(
二
九
号
五
九
頁
)
と
。
す
な
わ
ち
、
国
家
権
力
の
利
益
を
代
表
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
検
察
官
の
み
で
あ
っ
て
、
裁
判
官
に
は
そ
の
よ
う
な
性
格
は

全
く
与
え
ら
れ
て
い
ず
、
刑
事
訴
訟
の
機
能
は
刑
法
秩
序
の
維
持
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
端
的
に
被
告
人
の
人
権
保
障
を
目
的
と
し
た
(
二
六
号
六
四

頁
)
国
家
権
力
に
対
す
る
抑
制
に
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
刑
事
訴
訟
を
通
じ
て
、
実
体
刑
法
の
実
効
性
が
保
障
さ
れ
る
、
あ
る
い
は

そ
の
妥
当
性
が
表
示
さ
れ
る
と
い
う
機
能
が
現
実
に
刑
事
訴
訟
の
場
に
お
い
て
営
ま
れ
る
事
実
は
見
落
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
経
験
的
に
観

察
で
き
る
事
実
と
し
て
の
刑
事
訴
訟
の
機
能
と
、
い
か
な
る
目
的
あ
る
い
は
利
益
の
た
め
に
機
能
す
べ
き
か
と
い
う
理
念
と
し
て
観
念
さ
れ
た
刑
事
訴

E命

北法19(2・96)322 



訟
の
機
能
と
の
区
別
は
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
の
意
味
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
三
宅
裁
判
官
の
主
張
を
傾
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
よ
う
な
刑
事
訴
訟
観
は
、
既
に
夙
に
井
上
教
授
に
よ
っ
て
説
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
井
上
・
「
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
」
は

い
う
。
「
実
体
的
真
実
発
見
主
義
と
は
信
仰
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
(
中
略
)
わ
れ
わ
れ
の
裁
判
手
続
は
、
裁
判
手
続
た
る
以
上
つ
ね
に

実
体
真
実
の
発
見
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
い
か
な
る
制
度
の
下
に
お
い
て
実
体
真
実
の
発
見
に
貢
献
す
べ
き
か
と

い
う
こ
と
だ
け
が
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
り
ま
す
」
(
六
八
頁
)
。
「
刑
事
裁
判
を
裁
判
と
い
う
形
で
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
人
権
保
障
の
み
が
唯
一
の
理
由
で
あ
り
ま
す
。
人
々
が
紙
問
手
続
を
許
し
難
い
と
考
え
て
、
裁
判
と
い
う
枠
に
は
め
込
ん
だ
の
は
、
か
よ

う
に
人
権
保
障
の
み
が
唯
一
の
理
由
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
十
人
の
処
罰
を
免
れ
し
め
て
も
一
人
の
人
権
を
保
障
し
よ
う
と
い
う
啓
蒙
的
約
束
の

中
に
近
代
裁
判
の
意
義
は
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
思
い
切
っ
て
当
事
者
訴
訟
に
転
換
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
、
旧
来
の
如

く
、
事
件
が
審
判
の
対
象
で
あ
っ
て
、
被
告
人
の
防
禦
方
法
さ
え
十
分
考
慮
す
れ
ば
、
裁
判
官
ほ
、
自
由
自
在
に
、
何
が
真
実
で
あ
る
か
を
探
し
廻
れ

る
と
い
う
の
で
は
、
折
角
の
転
換
も
全
く
意
味
を
な
さ
な
く
な
り
ま
す
。
刑
事
裁
判
は
、
訴
訟
た
る
限
り
、
裁
判
所
を
判
断
者
た
る
地
位
に
後
退
せ
し

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
訴
因
に
掲
げ
ら
れ
た
事
実
以
外
、
実
体
を
探
し
廻
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
も
し
裁
判
所
が
実
体
を
探
し
廻
っ
た
の
で

は
、
裁
判
官
も
実
は
検
察
官
と
同
じ
系
列
に
属
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
裁
判
官
も
検
察
官
も
、
本
来
な
ん
ら
の
区
別
も
な
く
、
た
ん
に
伝
統

を
尊
重
し
て
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
訴
訟
と
い
う
機
構
を
設
け
、
じ
つ
は
刑
罰
権
の
行
使
と
い
う
|
|
本
来
行
政
処
分
た
る
|
|
l
国
家
目
的
を
遂
行
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
検
察
官
こ
そ
、
国
家
機
関
と
し
て
、
そ
の
刑
罰
権
の
主
体
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
行
使
と

い
う
行
政
処
分
を
チ
ェ
ッ
ク
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
裁
判
と
い
う
制
度
を
必
要
と
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か

ら
裁
判
所
は
、
ま
さ
に
司
法
権
の
主
体
と
し
て
、
検
察
官
と
は
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
、
最
後
ま
で
判
断
者
た
る
地
位
に
と
ど
ま
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
な
っ
て
こ
そ
、
刑
事
裁
判
も
文
字
ど
お
り
訴
訟
た
り
得
る
理
由
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」
(
九

O
頁
、
九
一
頁
)
と
。

(二〉公利の訴益

6 

確
か
に
具
体
的
訴
訟
を
通
じ
て
実
体
刑
法
の
実
効
性
あ
る
い
は
そ
の
普
遍
妥
当
性
が
表
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
刑
法
秩
序
維
持
の
直
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接
の
そ
し
て
最
高
の
責
任
者
を
検
察
官
だ
と
観
念
す
る
以
上
、
刑
事
訴
訟
が
刑
事
訴
訟
制
度
と
し
て
存
立
し
て
い
る
の
は
実
体
刑
法
の
実

効
性
の
表
示
に
積
極
的
に
寄
与
せ
ん
が
た
め
に
で
は
な
い
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

検
察
官
は
国
家
の
刑
法
秩
序
維
持
の
最
高
の
そ
し
て
直
接
の
責
任
者
で
あ
っ
て
、
実
体
刑
法
の
実
効
性
の
表
示
を
求
め
て
、
自
己
に
帰



説

属
す
る
だ
ろ
う
刑
罰
権
の
確
認
の
た
め
に

そ
れ
を
訴
追
す
る
訴
訟
上
の
利
益
あ
る
い
は
権
能
を
有
す
る
。

具
体
的
訴
訟
に
お
い
て
は
訴
訟
対
象
を
設
定
し
、

つ
ま
り
、
国
家
権
力
の
利
益

(
U
刑
法
秩
序
維
持
)
を
専
ら
代
表
し
、
ま

(
1
実
体
法
的
利
益
の
実
現
の
た
め
に
)
、

論

た
現
実
の
訴
訟
の
場
に
お
い
て
訴
訟
主
体
と
し
て
、
そ
の
利
益
を
訴
訟
対
象
化
し
、
そ
の
自
ら
設
定
し
た
テ

I
マ
に
つ
い
て
立
証
し
、
立

証
の
有
無
に
つ
い
て
裁
判
所
の
判
断
を
求
め
る
訴
訟
上
の
利
益
を
代
表
し
主
張
す
る
の
は
検
察
官
だ
け
な
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
に
は
、

同
じ
く
国
家
機
関
で
は
あ
っ
て
も
、
か
か
る
性
格
は
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
、
国
家
権
力
か
ら
の
利
益
の
主
張
に

対
し
て
、
そ
れ
を
制
御

A

す
る
と
い
う
消
極
的
な
地
位
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
制
御
す
る
ま
た
制
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
、

と
こ
ろ
で
、
国
家
権
力
か
ら
主
張
さ
れ
る
利
益
に
対
し
て
、
そ
れ
に
対
抗
し
か
っ
優
越
す
る
利
益
の
存
在
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
具
体
的
事
例
に
お
い
て
、
対
抗
す
る
利
益
が
国
家
権
力
の
側
か
ら
の
利
益
よ
り
も
優
越
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
前
者
の
利
益
の
保
護
あ
る
い
は
実
現
の
た
め
に
刑
事
訴
訟
の
制
御
作
用
が
機
能
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
場
合
に

は
、
か
か
る
国
家
権
力
の
利
益
に
優
越
す
る
利
益
の
実
現
と
い
う
こ
と
が
、
ま
さ
に
刑
事
訴
訟
の
自
己
目
的
な
の
で
あ
り
、
そ
の
利
益
の

前
に
国
家
権
力
は
自
己
の
利
益
主
張
の
貫
徹
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
と
レ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。
か
か
る
利
益
の
源
泉
は
刑

事
訴
訟
を
国
家
権
力
に
対
す
る
制
御
の
た
め
の
制
度
と
な
さ
し
め
た
国
民

(
1
個
人
)
の
基
本
的
人
権

(u利
益
)
保
障
の
思
想
で
あ
り

賢
明
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
疑
者
、
被
告
人
と
さ
れ
る
個
人
の
人
権

(
1
優
越
す
る
個
人
利
益
)
の
司
法
手
続
に
よ
る
保
障
と
い
う

こ
と
に
こ
そ
裁
判
所
は
そ
の
存
在
理
由
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
o

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
刑
事
訴
訟
は
ま
た
国
家
権
力
か
ら
の
攻
撃
に

向
っ
て
被
告
人
が
自
己
の
人
権
あ
る
い
は
利
益
を
防
禦
し
う
べ
き
被
告
人
の
た
め
の
砦
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
は
や
、
必
罰
主
義

は
放
棄
さ
れ
、
被
告
人
は
そ
の
自
己
の
砦
に
お
い
て
自
己
の
利
益
の
た
め
に
検
察
官
の
不
当
な
公
訴
、
訴
追
に
対
し
て
そ
れ
を
攻
撃
し
、

し
た
が
っ
て
裁
判
所
に
対
し
て
検
察
官
の
不
当
な
公
訴
、
訴
追
の
制
御
を
請
求
し
う
べ
き
訴
訟
上

そ
れ
を
阻
止
す
る
訴
訟
上
の
利
益
の
、

の
利
益
の
担
い
手
た
る
独
立
し
た
訴
訟
主
体

(
l
訴
訟
当
事
者
)
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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第

節

法
的
評
価
の
範
鴎
と
の
関
係
に
お
い
て

前
一
書
早
に
お
い
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
を
限
界
づ
け
拒
絶
す
べ
く
機
能
す
る
優
越
す
る
利
益
の
と
く
に
明
文

規
定
の
間
隙
に
お
け
る
発
現
が
観
察
さ
れ
る
場
合
に
、
公
訴
は
「
無
効
」
で
あ
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
公
訴
を
無
効
と
し
て
、
公
訴
棄
却
の
形
式
裁
判
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
し
か
も
、

そ
の
判
断
に
は
検
察
官
の

公
訴
提
起
行
為
に
対
す
る
「
非
難
」
つ
ま
り
検
察
官
の
訴
訟
追
行
が
「
違
法
L

で
あ
る
と
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
主
」
た
。

換
言
す
れ
ば
、
本
稿
の
問
題
は
、

い
か
な
る
範
囲
に
ま
で
実
体
裁
判
の
問
題
と
観
念
さ
れ
て
い
る
問
題
に
形
式
裁
判
を
も
っ
て
接
近
し

え
る
か
、

つ
ま
り
形
式
裁
判
に
よ
っ
て
そ
の
解
決
が
も
た
ら
さ
れ
う
る
か
、

と
い
う
こ
と
に
関
す
る
。
そ
1

て
、
こ
の
両
裁
判
の
形
式
的

な
意
味
で
の
区
別
が
、
公
訴
に
対
す
る
理
由
具
備
性
(
回
巾

m
Z
E
2
Z
X
)
の
判
断
を
す
る
か

性
(
J
司
王
凶

8
5
w
z
a
R
N己
主
ω-mwZ)
の
判
断
を
す
る
か

(
U
形
式
裁
判
)
の
差
異
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(註
1
)

に
よ
っ
て
実
体
刑
法
が
確
証
さ
れ
ま
た
被
告
人
の
社
会
的
地
位
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
、

(
日
実
体
裁
判
)
、

有
効
性
あ
る
い
は
許
容

実
体
裁
判

ま
た
形
式
裁
判
の
主
文
が
訴
訟
進
行

(
P
C
N
色
m-

出
口
問
)
に
つ
い
て
し
か
ふ
れ
な
い
こ
と
も

経
験
的
に
確
定
さ
れ
た
論
証
を
要
し
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
o

(三〉

し
か
し
、
形
式
裁
判
の
性
格
を

z
t
2〕

「
そ
の
宣
言
の
な
か
に
何
ら
価
値
的
性
格
(
巧
R
R
E
S
E
2
)
を
含
ん
で
い
る
も
の
で
な
い
。
そ
れ
は
論
理
的
に
は
無
色
で
あ
ん
じ
」
と
い

う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
形
式
裁
判
は
、
検
察
官
の
被
告
人
に
対
す
る
国
家
刑
罰
権
の
存
在
そ
し
て
し
た
が
っ
て
被
告
人
の
社
会

公利の訴益

的
地
位
の
低
下
(
宮
古
号

E
ロ
ぬ
)
の
主
張
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
答
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

つ
ま
り
実
体
刑
法
上
の

意
味
に
お
い
て
法
、

そ
の
違
法
お
よ
び
責
任
と
結
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
検
察
官
の
公
訴
提
起
行
為
に
対
す
る
倫
理
的
・
価

値
的
・
批
判
的
・
訴
訟
内
的
な
そ
れ
を
違
法
と
す
る
判
断
が
形
式
裁
判
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
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説

(註
3
v

う
o

こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、

と
こ
ろ
で
、

訴
訟
行
為
と
く
に
検
察
官
の
公
訴
、

追
行
行
為
(
そ
の
準
備
行
為
を
も
含
め
て
)

に
つ
き
訴

;;1>. 
市B

訟
上
「
義
務
」
の
存
在
を
前
提
と
し
、
刑
事
訴
訟
は
訴
訟
上
の
義
務
違
反
に
対
し
て
そ
の
非
難
を
明
確
に
す
る
た
め
に
形
式
裁
判
を
も
っ

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
か
、
以
下
に
お
い
て
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
臨
む
も
の
で
あ
る
、

(註

1
)
F
5
m・
3z=巾ご円由同〈
S
F
O
N巾回目ロロハ同

r
n
r
g
Z
Y
O
W
L
E四
-
N
日
巧

-
E・
g-ω
・
ωミ
は
「
実
体
裁
判
の
内
容
的
側
面
か
ら
の
特
性

(民向ロ

NorZロ
)
は
刑
法
の
確
証
と
被
告
人
の
社
会
的
地
位
の
決
定
に
あ
る
」
と
い
う
。

(註
2
)
H
E件、

ω・
8斗・

(誌
3
〉
公
訴
棄
却
の
形
式
裁
判
に
閉
山
し
て
、
「
公
訴
棄
却
と
い
う
裁
判
に
は
、
そ
の
公
訴
を
不
適
法
な
も
の
と
す
る
と
す
る
判
断
と
と
も
に
そ
れ
を
違
法
だ

と
す
る
非
難
を
合
む
も
の
と
考
う
べ
き
で
あ
る
」
(
井
上
・
判
例
学
説
刑
事
訴
訟
法
・
八
一
一
良
)
。
「
刑
事
訴
訟
で
は
訴
訟
条
件
が
具
備
し
な
け
れ
ば
被

告
人
を
訴
追
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
範
の
表
現
と
し
て
『
単
に
審
理
判
決
を
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
公
訴
提
起
行
為
に
対
す
る
批
判
と

い
句
意
味
も
含
ん
で
』
い
る
。
つ
ま
り
検
察
官
の
公
訴
追
行
が
適
法
か
違
法
か
と
い
う
の
で
あ
る
」
(
田
宮
・
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
一
事
不
再
理
の
効

力
日
・
法
協
七
六
巻
一
号
六
四
頁
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ゆ
え
ん
を
わ
れ
わ
れ
は
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

に
立
脚
し
て
訴
訟
現
象
を
把
握
す
る
訴

と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
訴
訟
的
法
観
察
方
法
(
耳
目

2
5
F
H
N
R
Z
§
2
8
n
Z
5
m
z
g巾)

〈註

1
X註
2
)

訟
法
律
状
態
説
か
ら
は
、
訴
訟
空
間
に
は
当
事
者
の
行
為
義
務
は
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
義
務
違
反
と
し
て
の

違
法
性
の
価
値
範
時
は
無
縁
の
も
の
と
し
て
訴
訟
空
聞
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
o

す
な
わ
ち
、
「
訴
訟
上
の
違
法
性
(
胃

ON巾山田
E
F
司
卒

。
吋
円

RE--nyroX)
と
い
う
も
の
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
訴
訟
上
の
当
事
者
義
務
(
胃

R
g
E己
巾
可
申
ユ
巾
右
目
ロ

Z
g
)
は

(註
4
)

存
在
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
「
合
法
性

B
R
Z∞ヨ巴
f
F
3
5
お
よ
び
違
法
性
(
河

R
Y
Z三
門
主
事
巾
芯
)

(註
4
》

聞
に
お
い
て
は
適
用
し
え
な
い
の
で
あ
る
o
」
と
の
命
題
を
そ
の
原
則
と
す
る
。

と
い
う
価
値
範
鴎
は
訴
訟
空

し
た
が
っ
て
、
も
し
真
正
な
行
為
義
務
が
訴
訟
上
存
在

す
る
と
し
て
も
、
そ
の
義
務
違
反
の
違
法
性
は
、
財
産
や
人
的
自
由
に
対
す
る
侵
害
と
し
て
、
常
に
実
体
空
間
に
お
い
て
の
み
効
力
を
有

〈註
6

〉

《

註

6
H

す
る
と
、
つ
ま
り
そ
れ
を
違
法
に
対
し
て
無
感
覚
な
訴
訟
上
の
も
の
で
は
な
く
、
実
体
国
法
上
の
問
題
に
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
c
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こ
の
よ
う
に
、
訴
訟
上
あ
る
行
為
(
叫
ん
誌
は
肋
…
m
M
印
日
時
一
ほ
め
)
を
す
る
こ
と
を

と
ら
え
る
、
つ
ま
り
訴
訟
の
性
格
の
な
か
に
義
務
の
存
在
を
許
さ
な
い
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
o

す
な
わ
ち
、

e

コ
ー
ル
ド

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
既
判
力
の
招
来
に
向
け
ら
れ
た
手
続
(
岳
民
白
丘
全

σ
Z
2
r
a
E
r
E
m
〈

c
z
m
R
y
g
r
g
p
唱
コ
ロ

r
z
g
〈

2
p
z
g
)
L

(註
7
)

と
定
義
す
る
訴
訟
の
概
念
(
経
験
的
な
意
味
に
お
け
る
概
念
)
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
ッ
ハ
を
し
て
訴
訟
を
権
利
保
護
請
求
権
の

「
義
務
」

と
し
て
と
ら
え
ず
に
単
な
る

と
し
て

「
負
担
」

実
現
と
し
て
把
握
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
よ
う
な
「
刑
而
上
的
」
な
意
味
に
お
け
る
概
念
(
そ
れ
は
、
訴
訟
法
を
実
体
法
に
依
存
せ
し
め
る
)
か
ら

そ
し
て
ま
た
訴
訟
の
独
立
性

(ω巾
=
)
出

z
r
e
m
r巾
ご

仏

g
P
2
2
2
)
を
確
保

実
体
法
と
訴
訟
法
と
の
関
係
を
と
ら
え
、

(註
8
)

し
よ
う
と
志
向
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
所
期
の
訴
-
訟
の
独
立
性
を
理
論
上
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
他
国
、

で
は
な
し
に

立
場
を
貫
く
限
り
、
そ
の
た
め
に
、
訴
訟
が
文
化
的
・
社
会
的
・
国
家
的
制
度
と
し
て
果
す
べ
き
存
在
意
義
あ
る
い
は
機
能
は
完
全
に
捨

S
H
T
U〉

象
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
法
が
行
為
規
範
と
し
て
行
為
者
に
命
令
ま
た
は
禁
止
を
課
し
て
い
る
機
能
面
に
触
れ
る

こ
と
は
完
全
に
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
立
場
を
貫
く
限
り
、
公
訴
提
起
行
為
は
も
ち
ろ
ん
、
刑
事
訴
訟
の

存
在
目
的
自
体
も
無
色
な
現
象
的
意
義
し
か
有
し
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
む
し
ろ
、

否
定
を
こ
そ
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
は
訴
訟
制
度
の
目
的
論
的
考
察
の

訴
訟
の
存
在
意
義
あ
る
い
は
そ
の
機
能
(
そ
れ
は
決
し
て
無
色
で
は
あ

り
え
な
い
)
が
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
訴
訟
制
度
の
目
的
を
観
念
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、

と
こ
ろ
で
、

訴
訟
状
態
説
の
と
る
訴
訟
的
観
察

〈二)

方
法
の
み
を
も
っ
て
し
て
訴
訟
の
機
能
そ
れ
自
体
を
観
念
す
る
こ
と
は
、
し
ょ
せ
ん
無
理
な
話
し
な
の
で
あ
る
。

(
註
叩
〉

義
」
を
も
っ
て
訴
訟
の
目
的
と
し
て
か
か
げ
た
。
し
か
し
、
他
国
、
訴
訟
か
ら
実
体
的
法
観
察
方
法
を
完
全
に
排
斥
し
て
訟
訟
上
の
義
務

7
l
ゼ
は
「
真
実
と
正

公利の訴益

の
存
在
を
否
定
す
る
彼
に
あ
っ
て
、

は
た
し
て
そ
こ
に
自
己
矛
盾
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
経
験
的
概
念
と
し
て
の
判
決
と

経
験
的
な
現
象
で
あ
る
訴
訟
法
律
状
態
を
解
明
す
る
た
め
に
し
か
意
味
の
な
い
訴
訟
的
法
観
察
方
法
が
何
故
に
正
義
と
か
真
実
と
い
う
究

極
理
念
を
持
ち
出
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
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説

い
い
吐
い
)
、
「
す
べ
て
の
い
わ
ゆ
る
『
訴
訟
』

は
『
国
家

フ
オ

γ
・
ヒ
ツ
ベ
ル
の
次
の
指
摘
は
、
か
く
し
て
示
唆
に
富
む
。

法
的
』
由
来
と
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
実
体
法
的
』
な
も
の
で
あ
る
o
」
「
い
わ
ゆ
る
『
実
体
』
空
間
と
『
訴
訟
』
空

す
な
わ
ち
、

論

聞
と
の
区
別
は
完
全
に
陵
昧
で
あ
り
」
「
『
訴
訟
的
法
観
察
方
法
』
に
適
令
す
る
特
殊
な
『
訴
訟
的
』
な
対
象
は
は
じ
め
か
ら
な
い
の
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
法
は
『
実
体
的
』
法
に
な
っ
て
い
る
o
」
他
方
「
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
『
実
体
』
法
に
お
い
て
も
常
に
『
追
求
さ
れ
る
目
的

『
生
成
(
巧
巾
E
g
)』
の
「
発
展
(
何
ロ
件
当
日
ロ

E
E
m
)』
の
そ
し
て
ま
た
『
経
過

(
U
5与
官
話
)
』
の
プ
ロ
ツ

(巾円鬼門巾
Z
g
自
己
)
』
に
向
つ
て
の

エ
ス
が
見
い
出
さ
れ
る
」
と
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
上
の
現
象
に
対
し
て
実
体
的
法
観
察
方
法
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
は
許
さ
れ
こ
そ
す
れ
、

排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
o

否、

来

(
l
判
決
)

ま
た
そ
の
行
為
の
結
果
を
既
判
力
の
招

む
し
ろ
、
何
故
に
暇
庇
あ
る
訴
訟
行
為
を
、

と
い
う
理
由
は
訴
訟
的
法
観
察
方
法
か
ら
は
本

来
得
ら
れ
う
べ
く
も
な
い
。
確
か
に
、
訴
訟
上
の
義
務
違
反
行
為
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
司
法
は
判
決
へ
の
生
成
と
の
関
係
に
お
い
て
一
評

へ
と
生
成
さ
せ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
経
路
を
断
絶
せ
し
め
る
の
か
、

価
す
る
か
は
そ
の
違
法
性
判
断
そ
の
も
の
と
は
異
る
。
ま
た
、
そ
の
違
反
行
為
に
つ
き
刑
罰
を
あ
る
い
は
損
害
賠
償
請
求
を
発
生
さ
せ
る

の
は
、
訴
訟
を
越
え
た
違
法
判
断
の
効
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
そ
の
効
果
の
一
場
開
で
し
か
な
い
。
訴
訟
法
は
、
他
面

ま
た
、
か
か
る
違
法
行
為
の
結
果
を
判
決
へ
の
経
過
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
に
し
、
あ
る
い
は
排
斥
す
る
現
象
を
訴
訟
の
過
程
に
お
い
て
発

現
せ
し
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
、
訴
訟
上
の
違
法
行
為
の
訴
訟
的
違
法
判
断
が
原
因
力
を
及
ぼ
し
た
訴
訟
内
で
の
訴
訟
的
効
果
の

発
現
現
象
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
的
効
果
を
発
生
さ
せ
る
あ
る
い
は
不
発
生
に
終
ら
せ
る
司
法
の
判
断
は
、

お
よ
そ
訴
訟
的
法
観
察
方
法
の

み
を
も
っ
て
し
て
は
不
可
能
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

(註
1
)

の
0
5
2
7
g正
F

同VENぬ
{
M
P
F
H
N
R
E回
一
回
四
一

P

∞
-
M
N
∞
は
い
う
。
「
私
は
次
の
こ
と
を
主
張
す
る
。
(
中
略
)
。
実
際
、
法
は
国
民

(C口門
q
g
B口
)
な
ら

び
に
国
家
機
関
あ
る
い
は
む
し
ろ
国
家
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
命
令
の
総
体
(
同
ロ
広
岡
司
王

5
3
H
B胃

ztsロ
)
で
あ
る
と
す
る
理
論
は
、
実
体
法
学

の
と
る
べ
き
静
的
な
(
由

g
E
n
g
-観
察
方
法
で
あ
る
。
訴
訟
法
学
は
、
こ
れ
に
反
し
て
、
法
を
裁
判
官
の
判
決
行
為
の
た
め
の
規
準

(
Y
向
島
早
急
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(二〉

『
ロ
司
全

o
C
2
0一一
ω門
障
に
四
日
向
。
一
片
品
。
印
刷
N
E
T
q
ω
)
と
み
る
動
的
な
(
仏
吉
川
5duny)
観
察
方
法
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
な
お
、
さ
ら

に
言
葉
を
つ
づ
け
て
、
こ
の
よ
う
に
法
を
命
令
の
総
体
と
み
る
見
方
で
あ
る
実
体
的
法
観
察
方
法
と
法
を
裁
判
官
の
判
決
行
為
の
た
め
の
規
準
と
み
る

見
方
で
あ
る
訴
訟
的
法
制
倒
察
方
法
の
両
者
が
「
実
体
的
司
法
法

(Eえ
2
5
ニ
g
y
m
H
R
B円
Y円
)
の
学
に
つ
い
て
は
可
能
で
あ
る

(
E
E問
)
」
と
主
張

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て

Z
H
2
0・
ロ

c
E
5ロロロ
}
5
0ロ
巳
一
。
可
5
自民一
E
E一ロロ
m
m
p
ω
・
3
は
、
訴
訟
的
法
制
僻
察
方
法
は
訴
訟

法
に
つ
い
て
の
み
適
合
す
る
、
と
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。

(註

2
)
の
0
5
2
7
5
E
Y
白
-

P
・
O
・-∞
-
N日
は
「
法
律
状
態
(
刀
2
E乙
お
ぬ
こ
と
は
「
法
の
基
準
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
う
る
裁
判
官
の
判
決
、
つ
ま
り
有

利
な
あ
る
い
は
不
利
な
裁
判
官
の
判
決
に
対
す
る
、
し
た
が
っ
て
主
張
さ
れ
た
誇
求
の
法
的
に
理
由
あ
り
あ
る
い
は
理
由
な
し
と
の
裁
判
所
の
通
用
性

(maお
プ
ニ

w
rゅ
の
己

5
3開
)
(
H
裁
判
所
効
カ
の
q
r
z
m
r
z
p、
既
判
力
問
2
7
2
r
g
p
)
に
対
す
る
法
的
に
理
由
づ
け
ら
れ
た
見
込
み
の
観
点
の

下
に
考
察
さ
れ
た
、
あ
る
人
の
事
件
(
の
色
。
m
g
Z芹
)
の
状
態
で
あ
る
」
と
い
い
、
そ
の

m・
M
g
で
、
「
訴
訟
上
の
法
律
状
態
(
任
命
官
S
E
E
p
r
河
内
E

n
r
z
r
m
o
)」
を
「
あ
る
当
事
者
の
訴
訟
上
の
見
込
み
(
〉
ロ
g
F
n
Z
)
、
可
飽
性

(ζ
む

mtnrr2H)
、
負
担

(
F
g
gロ
)
か
ら
の
解
放
(
回
え
5
5ロ
m
g
)
の

総
体
」
と
定
義
し
て
い
る
。

(註
3
)

の
D
E
m
n
r
g三
f
p
F
O
-
-
ω
・
ω
2・

〈註

4
)
Z
-
g
p
ロロヌ河川一

P
ロ
E
Z口町一一α
句

HCNmargι-c=mgw
∞-
J

1

日・

(註

5
)
H
E
L
-
-
ω
・
芯
・

(註
6
)

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
違
法
な
方
法
で
強
制
さ
れ
た
被
告
人
の
出
頭
も
、
実
体
法
上
の
違
法
ハ
損
害
賠
償
義
務
の
成
立
、
反
抗
に
つ
い
て
の
公
務
執
行

妨
害
罪
の
不
成
立
)
に
か
か
わ
ら
ず
、
訴
訟
上
は
常
に
掛
酌
で
き
る
(
団
丹
市

Z
Z
R
r己
呂
7
)
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
人

の
抗
弁
は
向
酌
き
れ
な
い

(Z戸

2
9
F
P
C
-
w
∞・

5
3
0
あ
る
い
は
ま
た
、
不
法
な
押
収
捜
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
証
拠
も
、
そ
の
実
体
空
間
で
の

違
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
訴
訟
空
間
に
お
け
る
証
拠
評
価
に
原
則
左
し
て
影
響
し
な
い

(ZH虫
♂

p
p
o
-
-
明

-
E
2
3
、
と
す
る
。

(註
7
)

の
05ω
円

y
g
E
f
p
O・
C
・-ω
・
】
臼
・

(註
8
)
H
E
L
-
-
∞・

5
0・

(註
9
)

一
一
一
ヶ
月
・
「
民
事
訴
訟
の
機
能
的
考
察
と
現
象
的
考
察
」
民
事
訴
訟
法
研
究
一
巻
・
二
六
二
頁
は
「
訴
訟
状
態
説
を
貫
い
て
行
く
限
り
、
訴
訟
の
機

能
と
い
う
観
点
は
何
時
か
桧
象
さ
れ
、
訴
訟
の
現
象
的
・
観
照
的
考
察
に
道
を
開
い
て
い
く
と
い
う
事
実
は
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
提
唱
者
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ

ッ
ト
の
理
論
の
中
に
は
っ
き
り
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
自
身
か
か
る
発
展
す
る
訴
訟
状
態
の
目
標
を
周
知
の
如
く
既
判
力
の
取
得
に
求
め
た
。
そ
し

北法19(2・103)329
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説

て
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
既
判
力
も
、
突
は
訴
訟
状
態
の
凝
結
と
し
て
判
断
活
動
の
最
終
性
を
表
現
す
べ
き
制
度
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
決
し
て
既
判
力
を
紛
争
解
決
と
い
う
こ
と
の
機
能
的
な
関
連
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
の
観
点
は
背
景
に
退
い
て
い

る
と
い
う
事
実
で
あ
る
」
と
い
う
。

(詮

ω
)
Z
E
E
-
p
p
o
-
-
∞・回出・

(
註
日
)

F

M

H

N
〈
C
口
出
石
市
作
ア

N
号
ヨ
O
品
。

5
3
r
cロω円
E
E
2
2
H
W
-
D円

一

5
ι
2
2
L
2
g
n
}百
=
司
『
O
N何
回

H
2
7
2
5
m
m
g
R
E片

J
N
-
N
・
p-
回

L・
8
・
ω・
主
斗

llhFhF
∞・

論

3 

メ
λ

ク
マ

i
凡

と
こ
ろ
で
、
訴
訟
上
の
義
務
の
特
徴
は
い
か
な
る
点
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
訴
訟
上
の
負
担
に
つ
い

あ
る
訴
訟
行
為
の
着
手
(
ぐ

2
E
r
g巾
)
に
よ
る
あ
る
訴
訟
上
の
不
利
益

(227E})、
つ
ま
り
最
終
的
に
不
利
な
判
決

(註
1
v

、
、
、

(
丘
ロ
ロ
ロ
モ
ロ
在
官
匂
同
件
。
ニ
)
を
避
け
る
必
要

(zotm山

gm)
で
あ
る
。
」
こ
の
必
要
は
、
(
負
担
を
負
っ
て
い
る
そ
の
当
事
者
の
)
「
『
自
分
自

、

、

、

円

註

2
〉

身
の
利
益
か
ら
の
命
令

(
0
5
2
L
2
2ぬ
3
2
Hロ
5
2
2
)』
に
の
み
常
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
話
相
)
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
訴
訟

(註
3
)

、、

い
ず
れ
も
訴
訟
上
の
負
担
に
し
か
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
。
で
は
、
「
他
者
の
利
益
か
ら
の
命
令
」

て
、
「
そ
れ
は
、

上
の
義
務
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、

に
基
づ
く
あ
る
行
為
(
不
作
為
を
も
含
め
て
)
の
必
要
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
も
は
や
単
な
る
負
担
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
行
為
の
必
要
は
義
務
た
る
性
質
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
な
る
ほ
ど
、
そ
こ
に
い
う
「
利
益
」
あ
る
い
は
「
不
利
益
」

を
専
ら
判
決
に
お
け
る
勝
・
負
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
と
ら
え
る
限
り
、
論
者
の
い
う
通
り
、
訴
訟
上
の
義
務
は
存
在
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
訟
訟
に
は
、
判
決
に
お
け
る
勝
・
負
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
に
も
多
様
な
利
益
が
発
現
す
る
。

刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
ま
た
何
に
も
ま
し
て
、
勝
・
負
と
は
関
係
な
く
、
市
民
の
そ
も
そ
も
被
告
人
に
さ
れ
な
い
と
い
う
利
益
あ
る
い

は
被
告
人
に
さ
れ
る
こ
と
の
不
利
益
は
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
訴
訟
に
お
け
る
あ
る
行
為
(
と
く
に
不
作
為
)
の
必
要
が
他
者

の
利
益
、
と
く
に
被
告
人
の
利
益
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
も

せ
よ
、
訴
訟
上
の
義
務
の
メ
ル
ク
ヌ

l
ル
の
一
つ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
さ
に
こ
の
他
者
の
利
益
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
必
要
、

つ
ま
り
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あ
る
行
為
が
実
行
さ
れ
る
あ
る
い
は
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
行
為
者
本
人
以
外
の
者
が
利
益
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

何
故
に
、
あ
る
行
為
の
必
要
が
、
自
己
自
身
の
利
益
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
場
合
に
そ
れ
は
負
担
で
あ
り
、
他
者
の
利
益
か
ら
の
命
令

に
基
づ
く
場
合
に
そ
れ
は
義
務
と
な
る
の
か
。
そ
の
点
を
よ
り
つ
つ
込
ん
で
考
え
る
な
ら
ば
、
一
般
的
に
い
え
ば
法
の
、
具
体
的
に
い
え

ば
裁
判
所
の
当
事
者
の
態
度
に
対
す
る
内
面
的
評
価
が
そ
こ
に
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
o

す
な
わ
ち
、
自
己
の
利
益
か
ら

の
命
令
に
基
づ
く
場
合
、

当
事
者
が
い
か
な
る
態
度
を
と
ろ
う
と
も
法
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
(
包
gnym---色
色
で
あ
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、
法
は
そ
れ
を
当
事
者
の
随
意
に
委
ね
て
い
る
(
司
港
豆
島
己
ロ
ぬ
吉
田
国
己
芯

rg
仏
将
司
出
2
2
)
と
い
え
る
。
法
は
、

れ
に
対
し
て
不
同
意
あ
る
い
は
非
難
を
何
ら
示
す
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
他
者
の
利
益
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
必
要
の
場
合
に
は
、
当

事
者
が
い
か
な
る
態
度
を
と
る
か
は
、
法
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
。
ま
さ
に
、
当
事
者
が
そ
の
態
度
に
出
る
こ
と
は

非
難
(
冨
5
Z
E
m
E長
)
に
値
す
る
が
故
に
、
そ
の
態
度
を
と
る
こ
と
を
許
さ
ず
、

〔注
4
)

ぅ
。
か
く
し
て
、
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ
の
要
素
は
、

別
の
態
度
に
出
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
い
え
よ

ま
た
、

法
の
当
事
者
の
態
度
に
対
す
る
不
同
意
あ
る
い
は

「
非
難
」

あ
る
。

〈二)

(註
1
〉
の
c
E
ω
n
r
g
F
L
f
回

-
F

。Jm・
ωω
日・

(註

2
〉

H
E
P
・
m・
8
E・

(註

3
)
H
Z
p
w
ω
・

戸

co--2・
Eω
・

(註
4
〉
な
お
、
「
負
担
」
と
「
義
務
」
の
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
、
当
事
者
の
態
度
(
〈
q
r
己
完
ロ
)
に
対
す
る
法
の
内
面
的
評
価
、
あ
る
い
は
法
の
内
面
的

態
度
決
定

(
L
Z
E
ロq
o
m
z
-
r
z
m
gロr
g巾

L
2
C
2
2
N
2
)
に
求
め
て
論
じ
て
い
る
「
3
7
E
N
日
d
E包
括
「
2
L
C口
問

〈

2
d
r
g
円。ロロロ
L
司

2F円
r芯
=

L
2
F
E巳
E
N
M
E
一喝さ
N

急
3

・
N
-
N
・
F
-
出
色
・
ミ
・

ω・
む
と
{
参
照
。
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説

判
決
に
お
け
る
勝
・
負
と
い
う
経
験
的
に
観
察
し
う
る
利
益
以
外
の
刑
事
訴
訟
に
現
わ
れ
る
諸
利
益
を
観
念
し
、
法
の
内
面
的
評
価

を
問
題
に
す
る
以
上
、
も
は
や
訴
訟
的
法
観
察
方
法
は
発
言
力
を
も
ち
え
な
い
。
ま
さ
に
、
具
体
的
な
場
合
に
お
い
て
、
負
担
と
義
務
の

4 

t命

い
ず
れ
で
あ
る
か
は
、
訴
訟
の
目
的
を
あ
る
い
は
機
能
を
い
か
に
観
念
す
る
か
に
よ
っ
て
決
定
的
に
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
結

局
の
と
こ
ろ
、
訴
訟
が
い
か
な
る
利
益
の
た
め
に
い
か
に
機
能
す
ベ
く
存
在
し
て
い
る
か
の
問
題
確
定
に
よ
っ
て
律
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
問
題
の
確
定
は
、
よ
り
っ
き
つ
め
て
い
え
ば
、
法
律
規
定
以
外
の
社
会
的
・
文
化
的
規
範
、
あ
る
い
は
「
現
代
社
会
に
お
け
る

(註
1
)

法
律
意
識
一
般
に
於
け
る
直
観
的
、
具
体
的
価
値
判
断
」
、
つ
ま
り
合
法
・
違
法
の
判
断
に
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(註
1
)

小
野
・
「
訴
訟
行
為
の
適
法
及
び
不
適
法
」
法
学
志
林
(
大
正
一
凶
)
二
七
巻
四
号
四
五
頁
。

訴
訟
行
為
に
対
す
る
訴
-
諮
法
的
評
価
に
ま
で
訴
訟
的
法
観
察
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
の
で

(註
1
}

き
な
い
こ
と
を
理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
、
訴
訟
行
為
と
く
に
公
訴
提
起
行
為
に
対
す
る
訴
訟
法
的
判
断

5 

以
上
に
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、

あ
る
い
は
-
評
価
の
範
暗
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
o

さ
て
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
適
法
、
不
適
法

(
N
Z
E
g
-
m
l
c
E己
位
協
百
)
の
観
念
と
合
法
・
違
法
(
円
R
Y
Z
B位
包
m
l
H
R
Y
Z
3仏
門
広
)
の
観

(註
2
〉

念
の
関
係
に
つ
い
て
ベ
l
リ

γ
グ
が
重
要
な
論
文
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

合
法
・
違

ベ

l
リ

γ
グ
に
よ
れ
ば
、

〈諒
3
)

「
法
秩
序
の
意
味
に
お
け
る
(
即
日

ω百
号
仏

q
m
2
Z
S
E
E口
問
)
行
為
の
価
値
判
断
の
表
現
で
あ
る
」
が
、
「
法
と
一
致
す
る

(
g
g胃
R
Zロ
)
行
為
は
合
法
で
あ
り
、
法
に
違
背
す
る
(
三
号
同
印
有

R
r
g
)
行
為
は
違
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
実
定
法
全
体

法
と
は

の
立
法
者

(
C
F
$
2
号
曲
目
)
邑
岳
、

g
m
R
Z
2ロ
在
ロ
2

0巾
8
5
H
Z主
で
あ
る
意
思
の
代
表
者
(
巧

5
3
2品
官
同
)
の
見
地
に
立
ち

入
っ
て
そ
れ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
見
地
か
ら
し
て
好
ま
し
い

2
5
F
2。
旦
)
行
為
が
法
に
一
致
す
る
の
で
あ

(註
4
v

り
、
そ
の
見
地
か
ら
し
て
好
ま
し
く
な
い
(
己
己

E
F
2
0
5
)
行
為
が
法
に
違
背
す
る
の
で
あ
る
o
」
そ
れ
は
、

結
局
、

利
益
較
量
の
問
題

北法19(2・106)332



「
わ
れ
わ
れ
が
刑
事
訴
訟
と
名
づ
け
て
い
る
人
間
生
活
の
場
は
無
数
の
利
益
と
関
係
し
て
い
る
が
、

〔註
5
)

体
は
こ
れ
ら
の
利
益
の
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
だ
け
を
そ
の
標
準
と
し
て
い
る
に
し
か
す
ぎ
な
い
o
」
し
た
が
っ
て
、
「
い
か
な
る
刑
事
訴
訟

行
為
が
合
法
(
河

R
Z凹
)
で
あ
り
、
ま
た
違
法

(
C
2
0
n
y主
で
あ
る
か
の
問
題
に
対
し
て
、
刑
事
訴
訟
法
は
す
く
な
く
と
も
最
終
的
に
決

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
刑
事
訴
訟
法
が
あ
る
訴
訟
行
為
を
適
法
あ
る
い
は
不
適
法
と
判
断
し
て
い
る
場
合
に
、

で
あ
る
。
そ
し
て
、

刑
事
訴
訟
法
自

(口一円

Z
N
C
m
a
S
3
3
)
が
別
の
行
為
は
許
す
こ
と
の
利
益
の
較
量
の
表
現
な
の
で
あ
る
。
し

出
発
点
に
お
い
て
適
法
即
合
法

(NCHE凶広
1
3円
r
z
s
r回
一
色
、
不
適
法
即
違
法

(EN己
E
E
m
u
H
H
R
Y
Z
3
L門
広
)
と
す
る

(設
6
)

こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
ご
す
な
わ
ち
、
「
行
為
の
刑
事
訴
訟
法
的
評
価

(EO
奇
民
有

ONE必
2
2
L
r
z
巧
巾
江
戸
ロ
ぬ
)
と
法
的
評
価
一
般

そ
れ
は
、
通
常
、

そ
の
行
為
を
許
さ
な
い

た
が
っ
て
、

(去

O
H
R
E
-
-円
宮
司

2
5
m
s
q
E己
七
円
)
と
の
概
念
的
一
致
(
母
国

Z
1
s
r
Z
N
c
g
B
ヨ
gE-g)
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(註
T
〉

い
よ
し
か
し
、
訴
訟
法
の
水
平
線
(
出

2
x
o
E
)
を
越
え
る
と
こ
ろ
で
は
こ
の
一
致
は
こ
わ
れ
る
場
合
が
出
て
く
る
と
し
て
、
ベ

l
リ
ヅ

(註
8
)

グ
は
、
訴
訟
法
上
適
法
で
は
あ
る
が
違
法
と
な
る
場
合
の
あ
る
こ
と
、
ま
た
反
対
に
訴
訟
法
上
不
適
法
な
行
為
で
あ
っ
て
も
直
ち
に
そ
れ

(注
9
)

を
違
法
な
行
為
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
o

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
論
ず
る
こ
と
に
は
次
の
意
味

ハ
註
刊
V

に
お
い
て
実
益
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
実
益
と
は
、
ま
ず
官
吏
の
行
為
が
刑
事
訴
訟
法
上
適
法
で
も
違
法
で
あ
る

場
合
に
は
そ
の
者
に
対
し
て
懲
戒
、
賠
償
、
刑
罰
等
の
責
任
を
生
ず
る
こ
と
。
次
に
そ
の
行
為
に
対
し
て
被
告
人
が
相
当
の
反
抗
を
し
て

(二〉

も
そ
れ
が
公
務
執
行
妨
害
と
は
な
ら
ず
正
当
妨
衛
と
な
る
主
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

刑
事
訴
訟
に
お
け
る
合
法
・

ベ
1
リ
ソ
グ
は
、

違
法
の
観
念
の
適
用
の
場
を
結
局
の
と
こ
ろ
民
法
上
お
よ
び
刑
法
上
の
問
題
と
し
て
展
開
し
た
。

L
か
し
、

そ
の
訴
訟
法
上
に
お
け
る
影

北法19(2・107)333 
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響
に
つ
い
て
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
記
論
文
の
二
ケ
所
の
註
書
き
に
お
い
て
右
の
問
題
に
つ
い
て
ふ

(
註
日
)

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ベ
l
リ
ソ
グ
は
い
う
。
「
問
題
は
、

影
響
を
及
ぼ
す
か
、
す
な
わ
ち
、

い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
違
法
性
が
訴
訟
そ
れ
自
体
百
円
白
色

R
F
E
に

い
か
な
る
範
囲
に
ま
で
訴
訟
の
発
展

(P宮
町
民
ミ
芳
三
三
円

E
E∞
)
が
訴
訟
的
に
適
法
で
は
あ
る
が
違



説

法
な
行
為
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
《
〉
2
5
8
F
B
E申

Z
E
E
-
己
認
E
E
C
C
が
い
か
な

る
訴
訟
上
の
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
の
か
。
そ
の
答
は
帰
一
す
る
も
の
(
巾

E
r
a
E
n
y
)
で
は
あ
り
え
な
い
。

一
般
的
に
い
っ
て
、

訴
訟
外

論

的

(
E
a
a胃
CNgg-)
な
理
由
に
よ
る
違
法
な
行
為
は
た
と
え
違
法
で
は
あ
っ
て
も
訴
訟
法
上
の
効
果
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

(
託
投
石
敗
例
臨
時
摂
取
訟
法
問
時
鳩
山
玲
鈴
詰
品
位
、
ト
訪
広
明
)
。
し
か
し
、
適
法
な
行
為
の
結
果
が
違
法
性
を
引
き
起

す
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
は
中
止
(
戸
E
2
Z巴門

-g)
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
(
枇
叫
転
倒
仁
問
時
一
日
一
時
命
)
。
注
意
す
べ
き
こ

と
は
、
行
為
の
悪
し
き
こ
と
(
〈

E
g
s
s
に
伴
う
べ
き
効
果
、
た
と
え
ば
、
撤
回
可
能
性
(
当

E
R
E
n
E
E
M
r
p
)、
取
消
し
可
能
性

(
〉
正
月
吉
宮
島
2
3、
絶
対
無
効
官
官
。
-
c
g
Z
5
z
t
m
w
o
I
)、
証
拠
禁
止

(Cロ
ゲ

B
E
N
E
F
2同
ゲ

2
号
片
岡

21丘
団
印
丘

E
r
g巾
)
が
、
ま
た
、

違
法
性
に
よ
っ
て
ま
さ
に
発
生
せ
し
め
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
け
れ
仲
間
町
民
竹
内

μ隔
た
(
耐
誠
一
府
信
ー
訪
日
時
し
日
説
付
払
吋
。
UJ
間

出…如何
M
古
川
淵
hu
利
)
守
山
o

他
方
、
不
適
法
で
は
あ
る
が
訴
訟
外
的
理
白
か
ら
合
法
と
さ
れ
る
べ
き
行
為
の
訴
訟
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

〈
註

mv

は
、
そ
の
不
適
法
の
効
果
は
変
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
ベ
l
リ

γ
グ
は
、
不
適
法
な
訴
訟
行
為
は
そ
の
不
適
法
の
効

果
を
免
れ
え
な
い
が
、
適
法
な
訴
訟
行
為
に
あ
っ
て
は
そ
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
訴
訟
上
の
効
果
を
阻
却
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
こ
と
を
、
意
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。

わ
が
小
野
博
士
は
、

「
適
法
・
不
適
法
の
概
念
は
法
律
的
構
成
と
し
て
権
利
・
義
務
の
如
く
直
接
あ
る
行
為
を
是
認

こ
れ
に
対
し
て
、

し
又
は
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
或
る
権
利
義
務
の
効
果
を
生
ず
べ
き
法
律
事
実
と
し
て
の
評
価
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
、
と

考
へ
る
。
も
少
し
具
体
的
に
い
へ
ば
、
訴
訟
行
為
が
其
の
訴
訟
行
為
を
前
提
と
し
て
訴
訟
を
進
行
せ
し
め
得
る
や
否
や
の
法
律
効
果
に

〈註
H
V

関
す
る
法
律
的
事
実
要
件
百
円

-
E
R
7
2
叶
え

r
g窓
口
与
を
充
足
す
る
や
否
や
の
判
断
で
あ
る
」
と
し
て
、

ベ
1
リ
ン
グ
の
適
法
即
合
法
、

不
適
法
即
違
法
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。

『
許
す
』
『
許
さ
ぬ
』
と
い
ふ
こ
と
と
、

「
純
粋
に
訴
訟
法
の
水
平
線
内
に
於
て
も
あ
る
行
為
を

其
の
行
為
の
適
法
・
不
適
法
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
と
思
ふ
。

い
わ
く
、

ベ
1
リ
ン
グ
は
上
述
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の
如
く
訴
訟
法
に
於
け
る
訓
示
規
定
が
当
該
官
吏
を
拘
束
す
る
こ
と
厳
格
規
定
と
異
ら
ざ
る
に
拘
ら
ず
、

之
に
反
す
る
行
為
の
結
果
は
尚

合
法
と
し
て
受
取
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
例
と
し
て
挙
げ
て
ゐ
る
が

此
は
直
接
合
法
・
違
法
の
問
題
で
は

私
を
し
て
い
は
し
む
れ
ば
、

同

lk

、。

ふ

L

L

之
に
反
す
る
行
為
の
結
果
を
合
法
な
る
も
の
と
し
て
受
取
る

訓
示
規
定
な
る
も
の
が
す
で
に
訴
訟
法
的
範
鴎
に
属
す
る
の
で
、

即
ち
訓
示
規
定
の
違
反
に
拘
ら
ず
之
を
適
法
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
訴
訟
法
上

『
許
さ
ざ
る
』
と
こ
ろ
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
其
の
行
為
は
適
法
な
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
或
る
訴
訟
行
為
が
不
適
法
な
る
に
拘
ら
ず

何
等
訴
訟
法
上
の
義
務
に
反
せ
ざ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
方
式
に
違
反
す
る
訴
の
提
起
が
あ
っ
た
場
合
に
於
て
、

(ベ

l
リ
ン
グ
の
用
語
に
於
て
)

と
は
、(

『
許
さ
れ
る
』
〉

そ
れ
は
不
適
法
と
し
て
棄
却
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
其
の
行
為
を
以
て
訴
訟
法
上
の
義
務
に
反
す
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
は
出
来

ぬ。

す
で
に
訴
訟
法
の
構
成
の
内
部
に
於
て
或
る
行
為
の
適
法
・
不
適
法
と
い
ふ
こ
と
は
、
未
だ
其
の
行
為
の
義
務
に

反
す
る
や
否
や
を
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
と
せ
、
は
、
法
律
意
識
一
般
に
於
け
る
直
観
的
具
体
的
価
値
判
断
た
る
合
法
・
違
法
と
異
る
も

【
註
日
)

の
あ
る
こ
と
は
固
よ
り
当
然
の
こ
と
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。

斯
く
の
如
く
、

(
注
目
〉

そ
の
「
前
法
律
概
念
的

4
0
3
z
ユ
∞
片
山
田
与
な
具
体
的
実
質
的
な
」
「
法
律
意
識
一
般
に
於
け
る
直
観
的

価
値
判
断
」
で
あ
る
合
法
・
違
法
と
「
吉
江
田
片
岡
田
与
な
抽
象
的
形
式
的
な
に
「
概
念
的
法
律
構
成
」
で
あ
る
適
法
・
不
適
法
と
の
関
係
を
ど

で
は
、
小
野
博
士
に
あ
っ
て
は
、

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

博
士
は
い
う
o

「
元
来
す
べ
て
の
法
律
的
概
念
は
結
局
唯
一
な
る
法
律
意
識
一
般
の
価
値

く二〕

い
は
ば
そ
の
上
に
築
か
れ
た
建
築
物
で
あ
る
。
ま
た
あ
ら
ゆ
る
法
律
的
構
成
は
法
律
意
識
一
般
に

判
断
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

公 flJの訴益

(
此
の
意
味
に
於
て
の
み
、

法
律
の
概
念
的
評
価
も
亦
規
範
的

北法19(2・109)335

於
け
る
価
値
判
断
の
表
現
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

ロ
0
5
5岳
、
な
も
の
で
あ
る
)
。
故
に
合
法
・
違
法
は
法
律
の
世
界
に
於
け
る
極
限
的
観
念
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
概
念
的
構
成
は
之
に
よ

(
注
目
)

っ
て
制
約
さ
れ
、
之
に
よ
っ
て
変
更
を
受
け
る
こ
と
を
免
れ
な
い
」
と
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
民
法
で
法
律
行
為
が
公
序
良
俗
に
よ
り
制

限
を
受
け
ま
た
刑
法
の
犯
罪
理
論
が
構
成
要
件
該
当
性
と
違
法
性
を
区
別
し
て
「
後
者
を
以
て
犯
罪
成
立
の
限
界
た
ら
し
む
る
如
き
」
は



説

い
ず
れ
も
直
観
的
価
値
判
断
に
よ
っ
て
法
律
構
成
の
理
論
的
適
用
が
制
限
さ
れ
る
実
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
士
一
清
右
の
よ
う
に
考
え
る

論

「
果
し
て
然
ら
ば
、
此
の
意
味
に
於
て
訴
訟
法
に
於
け
る
適
法
・
不
適
法
の
適
用
も
亦
合
法
・
違
法
の
観
念
に
依
て
制

(
註
剖
〉

限
さ
れ
る
場
合
が
な
い
で
あ
ら
う
か
」
と
問
題
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

結
果
、

博
士
は

そ
し
て
、
小
野
博
士
は
次
の
よ
う
に
結
論
し
た
。

い
わ
く
、

「
訴
訟
行
為
の
適
法
・
不
適
法
は
刑
法
に
於
け
る
事
実
要
件
性
と
違
法
性

と
の
関
係
に
似
た
も
の
が
あ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o
」
「
不
適
法
な
る
訴
訟
行
為
、
即
ち
訴
訟
行
為
の
事
実
要
件
を
充
足
せ
ざ
る
行
為
は

其
の
訴
訟
行
為
と
し
て
の
完
全
な
る
効
果
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
之
に
反
し
て
適
法
な
る
訴
訟
行
為
は
必
ず
其
の
効
力
を
生
ず
る
か
と

い
ふ
に
、
然
り
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
。
訴
訟
行
為
と
し
て
適
法
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
其
の
行
為
に
し
て
違
法
で
あ
る
と
せ
ば
、
少
く
も

ハ
註
幻
)

其
の
或
る
場
合
に
適
法
な
る
訴
訟
行
為
の
効
果
は
阻
却
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
行
為
の
違
法
な
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

訴
訟
行
為
が
無
効
と
な
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

団
藤
教
授
は
、
「
し
か
し
こ
の
ば
あ
い
に
も
、
訴
訟
法
的
に
は
無
効
原
因
と
し
て
の
み
意
味
が
あ
る
の
で
、
違
法

(註

n)

と
い
う
価
値
判
断
そ
れ
じ
た
い
が
訴
訟
法
的
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
」
と
い
っ
て
、
訴
訟
法
的
に
意
味
が
あ
る
の
は
成
立
・
不
成
立
、

」
の
古
川
に
つ
い
て
、

有
効
・
無
効
、
適
法
・
不
適
法
そ
し
て
理
由
の
有
・
無
の
判
断
の
四
対
の
範
障
で
あ
る
と
し
、
訴
訟
上
の
こ
れ
ら
の
法
的
判
断
に
つ
い
て

(
注
幻
)

の
き
わ
め
て
貴
重
な
研
究
を
残
し
た
。
そ
の
範
陪
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
教
授
に
よ
れ

ば
、
成
立
・
不
成
立
と
は
、
訴
訟
行
為
が
「
法
の
認
め
る
訴
訟
行
為
の
定
型

l
か
な
ら
ず
し
も
法
の
明
文
が
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い

l
に

(
註
叫
〉

合
致
す
る
か
ど
う
か
」
の
判
断
で
あ
る
o

有
効
・
無
効
と
は
「
訴
訟
行
為
の
成
立
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
に
そ
の
訴
訟
行
為
の
本
来
的
効

〈
註
お
)

力
を
認
め
る
か
ど
う
か
」
の
判
断
で
あ
る
。
ま
た
適
法
・
不
適
法
と
は
「
行
為
の
前
に
お
い
て
、
こ
の
行
為
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
べ

き
か
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
」
「
そ
れ
は
法
の
規
定
に
対
す
る
違
反
の
有
無
で
あ
り
」
「
ひ
と
り
厳
格
規
定

(
効
力
規
定
)

に
対
す
る
違

反
の
有
無
ば
か
り
で
な
く
、
訓
示
的
規
定
に
対
す
る
違
反
の
有
無
を
も
含
む
」

も
の
で
あ
る
o

「
訴
訟
行
為
を
行
う
べ
き
主
体
は
そ
の
規

北法19(2・110)336 



範
に
従
っ
て
行
為
す
べ
き
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
訴
訟
行
為
を
行
っ
た
後
に
お
い
て
、
は
た
し
て
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な

効
力
を
認
め
る
べ
き
か
は
、
ま
た
別
個
の
観
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
お
出
」
と
す
る
o

そ
し
て
教
授
は
、
「
刑
法
に
お
け
る
構
成
要
件
理
論
と
の
対
比
に
お
い
て
、
有
効
条
件
を
も
っ
て
違
法
性
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
。

成
立
が
あ
る
と
き
は
一
応
そ
の
有
効
な
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

(
註
幻
〉

し
て
取
り
扱
う
べ
き
」
も
の
と
解
し
た
。

と
く
に
無
効
の
原
因
(
効
力
阻
却
の
原
因
)
が
な
い
か
ぎ
り
こ
れ
を
有
効
と

す
な
わ
ち
、
「
訴
訟
行
為
の
成
立
と
は
そ
の
構
成
要
件
の
充
足
を
意
味
す
る
。

構
成
要
件
は
効

力
を
発
生
す
る
に
適
当
な
行
為
の
類
型
化
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
成
立
が
あ
る
と
き
は
訴
訟
行
為
と
し
て
有
効
な
る
こ
と
を

訴
訟
行
為
の
成
立
が
あ
る
限
り
た
と
ひ
無
効
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
を
得
ず
、

推
定
せ
し
め
る
。

特
に
そ
れ
が
申
立
な
る

と
き
は
こ
れ
に
対
し
て
形
式
的
裁
判
を
与
へ
る
こ
と
を
要
す
る
と
せ
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
理
論
的
根
拠
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
五
〉
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

小
野
博
士
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
右
の
よ
う
に
刑
法
の
犯
罪
理
論
と
の
対
比
に
お
い
て
考
え
る
発
想
は
す
ば
ら
し
い
。
し
か
し
、

問
題
は
い
か
な
る
場
合
に
訴
訟
行
為
の
効
力
が
阻
却
さ
れ
る
か
に
あ
る
o

こ
の
点
に
つ
い
て
、
小
野
博
士
の
関
心
は
訴
訟
行
為
の
違
法
で

あ
る
こ
と
が
そ
の
阻
却
事
由
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
団

藤
教
援
に
あ
っ
て
は
と
こ
ろ
で
こ
の
点
は
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
問
題
の
基
底
に
横
わ
る
利
益
的
基
礎
に
着
限
し
、
更

(二)

に
こ
れ
を
刑
事
訴
訟
法
の
理
念
に
ま
で
遡
っ
て
目
的
論
的
に
考
察
し
、
刑
事
訴
訟
行
為
の
無
効
を
刑
事
訴
訟
の
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
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こ
の
観
点
か
ら
、
「
正
文
な
け
れ
ば
無
効
な
し
」
と
い
う
主
義
に
対
し
て

〈
註
却
)

い
う
原
則
を
提
言
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
「
法
の
創
造
者
と
し
て
単
に
発
生
的
契
機
た
る
意
味
を
も
つ
に
止
ま
ら
ず
、
実

(
註
加
)

に
規
範
的
意
味
を
有
す
る
」
刑
事
訴
訟
の
あ
る
い
は
刑
事
司
法
の
目
的
の
把
握
に
お
い
て
、
団
藤
教
援
の
見
解
に
問
題
の
存
す
る
こ
と
は

認
む
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、

「
利
益
な
け
れ
ば
無
効
な
し
」
と

す
で
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
授
の
提
言
し
た
「
利
益
な
け
れ
ば
無
効
な
し
」
と
い
う
原
理
の
も
つ
意
味
は
多
大
で
あ



説

る
o

な
ぜ
な
ら
、

そ
の
原
理
に
よ
っ
て
、

正
文
が
な
く
と
も
、
国
家
(
日
検
察
官
)
の
訴
訟
制
度
の
利
用
を
限
界
づ
け
制
限
し
う
べ
き
優

越
す
る
利
益
が
存
在
す
る
な
ら
ば
該
公
訴
は
無
効
な
訴
訟
行
為
と
し
て
そ
の
効
力
は
阻
却
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、

し
か
し
優
越
す

論

る
利
益
の
存
し
な
い
限
り
有
効
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
は
じ
め
て
原
理
的
に
説
明
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

無
効
(
ロ
ロ
君
子
明
日
目
)

の
判
断
は
ま
さ
に
明
文
規
定
の
な
い
と
こ
ろ
で
問
題
と
さ
れ
、

で
あ
る
こ
と
は
、

前
法
律
的

(421]55-Rr)
な
概
念
で
あ
り
、
目
的
を
重
視
す
る
も
の

(
註
引
〕

ザ
ウ
ア
ー
が
指
摘
し
て
い
た
点
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
o

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ

と
こ
ろ
で
、

は
以
上
の
論
述
か
ら
次
の
こ
と
を
確
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
的
構
成
要
件
と
し
て
の
成
立
要
件
の
具
備
に
よ
っ
て
そ
の

行
為
の
有
効
の
推
定
が
な
さ
れ
、

わ
れ
る
。

「
利
益
な
け
れ
ば
無
効
な
し
」
の
原
理
に
よ
っ
て
無
効
と
さ
れ
る
原
因
の
な
い
限
り
有
効
と
し
て
取
扱

無
効
と
さ
れ
る
原
因
U

行
為
が
違
法
と
さ
れ
る
場
令
が
含
ま
れ
る
日
が
存
す
る
な
ら
ば
そ
の
構
成
要
件
的
効
力
は
阻

し
か
し
、

却
さ
れ
必
要
と
す
る
場
合
に
は
そ
の
行
為
は
「
無
効
」
で
あ
る
と
の
宣
言
、
が
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
O 

そ
し
て
、
こ
れ
を
公
訴
提
起
行
為
に
つ
い
て
い
え
ば
、
公
訴
と
し
て
の
い
わ
ば
定
型
に
合
致
し
た
公
訴
に
対
し
て
「
訴
訟
条
件
」
の
不

存
在
つ
ま
り
訴
訟
障
害
の
存
在
こ
そ
右
の
意
味
に
お
い
て
公
訴
の
効
力
を
阻
却
す
る
事
由
で
あ
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
次
に
節
を
あ
ら
た

め
て
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

(註
1
)

公
訴
提
起
行
為
は
訴
訟
を
構
成
す
る
手
続
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
は
、
手
続
と
し
て
、
訴
訟
を
構
成
す
る
訴
訟
行
為
で
あ
る
こ
と
も
疑
い

な
い
。
(
何
を
も
っ
て
訴
訟
行
為
と
す
る
か
は
、
と
こ
ろ
で
、
学
説
の
混
沌
と
し
て
定
説
を
み
な
い
が
、
回
m
E
E問
ω
-
z
f
t〈
g
g
E
M
L
∞ゆ加ユロ

ιz

p
o
N
Oロ
ymwE-ロロ四

m
E
R
H
M
m
E
o
-
-
B
N
2
f
g
N何回、

ω・J

誌
は
訴
の
提
起
は
経
験
的
に
確
定
さ
れ
て
い
る
そ
の
理
由
づ
け
を
必
要
と
し
な
い
訴
訟
行

為
で
あ
る
、
と
い
う
。
)
ま
た
「
全
体
と
し
て
の
訴
訟
手
続
に
対
す
る
訴
訟
的
判
断
は
、
こ
れ
を
公
訴
提
起
と
い
う
訴
訟
行
為
に
対
す
る
そ
れ
に
転
換

し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
団
藤
・
「
訴
訟
の
発
展
と
判
断
の
標
準
」
訴
訟
状
態
と
訴
訟
行
為
一
八
頁
)
で
あ
ろ
う
。

(註

2
)
∞
己
百
四
喝
の
S
R
Z
E
g
N
2
2
n
yロ
H
N
2
y
g
戸
口

L
C
R
o
n
r
z
z
牛
耳
〉

5
ロ
r
E凶四

L
2
2
5
P
2
7
2文一内向。

(35)
。
こ
の
論
文
は
、
な
お
小
野
・

「
訴
訟
行
為
の
適
法
及
び
不
適
法
」
法
学
志
林
(
大
正
一
四
〉
二
七
巻
四
号
二
九
頁
以
下
に
て
紹
介
さ
れ
論
及
さ
れ
た
。
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(二〕

(
註

3
x
a
4
)

回巾一回口問
w
F
P
C
-
-
∞・

5
・

(詮
5
〉
〈
註

6
)
H
r
F
P
・
m・
5
・

(詮

7
)
H
E
L
-
-
m
-
N
N・

ハ
註

8
)

彼
は
次
の
場
合
を
あ
げ
る
。
た
と
え
ば
①
公
判
開
廷
が
危
険
な
伝
染
病
の
伝
播
を
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
(
口
出

?
ω
・

5)
②
検
事
が
被
告
人
の

無
罪
を
知
っ
て
い
な
が
ら
起
訴
し
た
場
合
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
彼
の
い
う
と
こ
ろ
は
こ
う
だ
。
「
こ
の
刑
事
訴
追
は
適
法
で
あ
り
ま
た
適
法
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
(
中
略
)
。
し
か
し
違
法
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
刑
事
訴
訟
法
の
水
平
線
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
存
す
る
第
三
者
の
利
益
(
ロ
ユ

2
5
5つ

宮
古
)
が
決
定
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
官
吏
の
職
務
執
行
の
純
潔
性
と
い
う
公
の
利
益
貧
富
三
F
E
t口
7
0
H
E
2
2招

2
ι
q
宍

EZE

z
z
ι
2
〉
ヨ
Z
E
7
2口問

L
Z『口
Y
L
E
回
E
ヨ
Z
コ
)
で
あ
る
」

(ω
・
3)
と
。
③
押
収
、
捜
索
の
行
為
が
他
の
法
律
上
承
認
さ
れ
た
公
の
利
益
を
甚

し
く
害
す
る
場
合
。
た
と
え
ば
、
列
車
の
運
行
を
停
止
し
て
捜
索
す
る
と
か
、
電
話
交
換
局
の
交
換
台
を
押
収
す
る
と
か
い
っ
た
場
合
。

(
註
9
)

①
急
迫
不
正
の
侵
害
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
検
事
が
押
収
に
係
る
書
類
を
閲
覧
す
る
場
合
。
⑧
法
律
上
上
官
の
命
令
に
服
従
す
べ
き
地
位
に
あ
る
者
が

そ
の
命
令
に
よ
っ
て
行
為
し
た
場
合
、
を
あ
げ
る

(
ω
-
B
I
N
8
0

(
註
叩
)
図
。
一
一
口
問
-
m
-
P・
O
・-ω
・斗

l
申・

〔
註
日
〉

E
F
-
-
ω
-
M同
〉
ロ
E
・
ωロロ
ι
ω
-
M叩
〉
ロ
ヨ
-M-

(
註
ロ

)
F
E
-
-
∞
-NH
〉ロロ】・

ω・
な
お
、
ベ

l
リ
ン
ク
は
一
九

O
三
の
そ
の
論
文
巴
何
回
0
2
0
2話
号
。
円
三
由
。
Z
E
g
ι
常
者
会
長
巳
仲
間
日
『
c
g
n
E口出

EM

見
門
戸
『
唱
吋

CNmpω
戸

〉

σ
7・
出
え
て
怠
で
、
刑
事
訴
訟
法
秩
序
自
体
が
時
に
は
真
実
発
見
を
断
念
し
て
、
別
の
優
越
す
る
利
益
(
国
家
の
利
益
、
王
族
の

利
益
、
訴
訟
関
係
人
の
人
格
的
利
益
、
親
族
関
係
、
業
務
上
の
秘
密
、
私
有
財
産
)
の
保
護
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
証
拠
の
利
用
を
禁
止
す
る
、
と

し
て
「
証
拠
禁
止
百
四
2
2
2
R
σ
C円
)
」
な
る
観
念
を
確
立
し
て
い
る
。
そ
の
見
解
を
紹
介
す
る
花
井
・
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
の
禁
止
」
法
学
新

報
四
六
巻
八
号
、
ま
た
松
尾
・
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
禁
止
付
」
警
察
研
究
三
四
巻
五
号
一
一
一
頁
以
下
参
照
。

(
註
刊
日
)
た
と
え
ば
、
上
告
理
由
と
な
る
法
律
違
反

(
0
2
2
N
2
2
ュ2
2口
問
)
の
あ
る
場
合
、
た
と
え
そ
の
法
律
違
反
が
合
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
上
告
理

自
と
な
る
こ
と
は
か
わ
り
は
な
い
、
と
い
う
(
∞
-
M
叩
〉
ロ
ヨ
・

8
。

(
註

μ
)
小
野
・
「
訴
訟
行
為
の
適
法
及
び
不
適
法
」
法
学
志
林
(
大
正
一
回
)
二
七
巻
囚
号
四
六
頁
。

(
註
お
〉
小
野
・
前
掲
・
四
七
頁
、
四
八
頁
。

(
註
日
)
〈
註
げ
)
小
野
・
前
掲
・
三
五
頁
。
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説

(
註
刊
日
)

(
註
川
口
)
(
註
初
)

論

小
野
・
前
掲
・
四
八
頁
。
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小
野
・
前
掲
・
四
九
頁
。

(
註
幻
〉
小
野
・
前
掲
・
五
一
一
良
。
し
か
し
、
同
時
に
「
訴
訟
法
に
於
て
は
行
為
の
違
法
な
る
に
因
っ
て
常
に
適
法
な
る
訴
訟
行
為
の
効
力
が
阻
却
さ
れ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
倹
事
が
被
告
人
の
無
罪
を
知
り
つ
つ
起
訴
し
た
場
合
に
、
他
の
訴
訟
条
件
が
具
備
し
て
い
る
限
り
そ
の
「
訴
の
提
起
が

違
法
な
る
が
故
を
以
て
訴
の
適
法
の
効
果
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
な
き
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
(
同
・
五
一
頁
)
と
し
た
。

(
註
辺
)
団
藤
・
「
訴
訟
の
発
展
と
判
断
の
標
準
」
訴
訟
状
態
と
訴
訟
行
為
・
二
一
頁
(
註
六
)
。
し
か
し
、
訴
訟
法
的
に
無
効
原
因
と
し
て
意
味
が
あ
る
以
上
、

そ
れ
が
ま
さ
に
当
該
訴
訟
手
続
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
そ
の
実
現
を
み
る
場
合
に
、
そ
の
違
法
と
す
る
価
値
判
断
そ
れ
自
体
も
訴
訟
的
に
意
味
を
も
っ

て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
い
え
な
い
と
す
れ
ば
、
で
は
、
訴
訟
的
に
無
効
原
因
と
し
て
の
意
味
す
ら
も
た
な
い
不
適
法
と
い
う
判
断
(
教

授
の
場
合
か
か
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
註
(
註
お
)
参
照
)
は
そ
れ
自
体
訴
訟
的
に
ど
れ
だ
け
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ

守

h
ノ
ム

μ

。

(
註
お
)

団
藤
・
と
く
に
「
訴
訟
状
態
と
訴
訟
行
為
」
(
昭
和
二
四
年
)
。

(註
M
)

(
註
お
)

(
註
お
)

団
藤
・
前
掲
・
二
一
一
員
。

団
藤
・
前
掲
・
二
六
頁
。

団
牒
・
前
掲
・
二
八
真
、
二
九
頁
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
適
法
・
不
適
法
の
判
断
は
訴
訟
行
為
の
な
さ
れ
た
瞬
間
に
、
そ
の
意
味
を
失
っ
て
し

ま
う
も
の
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
(
井
上
・
判
例
学
説
刑
事
訴
訟
法
七
三
頁
)
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
平
野
・
法
律
学
全
集
・
刑
事
訴
訟
法
・
二
六

頁
註
仰
は
「
別
個
の
判
断
の
範
時
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
に
乏
し
い
」
と
い
う
。
賛
成
で
あ
る
。

団
藤
・
前
掲
(
行
為
)
二
三
頁
註
(
一
一
)
。

団
藤
・
「
刑
事
訴
訟
行
為
の
無
効
」
(
法
協
五
五
巻
一
・
二
・
三
号
)
、
訴
訟
状
態
と
訴
訟
行
為
一
三
七
頁
。

団
藤
・
前
掲
(
行
為
)
一
二
四
頁
以
下
。

団
藤
・
前
掲
(
行
為
)
一
四
一
頁
。

本
稿
・
第
一
章
・
第
二
節
・

2
参
照
。

(
註
幻
)

(註
m
m
)

(註
m
m
〉

(
註
初
)

(
註
汎
)



第

三

節

訴
訟
条
件
と
の
関
係
に
お
い
て

上
に
、
訴
訟
条
件
不
存
在

(
H
訴
訟
障
害
存
在
)
の
場
合
公
訴
の
効
力
は
阻
却
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
訴
訟
条
件
を
公
訴

提
起
の
有
効
条
件
と
解
し
た
。
そ
の
理
解
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
の
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
共
に
そ
の
機
能
お
よ
び
内
容
に
つ
い

て
は
っ
き
り
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

訴
訟
条
件
が
欠
け
た
場
合
に
は
、
形
式
裁
判
で
訴
訟
は
終
結
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
す
な
わ
ち
管
轄
違
・
公
訴
棄
却
あ
る
い
は

免
訴
が
言
い
渡
た
さ
れ
る
。
こ
の
訴
訟
条
件
に
対
す
る
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
学
者
の
所
説
区
々
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

「
訴
訟
抗
弁
お
よ
ひ
訴
訟
要
件
の
副
議
〕

2 の
概
念
を
訴
訟
法
律
関
係
説
に
立
っ
て
最
初
に
構
成
し
た
の
は
オ
ス
カ
l

・
ビ
ュ

l

ロ
l
の

ハ註
2
〉

そ
し
て
そ
の
概
念
は
フ
ォ
ン
・
ク
リ
l
ス
に
よ
っ
て
刑
事
訴
訟
法
学
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
、
と
せ
ら

(
一
八
六
八
年
)
に
お
い
て
で
あ
り
、

れ
て
い
る
。
雨
来
、
訴
訟
状
態
説
の
立
場
か
ら
(
た
と
え
ば
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
)
、

ま
た

全
体
と
し
て
の
訴
訟
」
と
の
関
係
に
お
い

て
(
た
と
え
、
ば
ベ
l
リ
ン
ク
、
ザ
ウ
エ
ペ
ロ
Ia

・
-
セ
ン
ベ
ル
ク
〉
こ
の
間
題
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
の
発
展
が
な
さ
れ
た
。

そ
れ
は

ま
た
わ
が
国

の
学
説
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

く二〉

(註
l
)

(註
2
)

o
m
r
m門
出

E

一CJミ
"
0
5
F
m
y『
而
〈
C
ロ

ι
出
口
吋
H
D
N巾凹

M
2口
同
市
門
田
町
ロ
ロ
門
日

ι
5
H
M
H
O
N巾
匂
〈
C

E
己
印
国
内
門
N
E口
問
内
口
・

〈
D
ロ

聞

ハ

ユ

自

己

お

匂

門

C
N目
白
〈
C
門

2
2
c
c口
出

g
合
同
U
5
5
5苦
C
N目

a
F
N
T巧よ

P
H
'
E
5・

公 利の訴益

ま
ず
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
れ
か
ら
概
観
す
る
な
ら
ば

ビ
ュ

l
ロ
l
は

訴
訟
法
律
関
係
の
構
成
的
要
素
(
念
。

す
な
わ
ち
、

3 r
c口
洋
広
三
一
〈
押
口
開
戸
市
5
2
H巾
円
山
布
団

H
V
5
8
P
R
7
2
2
7目
-
z
-
5
2中
、
す
な
わ
ち
、

そ
の
発
見
に
よ
っ
て
「
如
何
な
る
人
の
聞
に
訴
訟
法
律
関

係
は
成
立
す
る
(
出
E
2
2
E
E
)
こ
と
を
許
さ
れ
る
の
か
、

如
何
な
る
対
象
に
ま
で
訴
訟
法
律
関
係
は
及
ぶ
か
、

如
何
な
る
出
来
事
も
し

北法19(2・115)341 



説

(EEm)
そ
し
て

く
は
行
為
が
訴
訟
法
律
関
係
の
基
礎
づ
け
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
、

(白

1
)

の
か
」
と
い
う
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
得
ベ
き
訴
訟
法
律
関
係
の
構
成
的
要
素
に
、

ま
た
誰
れ
が
こ
の
行
為
を
行
う
能
力
を
有
し

訴
訟
要
件

(
1
訴
訟
条

資
格
を
有
す
る
(
寸
え
己
主

論

件

と
い
う
表
現
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

し
か
し
、

エ

1
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
一
言
葉
を
か
り
る
な
ら
ば
、

「
し
だ
い
に
、

訟
条
件
』

と
い
う
名
称
の
下
に
要
約
さ
れ
る
諸
現
象
は
ま
さ
に
実
体
裁
判
の
可
能
性
(
足
。
孔
片

yra円
牛

a
E
n
y
g片山口
yaEDm)

た
め
の
そ
の
意
味
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、

訴
訟
条
件
の
審

査
は
訴
訟
に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
、

(〈
C
E
C
回目巾内
N

ロロ均)

訴
訟
条
件
は
訴
訟
の
対
象
(
の
巾
moロ
丸
山
口
仏
)
で
あ
っ
て
、

{註

2
d

で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
隠
さ
れ
た
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
o
」
し
た
が
っ
て
、

し
た
が
っ
て
、

訴
訟
の
条
件

ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

ビ
ュ
I
ロ
ー
の
よ
う
に
訴
訟
法
律
関
係
の
構
成
的
要
素
、

「
実
体
裁
判
条
件

と

し

て

性

格

し
た
が
っ
て
訴
訟
関
係
の
成
立
要
件
と
み
る
見
解
を

ペコ
け
Tこ
の

-c 訴
グ〉 圭在、

電3E
そ読
し tこ
て立

脚
し

て

(
ω
R
r
g見出口
y
o
一色己口問印〈
C
門
戸
口
訴
え
N
ロロ
mmuコ)」

否
定
し
、

訴
訟
条
件
を

」
こ
に
い
う
「
実
体
裁
判
条
件
」
と
は
、

「
実
体
判
決

少
な
く
と
も
テ
ル
ミ
ノ
ロ
ギ
ツ
シ
ユ
に
い
っ
て
、

(註

4
〉

と
同
義
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

条
件

(ω
山口}戸口ス巾己目
4
0
2
1
戸岡田国
2
N
C
口問巾ロ)」

」
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
す
る

こ
と
に
対
し
て
、

そ
れ
だ
け
で
は
訴
訟
条
件
の
欠
紋
が
実
体
裁
判

(
実
体
審
理
の
み
な
ら
ず
実
体
判
決
〉

に
ま
で
進
み
え
な
い
、

わ
ち
実
体
判
決
に
い
た
る
訴
訟
過
程
を
そ
れ
が
い
か
な
る
段
階
に
あ
れ
全
体
と
し
て
直
ち
に
停
止
せ
し
め
る
と
い
う
訴
訟
条
件
と
し
て

(註
5
』

要
約
さ
れ
る
諸
現
象
の
性
格
を
表
示
し
え
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

「
実
体
的
裁
判
に
向
け
ら
れ
た

(註
6
u

か
ど
う
か
が
依
存
す
る
諸
事
情
」
「
全
体
に
お
い
て
で
あ
れ

(
N
己
忠
也
専
各
)
が
依
存
す
る
事
情
も
し
く
は
行
為
」
「
一
定
の
訴
訟
に
お
け
る
一
定

(白

8
〉

の
訴
訟
対
象
に
関
し
て
実
体
判
決
が
得
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
に
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
条
件
の
す
べ
て
」
「
訴
訟
が
そ
の

〔註
9
〉

す
な
わ
ち
実
体
お
よ
び
法
形
成
を
果
し
う
る
た
め
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
条
件
」
な
ど
と
定
義
さ
れ
た
の
で
あ

か
く
し
て
、

訴
訟
条
件
と
は
、

手
続
が
か
か
る
も
の
と
し
て
ま
た
全
体
と
し
て
許
容
さ
れ
る

(
N
Z
{
回目印巾ロ)

個
々
の
訴
訟
段
階
で
あ
れ
訴
訟
手
続
の
許
容
性

任
務
、

『訴

北法19(2・116)342 

の
守コ
1

・

す
な



る
。
こ
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
の
訴
訟

(
P
R∞
∞
己
的
巾

E
g
o
s
N
g
)
の
許
容
性

(
N
Z
E
E
m
Z
X
)
の
条
件
と
し
て
、

す
な
わ
ち
実
体

判
決
を
目
的
と
す
る
訴
訟
過
程
の
す
べ
て
の
基
本
的
条
件
と
し
て
概
念
規
定
さ
れ
る
o

つ
ま
り
、
実
体
判
決
の
み
な
ら
ず
ま
た
実
体
審
理

の
た
め
の
条
件
で
あ
る
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

(
註

1
)

回
三
o
d
F
F

内

w
・

c・-
m・日・

(
註

2
)
肘
7
・
m
n
y
B正
f
F刊
z
r
D
B
5
8
g円・

ω・凸叶・

(註

3
U

の
G
E
m
n
r
g
M
L
F
H
v
gお
お
巳
ω
河

R
E
m
-
m戸閉
山
内

w
m・品・

(註
4
)

な
お
エ

l
-
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
。
コ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
そ
れ
に
は
公
訴

い
る
、
と
し
て
弁
護
し
て
い
る
。
(
開
7
・
m三
M
M
g
L
r
p
ロ・

0
・w
ω
-
S
)
・

(
註

5
)

回
。
ご
口
問
w
F
r・∞
-
H
C
C
〉
ロ
ヨ
-
N
目
見

Cmmロ
r
q町
w
r
r・
ι・
N
2・可円
-
H
p
u・
〉
ロ
『
一
-
m
-
U叩
N
v
m円

E
2・
〉
ニ

m-HMEN-
問
・
「
司
一
-
5・
ω
-
N
O
]
一
巴
γ

∞口
r
B
E
F
F
m
r門
町

O
B
E
H
Z
F
H
O∞
一
回
g
-
z
f
T
E
P
O
H
p
r
z
E
R
n
r
p
∞
-
N
E叶・

(
註

6
)

刀

c
m
s
r
o円
m
w
p
p・
c・-ω
・
ω
2・

(註
7
)
Z
g
r
mア

F
P
C
-
w
ω
-
N
m
w・

(註

8
)

巴
M
-
m
n
E
E《

y
p
p・
c・-∞・
2
・

(註
9
)
ω
2
F
同

-
P
O
-
-
∞-NCH-

ハ
H
裁
判
官
の
科
刑
義
務
庄
司
え
で
ご

H
n
Z
実
現
へ
の
申
立
)

を
も
含
ん
で

〔二〉

そ
れ
が
実
体
判
決
の
た
め
の
条
件
で
あ
る
た
め
に
、
実
体
判
決
の
た
め
の
実
体
審
理
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
は
わ
が
国
の
学
説
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
o

た
と
え
ば
、
団
藤
教
授
は
「
訴
訟
条
件
は
実
体
的
訴
訟
関
係
を
成
立
さ
せ
る
条

(
Z
E
2
)
 

い
い
か
え
れ
ば
実
体
的
審
判
の
条
件
、
す
な
わ
ち
訴
訟
を
進
行
さ
せ
実
体
判
決
を
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
」
と
す
る
o

4 

訴
訟
条
件
を
、

公利 の 訴 益

件
で
あ
り
、

(註

1
)

な
お
、
わ
が
国
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
資
藤
金
作
「
訴
訟
条
件
」
刑
事
訴
訟
講
座
一
巻
一
六
八
頁
以
下
、
宮
崎
・
「
訴
訟
条
件
」
刑
事
法
講
座
五
巻

一
O
二
七
頁
以
下
参
照
。
(
註
2
)
団
藤
・
綱
高
官
(
六
訂
版
)
一
三
一
一
氏
。

北法19(2・117)343
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5 

訴
訟
条
件
と
い
う
名
称
の
下
に
要
約
さ
れ
る
も
の
は
、

そ
れ
が
欠
快
す
る
場
合
に
、
実
体
裁
判
つ
ま
り
実
体
判
決
そ
し
て
ま
た
実
体

し
か
し
、

そ
の
現
象
に
存
す
る
機
能
を
い
か
に
観
念
す
べ
き

2命

審
理
を
も
不
要
と
し
停
止
す
る
現
象
で
あ
る
こ
と
は
論
証
を
要
し
な
い
。

か
、
あ
る
い
は
訴
訟
条
件
と
い
う
も
の
を
い
か
に
概
念
規
定
す
べ
き
か
と
な
れ
ば
問
題
は
別
と
な
ろ
う
。

ま
ず
、

訴
訟
条
件
を
有
罪
判
決

の
要
件
と
観
念
す
る
(
川
両
ド
に

ω一
一
恥
…
郡
一
十
川
市
一
一
一
川
切
れ
此
一
日
以
内
一
認
が
一
月
一
日
一
川
崎
片
山
守
)
こ
と
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
o

存
在
は
有
罪
判
決
の
前
提
条
件
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

確
か
に
、

訴
訟
条
件
の

そ
の
よ
う
に
観
念
す
る
な
ら
ば
、

実
体
刑
法
上
の
要
件
と
そ
れ
と
の
区
別
は
つ
か

な
く
な
り
、

そ
の
よ
う
に
観

実
体
刑
法
上
の
要
件
と
区
別
さ
れ
た
意
味
で
の
訴
訟
条
件
の
意
義
は
説
明
で
き
な
く
な
る
。

し
た
、
が
っ
て
、

念
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

6 

民
事
訴
訟
法
の
分

で
は
、
訴
訟
条
件
を
実
体
(
有
罪
あ
る
い
は
無
罪
)
判
決
の
要
件
と
観
念
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
、

(証

1
)

か
く
観
念
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
訴
訟
要
件

(
1
条
件
〉
の
存
否
の
調
査
と
本
案
の
審
理
と
が
手
続
上
明
確
に
段
階

野
に
お
い
て
は
、

づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
o

で
あ
れ
ば
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
も
か
く
観
念
す
る
こ
と
は
不
可
能

ま
ず
上
の
学
説
に
み
た
よ
う
に
全
体
と
し
て
の
訴
訟
と
の
関
係
か
ら
し
て
不
十
分
で
あ

る
と
い
え
よ
う
o

さ
ら
に
、
実
体
審
理
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
被
告
人
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
い
れ
公
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識

で
は
な
い
。
し
か
し
、

か
く
観
念
す
る
こ
と
は
、

す
る
な
ら
ば
、

か
く
観
念
す
る
こ
と
は
l
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
1
正
し
く
な
い
。

(註
1
)

兼
子
教
授
は
「
訴
訟
要
件
は
、
本
案
判
決
の
前
提
要
件
で
あ
っ
て
、
そ
の
欠
訣
が
発
見
さ
れ
た
以
上
、
裁
判
所
が
本
案
の
審
理
に
入
り
又
は
こ
れ
を

続
け
る
こ
と
は
不
要
と
な
る
点
で
、
本
案
の
審
理
弁
論
の
要
件
に
な
る
と
も
い
え
る
が
、
訴
訟
要
件
の
存
否
の
調
査
と
本
案
の
審
理
と
が
手
続
上
明
確

に
段
階
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
実
益
は
乏
し
い
」
(
体
系
一
四
八
頁
)
と
い
う
。

(註
2
)

審
理
の
問
、
被
告
人
は
勾
留
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
も
証
拠
調
が
行
な
わ
れ
る
と
証
拠
の
収
集
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

訴
訟
は
ま
た
社
会
的
に
重
圧
で
あ
り
苦
痛
で
あ
る
。
そ
の
他
、
経
済
的
負
担
等
々
、
負
担
を
忍
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北法19(2・118)344 
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そ
れ
で
は
、
訴
訟
条
件
は
実
体
審
理
の
条
件
で
あ
る
と
観
念
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
o

現
行
法
に
は
、
訴
訟
条
件
の
有
無
を
明
ら
か
に

し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
実
体
審
理
を
始
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
明
文
の
規
定
は
な
い
が
、

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
体
審
理
は
被
告
人
に
と
っ
て
た
え
ら
れ
な
い
負
担
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば

訴
訟
条
件
を
実
体
審
理
の
条
件
と
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o

そ
れ
は
ま
た
通
説
の
採
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
の
能
動

」
の
こ
と
の
理
由
だ
け
を
も
っ
て
か
く
観
念

性
を
前
提
に
し
て
、
裁
判
所
が
実
体
審
理
、
判
決
を
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
も
つ
ば
ら
裁
判
所
の
側
か
ら
み
て
か
く
観
念
す
る
こ
と

に
は
問
題
な
し
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
物
の
範
囲
の
決
定
権
が
専
ら
検
察
官
に
あ
り
、
訴
訟
は
検
察
官
に
よ
っ
て

か
く
形
成
さ
れ
た
訴
訟
物
た
る
訴
因
の
証
明
の
有
無
の
判
断
の
請
求
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
検
察
官
と
被
告
人
と
の
聞
に
展
開
さ
れ
る
そ
の

証
明
を
め
ぐ
る
抗
争
の
う
え
に
追
行
さ
れ
、

そ
こ
に
お
け
る
裁
判
所
の
占
め
る
役
割
は
検
察
官
の
そ
の
訴
追
活
動
に
対
す
る
判
断
と
制
御

を
な
す
に
す
ぎ
な
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
に
裁
判
所
を
純
粋
に
制
御
者
、
判
断
者
の
地
位
に
お
ろ
す
な
ら

ば
、
訴
訟
条
件
の
機
能
は
、

そ
れ
が
存
在
す
る
場
合
に
、
裁
判
所
が
証
拠
調
べ
を
開
始
し
進
行
す
る
と
い
う
面
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
そ
の

機
能
を
発
揮
す
る
も
の
と
し
て
、

と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。
む
し
ろ
、
訴
訟
条
件
が
訴
訟
条
件
と
し
て
す
ぐ
れ
て
発
揮
す
る
機
能
は

そ
れ
が
不
存
在
の
場
合
に
検
察
官
の
公
訴
追
行
を
阻
止
す
る
、

つ
ま
り
制
御
が
働
く
と
い
う
面
に
こ
そ
あ
る
と
観
念
す
べ
き
で
あ
る
。

8 

そ
う
す
る
と
、
訴
訟
条
件
は
検
察
官
の
公
訴
追
行
の
条
件
と
観
念
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
は
訴
訟
条
件
の
欠
歓
が

(二〕

判
明
し
た
以
後
の
公
訴
追
行
を
阻
止
す
る
だ
け
の
条
件
な
の
か
。

あ
る
い
は
遡
っ
て
そ
の
公
訴
追
行
の
す
べ
て
を
無
と
す
る
条
件
な
の

公 利の訴益

か
。
も
し
そ
う
だ
と
し
て
、
何
故
に
す
べ
て
を
無
に
す
る
の
か
o

ま
た
そ
の
無
に
す
る
と
い
う
判
断
は
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
志
の
か
。

司
法
の
機
能
は
(
し
た
が
っ
て
裁
判
所
の
役
割
は
)
検
察
官
の
公
訴
浩
行
行
為
を
批
判
制
御
す
る
こ
と
に
あ

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、

る
し
ま
た
あ
る
べ
き
で
あ
る
o

刑
事
訴
訟
法
は
、
訴
訟
条
件
が
具
備
し
な
け
れ
ば
被
疑
者
を
被
告
人
と
し
て
訴
追
し
て
は
い
け
な
い
と
す

る
検
察
官
に
対
す
る
そ
の
訴
訟
上
の
行
為
義
務
規
範
を
内
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

」
の
行
為
義
務
規
範
に
違
反
し
た
公
訴
提
起
は
、

し

北法19(2・119)345 



論

g 

そ
の
判
断
は
実
体
審
理

(
l
証
拠
調
べ
)
に
先
行

し
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
れ
は
訴
訟
自
体
被
告
人
に
と
っ
て
た
え
ら
れ
な
い
負
担
で
あ
る
か

と
こ
ろ
で
、
訴
訟
条
件
有
無
の
判
断
は
裁
判
所
が
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

北法19(2・120)346 

農

た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
司
法
の
非
難
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
規
範
の
表
現
と
し
て
、
検
察
官
の
公
訴
提
起
自
体
が

無
効
と
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

ら
で
あ
る
。
さ
て
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
公
判
開
始
前
に
、
訴
訟
条
件
有
無
の
判
断
を
起
訴
状
ば
か
り
で
な
く
、
(
検
察
官
の
準
備
し
た
)

(
注
1
v

一
件
書
類
を
利
用
し
て
な
し
得
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
o

わ
が
固
に
お
い
て
は
、
し
か
し
、
公
判
前
の
特
別
の
手
続
が
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
起
訴
状
一
本
主
義
に
よ
る
制
限
が
あ
る
。
実
体
審
理
に
先
行
し
て
訴
訟
条
件
有
無
の
判
断
を
す
る
こ
と
の
要
請
を
徹
底
す
れ
ば
、
職

権
探
知
主
義
を
採
る
な
ら
ば
い
ざ
し
ら
ず
、
実
体
審
理
前
の
特
別
な
中
間
裁
判
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
行
法
上
の
問
題
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
て
は
そ
れ
は
採
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
体
審
理
前
の
訴
訟
条
件
有
無
の
判
断
は
職
権
に
よ
る
訴
因
の
形
式
的
審
査
に
限
ら
れ
る
こ

ハ註
2
)

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
訴
訟
条
件
を
起
訴
の
段
階
に
お
い
て
訴
因
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
判
断
で
き
る
こ
と
の
理
由

井
上
教
授
は
、
「
民
訴
で
は
ま
ず
第
一
に
権
利
保
護
の
利
益
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
訴
状
を
み
た
だ
け
で
は
判
明
し

〈註
3
〉

な
い
で
し
ょ
う
o

と
こ
ろ
が
刑
訴
で
は
訴
訟
障
害
を
す
べ
て
具
体
的
に
列
挙
し
て
決
め
て
お
り
ま
す
」
と
し
て
、
刑
訴
と
民
訴
と
の
訴
訟

と
し
て
、

追
行
の
利
益
に
関
す
る
差
異
を
挙
げ
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
本
案
裁
判
の
前
に
、

民
事
裁
判
で
は
権
利
保
護
の
利
益
が
あ
る
か
な
い
か

刑
事
裁
判
で
は
権
利
保
護
の
利
益
の
な
い
場
合
を
、

法
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
。
こ
れ
が
第
三
三
七
条
の
規
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
規
定
の
意
義
は
、

民
事
裁
判
で
一
言
う
権
利
保
護
の
利
益
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ

て
、
訴
訟
遂
行
の
利
益
が
あ
る
か
な
い
か
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
刑
事
手
続
で
は
そ
の
な
い
場
合
を
法
定
し
て
い
る
点
に
特
徴
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
以
外
は
訴
訟
遂
行
の
利
益
あ
り
と
見
て
い
る
わ
け
で
、
民
訴
の
よ
う
に
、
と
り
た
て
て
権
利
保
護
の
利
益
を
問
う
必

要
は
な
い
の
で
あ
り
ま
れ

ι〉
(
僻
む
と
説
か
れ
る
o

民
事
裁
判
に
お
け
る
「
権
利
保
護
の
利
益
」
に
着
服
さ
れ
た
点
は
実
に
鋭
い
洞
察
で



あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
追
行
の
利
益
の
有
無
に
つ
い
て
、
す
べ
て
具
体
的
に
定
型
化
さ
れ
刑
事
訴
訟
法
に
制
限
列
挙
さ
れ
て
い
る
、
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
明
文
規
定
の
間
隙
に
お
い
て
(
あ
る
い
は
一
般
条
項
の
な
か
に
隠
れ
て
)
公
訴
の
利
益
な
し
と
さ
れ
る
べ
き

場
合
の
あ
る
こ
と
を
、
す
で
に
第
二
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
観
察
で
き
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
o

訴
の
利
益
は
元
来
非

(注
5
)

そ
れ
を
具
体
的
に
法
的
に
限
定
規
定
で
き
る
か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

類
型
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、

訴
訟
条
件
不
存
在

(
1
公
訴
無
効
)
の
判
断
は
、
専
ら
裁
判
所
に
よ
る
訴
因
の
形
式
的
な
審
査
に
よ
り
、
す
べ
て
可
能
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
o

(二)

(
註

1
)
Z
g
r
o
-
-
p
m・

o・-∞・

8Nh『
・
な
お
ま
た
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
二

O
三
条
(
公
判
開
始
決
定
)
同
二

O
四
条
(
公
判
開
始
の
却
下
〉
(
す
な
わ

ち
、
訴
訟
条
件
の
欠
欧
、
と
く
に
訴
訟
障
害
、
行
為
の
不
可
罰
性

(
Z
E
Zえ
Z
P
R
r
m
F円
)
あ
る
い
は
証
明
可
能
な
行
為
の
十
分
な
嫌
疑
の
欠
紋

(
p
r
r
p
E
M
M
Z
E百
三
g
〈
雪

L
R
E
m
E再司

Z
2
2
P
E
g
-
Jユ
)
が
あ
る
と
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
に
、
公
判
開
始
の
却
下
(
〉
玄
与
コ
己
コ
叩

L
2
出

E
『『
E
z
m
M
F
S円「一戸出ぬ
J
)

が
な
さ
れ
る
。
)
参
照
。

(
註

2
)

訴
因
を
標
準
と
し
て
訴
訟
条
件
の
有
無
の
判
断
を
す
べ
き
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
の
は
平
野
教
授
で
あ
る
。
(
平
野
・
刑
事
訴
訟
法

頁
。
向
・
法
律
学
全
集
「
刑
事
訴
訟
法
」
一
五
二
頁
参
照
)
。

(
註
3
)

井
上
・
「
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
」
四
七
頁
。

(
註
4
〉
井
上
・
前
掲
・
八
一
頁
。

(註

5
)

田
宮
・
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
一
事
不
再
理
の
効
力
」
伺
・
法
協
七
六
巻
一
号
七
二
頁
註
(

7

)

参
照
。

(
昭
お
年
〉
九
一

公 利の訴益

10 

ま
た
、

井
上
教
授
が
法
三
三
七
条
に
限
っ
て
所
説
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
o

お
も
う
に
、
教
授
が
そ
う
さ
れ
る
の
は
、

。
二
三
七
条
)

は
純
粋
な
形
式
裁
判
で
は
あ
る
が
、
他
の
形
式
裁
判
と
異
っ
て
一
事
不
再
理
の
効
力
が
出
る
と
す
る
た
め
の
い
わ
ば

免
訴

伏
線
を
ひ
か
れ
ん
が
た
め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
免
訴
に
は
「
な
ぜ
、

(一証

1
〉

を
永
久
に
失
う
か
ら
で
あ
り
ま
す
」
と
す
る
。
他
方
、
三
三
七
条
に
制
限
列
挙
さ
れ
て
い
る
諸
事
項
は
1
定
型
化
さ
れ
た
訴
訟
条
件
不
存

一
事
不
再
理
の
効
力
が
出
る
か
?

そ
れ
は
訴
訟
追
行
の
利
益

北法19(2・121)347 



説

、
、
、

在
の
場
合
H

い
ず
れ
も
そ
し
て
そ
れ
ら
だ
け
が
訴
訟
追
行
の
利
益
を
永
久
に
失
わ
せ
る
場
合
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
三
七
条

論

制
限
列
挙
の
事
由
の
あ
る
場
合
、
純
粋
な
形
式
裁
判
を
も
っ
て
訴
訟
は
終
結
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
た
る
訴
訟
条
件
の
有
す
る
特
殊
性
に

よ
り
三
三
七
条
列
挙
事
由
の
場
合
に
は
一
事
不
再
理
の
効
力
が
出
る
。
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
追
行
の
利
益
を
永
久
に
失

わ
せ
る
場
合
は
、
三
三
七
条
に
列
挙
さ
れ
た
事
由
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
免
訴
を
基
礎
づ
け
る
訴
訟
条
件
の
特
殊
性
を
訴

訟
追
行
の
利
益
と
い
う
点
で
と
ら
え
ら
れ
る
の
は
、
ま
た
、

北法19(2・122)348 

平
野
教
授
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
そ
れ
が
欠
け
た
場
合

お
よ
そ
訴
訟
追
行
を
許
さ
な
い
事
由
」
を
と
く
に
訴
訟
追
行
条
件

l
な
お
三
三
七
条
の

(詫

2
〉

も
許
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
!
と
い
い
、
こ
れ
が
欠
け
た
場
合
、
す
な
わ
ち
「
訴
因
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
事
実
の

ヂ
」
み
ふ
、

t
t
 

「
列
挙
は
、
制
限
的
な
も
の
で
な
く
類
推

存
否
に
つ
い
て
、
審
理
し
判
断
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
性
質
、

(注
3
)

益
が
な
い
と
き
」
免
訴
を
言
い
渡
す
と
さ
れ
る
。

い
い
か
え
る
と
、

そ
の
訴
因
に
内
在
す
る
訴
訟
追
行
の
可
能
性
な
い
し
利

し
か
し
、

そ
も
そ
も
訴
訟
を
許
さ
な
い
場
合
、

つ
ま
り
訴
訟
追
行
の
利
益
の
欠
け
る
の
は
、
何
も
免
訴
と
さ
れ
る
場
合
l
一
二
三
七
条
の
場

合
ー
に
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
が
明
文
を
も
っ
て
公
訴
棄
却
の
事
由
と
す
る
場
合
で
も
、
た
と
え
ば
、
被
告
人
が
死
亡
し
た
特

九
条
四
号
)
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
公
訴
棄
却
の
事
由
と
し
て
だ
れ
も
疑
わ
な
い
場
合
で
あ
る
、
た
と
え
ば
、
す
べ
て
の
告
訴
権
者
の
告

訴
権
の
喪
失
の
場
合
(
三
三
八
条
四
号
)
に
も
、
そ
れ
は
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
免
訴
と
公
訴
棄
却
と
を
法
が
区
別
し

(
計
百
叫

4
)

て
い
る
理
由
と
し
て
、
平
野
教
授
の
指
摘
さ
れ
る
区
別
、
す
な
わ
ち
訴
訟
追
行
に
つ
い
て
の
。
σ
と
き
ゅ
の
区
別

(
H
免
訴
は
訴
追
が
「
お

よ
そ
:
:
:
で
き
る
か
」
、
公
訴
棄
却
は
訴
追
を
「
い
か
に
:
:
・
す
べ
き
か
じ
に
は
問
題
が
残
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

f、
一
一一

か
く
し
て
、

「
公
訴
棄
却

で
あ
れ
、
管
轄
違
で
あ
れ
免
訴
で
あ
れ
、
す
べ
て
形
式
裁
判
の
理
由
た
る
事
項
は
、

理
由
ご
と
に
い
わ
ば
千
差
万
別
で
、
強
い
て
い
え
ば

具
体
的
な
裁
判
の
内
容
な
い
し
対
象
ご
と
に
別
個
の
も
の
だ
」
と
し
て
、
免
訴
と
の
「
区
別
に
何
ら
理
論
的
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で
な
い
」

と
鋭
く
洞
察
さ
れ
た
の
は
回
宮
教
援
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
免
訴
は
、
本
質
的
に
公
訴
棄
却
の
一
場
面
に
し
か
す
、
ぎ
ず
、
そ
の
「
将



(註
6
)

来
に
わ
た
っ
て
の
訴
訟
の
遮
断
効
は
、
判
断
さ
れ
る
訴
訟
条
件
じ
た
い
の
性
質
に
よ
る
」
と
す
る
田
宮
教
授
の
主
張
は
正
当
な
も
の
と
し

て
採
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
す
べ
て
形
式
裁
判
の
理
由
た
る
事
項
は
理
由
ご
と
に
別
個
の
も
の
だ
、
と
い
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
事
項
に

関
す
る
個
別
的
明
文
の
規
定
の
存
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
明
文
の
規
定
の
存
す
る
限
り
で
は
、
ま
た
、
訴
訟
条
件
と
「
利
益
L

の
観

念
と
の
結
合
を
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
す
ま
せ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
条
件
不
存
在
の
故
を
も
っ
て
、

い
ず
れ
も
訴
追
が
阻
止
さ

れ
、
か
つ
ま
た
遡
っ
て
公
訴
が
無
効
と
さ
れ
る
(
日
「
利
益
な
け
れ
ば
、
無
効
な
し
」
の
原
理
に
よ
っ
て
)
と
い
う
こ
と
を
と
り
た
て
て
意
識
す
る
実

益
は
す
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
個
別
的
具
体
的
明
文
の
規
定
の
存
在
し
な
い
、
つ
ま
り
利
益
の
定
型
化
・
法
定
化
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
も
(
公
訴
の
)
無
効
の
問
題
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
問
題
の
理
論
的
解
決
が
要
請
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
訴

訟
条
件
と
い
う
名
称
の
下
に
要
約
さ
れ
る
現
象
に
ひ
そ
ん
で
い
る
原
理
を
発
見
し
、
そ
れ
を
前
面
に
押
し
出
し
て
こ
な
い
限
り
、
問
題
は

一
歩
も
前
進
を
見
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、

刑
訴
法
三
三
八
条
四
号
の
規
定
が
注
目
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
規
定
が
、

同
じ
く
公
訴
棄
却
事

由
を
規
定
し
て
い
る
、

さ
ら
に
ま
た
免
訴
事
由
を
規
定
し
て
い
る
そ
の
他
の
規
定
と
い
さ
さ
か
様
相
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
て

(二〉

認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
諸
規
定
は
い
ず
れ
も
個
別
的
に
具
体
的
に
定
型
化
さ
れ
て
い
る
事
実
を
列
挙
し
て
い
る
と
い
え

る
の
に
対
し
て
、
前
者
の
そ
れ
は
「
公
訴
提
起
の
手
続
が
そ
の
規
定
に
違
反
し
た
た
め
無
効
で
あ
る
と
き
」
と
の
表
現
に
明
ら
が
な
ご
と

，ィ、

公利の訴益

こ
の
規
定
が
公
訴
棄
却
の
一
般
条
項
で
あ
る
か
ら
で
、
本
来
公

〈註
7
)
(
註
8
)

訴
棄
却
と
し
て
は
こ
の
規
定
だ
け
が
あ
れ
ば
よ
い
と
も
い
え
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
訴
訟
条

件
を
公
訴
の
有
効
条
件
と
観
念
す
る
こ
と
と
一
致
す
る
と
共
に
、
ま
た
、
そ
う
観
念
し
う
べ
き
こ
と
の
実
定
法
上
の
根
拠
を
も
一
不
す
も
の

一
般
的
・
総
括
的
な
規
定
の
仕
方
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
は
、

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

訴
訟
条
件
と
の
名
称
の
下
に
要
約
さ
れ
る
ハ
全
体
と
し
て
の
訴
訟
が
形
式
裁
判
を
も
っ
て
終
結
さ
れ
る
と
い

北法19(2・123)349 



説

よ
り
観
察
を
深
め
る
な
ら
ば
、
義
務
に
違
背
し
た
、
す
な
わ
ち
優
越
す
る
他
者
の
利
益
の
前
に
譲
歩
す
べ
き
あ
る
い
は
排

、
、
、
、
、

斥
さ
れ
る
べ
き
公
訴
提
起
と
い
う
検
察
官
の
訴
訟
行
為
l
そ
れ
は
訴
訟
手
続
を
構
成
す
る
手
続
で
あ
る
1
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
(
「
利

益
な
け
れ
ば
無
効
な
し
」
の
原
理
に
よ
る
)
無
効
宣
言
に
よ
り
公
訴
が
排
斥
さ
れ
る
現
象
な
の
で
あ
る
。

う
)
現
象
は
、

論

と
に
か
く
、

さ
ら
に
一
層
の
考
察
は
次
節
に
ゆ
ず
る
が
、
訴
訟
条
件
欠
献
の
場
合
、
公
訴
は
無
効
と
し
て
、

つ
ま
り
そ
の
効
力
を
阻
却

さ
れ
て
形
式
裁
判
を
も
っ
て
排
斥
さ
れ
る
と
い
う
面
に
お
い
て
、
訴
訟
条
件
は
刑
事
訴
追
の
制
限
的
条
件
と
い
え
よ
う
。

(註
1
)

(註
2
)

(註
3
)

井
上
・
前
掲
(
基
礎
〉
・
一

O
一二一良。

平
野
・
法
律
学
全
集
・
一
四
九
頁
、

平
野
・
前
掲
・
一
五
一
頁
。

一
五

O
頁。

(註
4
)

平
野
・
「
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
」
六
九
頁
。

(註
5
〉
田
宮
・
「
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
一
事
不
再
理
の
効
力
(
一
一
了
完
〉
」
法
協
七
六
巻
一
号
六
九
頁
、
七

O
頁
。
そ
し
て
、
田
宮
教
授
は
、
「
わ
が
免
訴

は
、
公
訴
の
不
適
法
の
事
由
の
う
ち
、
と
く
に
重
要
だ
と
お
も
わ
れ
る
も
の
数
種
を
あ
げ
て
、
特
殊
の
名
祢
を
冠
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
も
の
で
あ
っ
て

「
何
を
免
訴
事
由
と
す
る
か
は
裁
判
の
形
式
に
関
す
る
立
法
の
便
宜
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
」
(
七

O
頁
)
と
す
る
が
、
賛
成
で
あ
る
。

(註
6
)

田
宮
・
前
掲
・
法
協
七
六
巻
一
号
七
六
真
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
免
訴
の
判
決
自
体
か
ら
は
一
事
不
再
理
の
効
力
は
発
生
し
な
い
と
解
す
る
学
説
は

こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
間
宮
・
前
掲
論
文
よ
っ
て
明
解
に
そ
し
て
十
分
の
説
得
力
を
も
っ
て
、
は
じ
め
て
説
な
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

(註
7
)

田
宮
・
判
例
批
評
(
東
京
高
裁
・
昭
三
八
年
六
月
二
四
日
判
決
)
、
判
例
評
論

Z
0・
2
(灯
)
四
五
頁
。
脇
田
忠
・
「
公
判
の
裁
判
」
法
律
実
務
講
座

七
巻
一
五
二
五
頁
以
下
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
一
一
一
一
一
八
条
四
号
以
外
の
明
文
の
規
定
す
る
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
り
公
訴
無
効
と
さ
れ
う
べ
き
場
合
は
、
す
べ
て
本
号
を

使
え
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(註
8
〉

北法19(2・124)350 



第

四

節

公
訴
権
と
の
関
係
に
お
い
て

検
察
官
、
が
訴
訟
制
度
を
利
用
し
て
執
行
の
債
務
名
義
を
得
る
た
め
に
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
か
の
利
益
あ
る
い
は
必
要

性
、
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
何
ら
か
の
(
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
が
ま
さ
に
問
題
な
の
だ
が
)

利
益
あ
る
い
は
必
要
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

「
公
訴
権
」
と
呼
ぶ

検
察
官
の
権
利
と
み
る
こ
と
、
が
許
さ
れ
る
な
ら
ゴ

そ
の
利
益
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
優
越
す
る
利
益
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
制
限
さ
れ
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

こ
の
優
越
す
る
利
益
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
o

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
利
益
な
け
れ
ば
公
訴
権
な
し
」

こ
と
が
で
き
る
o

し
か
し
、

と
い
う
命
題
を
か
か
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
、

「
利
益
な
け
れ
ば
公
訴
権
な
し
」
に
い
う
利
益
は
あ
の
「
利
益
な

こ
の

け
れ
ば
無
効
な
し
!
一
に
い
う
利
益
と
併
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
右
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
o

そ

れ
を
以
下
に
お
い
て
検
討
し
よ
う
o

そ
し
て
、

ま
た
か
く
い
う
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
o

と
こ
ろ
で
、
公
訴
権
(
白
色
。
吉
芸
宮
巾
)
な
る
観
念
は
と
く
に
ド
イ
ツ
訴
訟
法
学
に
お
い
て
民
事
訴
訟
法
学
の
訴
権
論
の
影
響
の
も

と
に
刑
事
訴
権

(ωSEE-ロ
冨
)
論
と
し
て
そ
の
多
彩
な
学
説
の
発
展
を
み
た
も
の
で
あ
る
o

こ
れ
ら
公
訴
権
理
論
の
学
説
史
的
弘
樹
)

2 を
全
面
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
、

し
か
し
、
本
節
の
直
接
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

(二〉

た
だ
そ
の
大
要
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
公
訴
権
を
実
体
法
的
な
刑
罰
権
そ
の
も
の
の
機
能
あ
る
い
は
刑
罰
権
に
内
在
す
る
力
と
し

(註
2

〕

ウ
ル
マ
ソ
等
)
が
説
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
サ
ピ
ニ

l
、
プ
プ
夕
、
ヴ
イ

γ
ト
シ
ヤ
イ
ぃ
lt中〉

公利の訴益

て
把
握
す
る
見
解
(
。
フ
ラ
ン
ク
、

ザ
ム
エ
リ
、

の
説
い
た
い
わ
ゆ
る
私
法
的
訴
権
説
守
口
語
可
R
E
-
-ロ
宮
包
括
円
R
Z出子
g
H互
に
対
応
す
る
も
の
で
、

実
体
法
的
公
訴
権
説
と
い
わ
れ

て
い
る
o

こ
う
し
た
実
体
法
的
見
解
に
対
し
て
、
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
公
法
的
訴
権
学
説
(
宮
豆
町
広
江
田
口
宮
呂
田
鳴
R
Y
Z
F
g
H
F巾)の

(註

4
)

影
響
の
下
に
、
実
体
法
の
面
か
ら
独
立
し
た
公
訴
権
理
論
の
構
成
が
試
み
ら
れ
た
。

か
く
し
て
.
権
利
保
護
請
求
権

(
m
R
E
E
J
Y
E
N
S
-
北法19(2・125)351 



説

由
同
)
吋
己
ロ
ゲ
)

ヘ
ル
ヴ
イ
ヒ
、

〈註

5
〉

シ
ユ
タ
イ
ン
)
具
体
的
訴
権
説

(
r
g
r
2
0
呂
田
唱
R
Z団子
gHFmw)
の
影
響
の
下
に
、

を
唱
な
え
る
(
バ
ッ
ハ
、

三b.
d沼

公
訴
権
を
も
っ
て
有
罪
判
決
を
獲
得
す
る
権
利
と
み
る
具
体
的
公
訴
権
説
と
呼
ば
れ
る
立
場
が
あ
ら
わ
れ
た
(
ロ

l
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト
.

ピ
ル
ク
マ
イ
エ
ル
)
。

ボ
ノ
ッ
ト
、

民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
は
、

」
の
権
利
保
護
請
求
権
お
よ
び
具
体
的
訴
権
説
に
対
し
て

ー
ク
レ
ル
、

抽
象
的
訴
権
論
(
与
寄
与

g
自由
m
H
R
Z
2
7
8ユ
巾
)
が
反
対
し
(
ビ
ュ

1
ロ
I
、
デ
l
ゲ

γ
コ
ル
プ
、
プ
レ
ス
ツ
)
、
華
し
い
訴
権
論
争
が

(註
7
)

展
開
さ
れ
た
o

そ
の
上
に
立
っ
て
、
具
体
的
訴
権
論
と
抽
象
的
訴
権
論
の
中
間
の
訴
権
と
し
て
、
本
案
判
決
請
求
権

B
R
E
田正

F
n
y
E

〈
呂

8
)

〈
註

9
u

g
g口
y
a門
山
口
口
肉
)
を
唱
え
た
の
が
事
フ
ラ
イ
で
あ
一
り
、
ま
た
事
コ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
そ
の
実
体
的
司
法
法
(
自
己

2
E
H
g
E
E
N
3円
宮
)

の
観
念
と
「
訴
訟
状
態
説
」
に
立
脚
し
て
、
そ
の
司
法
許
与
請
求
権
(
』
5
己

N
m
2
2
Zロロ
m
g
E胃
57)
を
説
い
た
。
刑
事
訴
訟
法
に
お
い

て
も
、
刑
事
訴
権
は
実
体
判
決
請
求
権
(
ピ
シ
デ
ン
グ
)
、
あ
る
い
は
「
手
続
を
受
け
る
権
利
(
〕

5
2
胃

2
a戸
時
三
)
」
な
い
し
「
手
続
を

(
註
臼
〉

請
求
す
る
権
利
(
河
湾
宮
田
正
明
NRygm田口
m
w
m
z
p
o
N島)」

(
1
実
体
審
判
請
求
権
)
(
ベ

l
リ

γ
グ
)
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
o

ザ
ウ
エ
ル
は
、
ま
た
、
訴
訟
の
進
行
に
応
じ
て
発
展
し
変
質
す
る
訴
訟
内
訴
権
を
説
い
た
o

す
な
わ
ち
、
彼
は
、
訴
訟
外
の
具
体

的
訴
権
(
権
利
保
護
請
求
権
)
を
否
定
し
つ
つ
も
、
訴
訟
開
始
後
の
訴
訟
内
で
の
訴
訟
追
行
権
能
(
〈
2

円。-mc
諸
問
R
Z
)
を
訴
権
と
観
念
し

こ
れ
が
抽
象
的
な
も
の
か
ら
具
体
的
な
も
の
に
変
質
し
て
い
く
と
考
え
た

0
)

っ
て
抽
象
的
訴
権
説
を
再
興
し
て
、

守
フ
ラ
イ
の
本
案
判
決
請
求
権
説
は
熱
意
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
ず
、
か
え

司
法
行
為
請
求
権
辛
口
名

E
与
田
正

H
N
R
E
-
-
8
2
が
通
説
と
ふ
川
v

戦
後
の
ド
イ
ツ
の
現
状
は
、
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
は
、

ま
た
さ
ら
に
こ
れ
に
対
し

て
そ
の
権
利
性
が
反
省
さ
れ
、
原
告
は
単
に
「
客
観
法
の
反
射
的
効
果

(
P
2
0
H
三
件
5
∞
(
宮
与
す

r
z
g
河
内
ば
宮
田
)
」
に
あ
づ
か
る
も

(
註
げ
)

の
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
さ
え
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
も
、
特
殊
訴
訟
法
的
な
性
格
で
は
な
く
し
て
実
体
国
家
法

(
註
凶
)

的
性
格
を
有
す
る
国
家
の
司
法
許
与
義
務
(
全
巾
∞
S
巳
F
Z
E
S
Nぬ
2
5
7
2コ
m目
玉
同
門
宮
)
の
強
調
の
下
に
、

し
て
刑
事
訴
権
を
定
立
す
る
こ
と
を
否
定
し
あ
る
い
は
無
視
す
る
傾
向
に
あ
る
o

訴
訟
法
に
特
殊
な
範
時
と J、、

北法19(2・126)352



JミもEUJヰ士tZl<-4¥拾製纏-¥-!' ':.<.. ャト j足朴e 首色縦~0 f'--斗 t択由主，..J.\2よj 二， 'X のも-\Jv 己~\議 0~手伝0*担包起恒久J~間J
(拍宗尚昆)

ν程存J ，心ぷ ν ムの0 そら忠世-H...IJ争ll# 世+1...IJ 0llli~ 制!旦心+'，.\2幽安~0 <-4\捻鍵程時々.....l\-'~~十く母~燃側吠)+'， .¥2 tB.韓盗事手

臨む r<-4\棒銀間程よJ~0 謀罪」竺..，d) ~tト限JR0 >J...IJ \-'1舎の。←~~ミ~' tB.持盗事手耳民営， <-4精製~tlIK主主名榊穿jj\1lJi咲製よ)絵

~tZl 0'ふ州当n 干)4令~，'ペJ~ヘ \-'4令+'，'~'く:4\治組問程 511稔}百世保社間程 o 1 ~容阻 11 竺ふ必心必ムふ心， <-4¥強盤会J題材.¥l-，..J

ふJi捻科婦民主~~lIê久J 4tjv側主~，..J ν一足。時小リ...IJ~に]謝ê tæ.¥-' *iの久j稲ム.¥20 >J0 刊日長~~0 巡0~器弾 Q 訴事制Iil~ ..，d) ~0 制
〈組=l (t活お)

情-66冷v¥' ';も+:，ν-"心冷， )J 0 判出会j乏しむ糊同E程'会~~イミ」ミ杓+'， ¥J ~ tZl 0'~鋒泌Q 停車属千JW tZl久j ムばtZl O

円
山
的
(
ト

N
H

・8
2溺
判

(ホt;l.-<) 巴骨量・「く~\結縦割程久)>\-'0 認案J'百三士出-..IJ苦言締結潟逝-..IJ 01~淑， 1011 同~ドー総理iO (必お' 国{;格1桧民¥a11';号士子(0)格製静穏 110ユ
ν竺 与 量Z44・rl器製縫怯穏J'模作・ 1¥強健J'道是正朴棋倒く(羽泌)111将4険度)。

(:¥;tl"') Plank， Systematische DarsteIlung des cleutschen Strafverfahrens allf Grnncllage der nelleren Strafproze出 ordnllng sei t 1848 

(1857) A. Samuely， Zllr Lehre vor der Antragsdelicten， Gerichtssaal， Bd. 32 (1880) E. UIlmann， Lehrbuch d田 deutschen

Strafprozessrechts， (1893). S. 6ff. 

(;倒的) -\-!吋，~'，，::!' Winclscheicl， Die Actio cles r凸mischenCivilrechts， vom Standpunkt des helltigen Rechts， (1856) ders.， Die 

Actio. Abwehr gegen Dr. Theoclor Muther， (1857). 

Cmザ) 需E器量・ r<--í土I:!~ヰ!W~喜 Q橋健闘程 υ何百キJ ，<， 浴蜘」世f怪土足緩憎十 11 網く同fili(~\堕i O

o括的) Wach， Defensionspflicht uncl Klagrecht. Grunhuts Zeitschr. Bd. 6. S， 515ft， 593ft; ders. D巴rFeststellungsanspruch. Ein 

Beitrag zur Lehre vom Rechtsscht山 anspruch.，Winclscheid-Festgabe (Leibz.) . Sonderabdruck. (1889) ders. Der Rechtss・

chutzanspmch. ZZP. Bb. 32. S. 1ff. ; H巴Ilwig，Anspruch und Klagrecht. Beitrage zum burgerlichen und Zllm Prozesrecht， 

Fischers Abh. zum Privatrecht und Zivilprozes. Bd. 5， Heft1. (1900); ders.， Klagrecht und Klagm益glichkeit，Eine Aus-

ainandersetzung uber die Grundfragen d田 helltigenCivilprozessrechts (1950) ; Stein， Die Vuraussetzungen des Rechtsschut尻島

insbes， bei der Verurteilungsklage， Fitting-Festgabe. (1903). 

(組由) Rusenfeld， Der Reichts-Strafprozess， 4/5. Aufl.， (1912) A. Hegler， Zur SteIlllg der Gerichte im Strafverfahren， 

(
川
)
州

州

世

M

G

R

お



説

司自仲間
n
-
E
P
円
台
穴
問
一
回

E
5間切回《
H
N・
3
2
H
)
一
ζ
・∞
-
5ロ
切

Oロロ
C
F
E
O
間内出向
E
Z
2
7
Z
F口
百
四
四
仏
2

Z品
仏

a
f
r足
〈
O
B
刃
包
吉
田
・

2
r
E
S
E
-
v『
己
口
宮
、
同
り
ぬ
凹
丹
凹
nr『
同
『
片
『
此
円
〉
LC一
『
を
E
Y
∞仏・

ω・
2
2
5
・

〈
註

7
)

出
口
ニ

cdF
穴}山問。

E
d
L
C
ユ
Z
-・
開
宮
の
吋
ロ
ロ
牛
『
片
山
町
内
。

ι
2
〈

q
y同一
Z
F
a
g
N耳
目
n
y
g
司
ユ
〈
己
完
円
}
エ
ロ
ロ
L
司円
ON巾
m
p
N
N
H》・国内{・

ωH・(』由。
ω)
∞-

同
由
に
ご
り
a
s
r
o
-
r
'
巴
ロ
-
a
zロ
間
切
問
耳
目
四

E
L
C
H
H
2
}
2
2
5・
F

E
ロ
m
m
N戸吋

BmH耳
目
。
ニ
。
口
、
H，Z
2
5
ι
q
白
山
町
2
5
ω
r
g
B
L
O
B
L
2
〉
ロ
司
a

roロロロロ
mmr一m
m
m
(同
∞
寸
寸
)
一
回
E
H
E
m
o
N
E
=
N
Z二
口
司
g
N
g
m
w
(
5
9
3
0角

ω可
2
門

u
r
R
《
】
ぬ
ロ
択
一
山
由
ぺ
ぬ
口

g
r四回門広間・

ω・同町『
-v
司
-
b
凹
N-
回巾伊丹同位四四

N己叶

、H，ro門戸。

L自
民
-
位
向
『
R
r
H
P
(同∞∞
C
)

・

(註

8
)
回

-
a
w
Eロ
m
H
o
n
Z
E
L
H
R
E
t
n
}百
円

R
q
g
z・
(HUNS-

(
註

9
)

』・。《
)-Lmnrロニ《
F
ζ
ロ
門
市
三
己

-mm
』戸百円

E
R
E
-
(河内口
Z
E
n
r己
8
2胃
2
7
5
ι
印
可
ロ
{
z
n
Z
)
・
出
ι
Z
2
E明
白
石
・

2
2日
)

U

【

Em--Ndと
E
∞
包
ゴ
肝
仲
間
百

Nロ
ヨ
ヨ
三
。
コ
ぬ
こ

E
N
2
一」
5
2
N
Z
n
z
-
∞『
E
E
q
'
Hりg
Z円買・

(
S
E
)
ゴ
ー
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
権
利
保
護
請
求
権
説
を
発
展
さ
せ
て
、
「
実
体
的

司
法
法
」
な
る
観
念
を
定
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
国
家
に
対
す
る
権
利
保
護
請
求
権
に
関
す
る
法
規
の
全
体

(Er£
ユ
ロ
仏
2
ι
g
河内
nyzmny三
N守

口
名
門
5
7
間内
m
g
L
g
m
g三
宮
片
足
{
{
n
E
g
H
N
2
7
2
&式
。
)
」
を
も
っ
て
実
体
的
司
法
法
と
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
実
体
私
法
あ
る
い
は
実
体
刑
法
自

体
を
怠
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
コ
ー
ル
ト
シ
ユ
ミ
ツ
!
の
忠
実
な
祖
述
者
で
あ
る
ニ

l
ゼ
か
ら
さ
え
も
、
「
無
用
な
誤
っ
た
構
成
で
あ
る
」
と
し
て

批
判
を
受
け
て
い
る

(
Z
5
p
ロ
D
2高
F
E
E
5
5一
r
p
s。
B
E
E
r
-
M
m
o
p
ω
・
さ
印
)
。
な
お
、
実
体
的
司
法
法
に
対
す
る
批
判
は

m
E
g
r
q
m
-

戸
市
「
手
z
n
r
ι
2
《
伊
豆
閉
め

r
n
D
N
Z二
宮
D
N
2
2
2
2
7
F
T〉
丘
一
P
問
。
・
活
。
・
参
照
。

(
註
叩
)
句
『
CNO民

ω
-
m
H
N
2
Z乙
問
問
。

(
S
N印
)
特
に

ω・
叶
∞
『
『
J

E∞
ロ
J
N
E
¥
N白
日
い
吋

N
〉
EHd-ZUH。
訴
訟
状
態
説
、
し
た
が
っ
て
そ
の
訴
訟
的
法
観
祭
方

法
の
見
地
か
ら
は
、
従
来
訴
訟
上
の
権
利
義
務
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
多
く
は
単
な
る
「
見
込
み
」
と
「
負
担
」
の
関
係
に
す
ぎ
な
い
。
僅
か
に

彼
の
い
わ
ゆ
る
閏
家
の
司
法
許
与
義
務

(F切に
N

間内耳酌

7
2口出凹
MEFロ
Z)
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
私
人
の
国
家
に
対
す
る
司
法
許
与
請
求
権
と
に
権
利

性
を
承
認
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
実
体
法
的
考
察
に
服
す
べ
き
実
体
国
法
上
の
範
隠
と
し
て
訴
訟
外
に
排
除
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
訴

権
説
が
権
利
保
護
請
求
権
を
訴
訟
前
、
訴
訟
外
の
権
利
と
し
な
が
ら
、
結
局
具
体
的
な
勝
訴
判
決
請
求
権
と
構
成
し
て
訴
訟
内
に
取
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
の
に
対
し
て
権
利
保
護
請
求
権
と
根
拠
を
同
じ
く
す
る
司
法
許
与
請
求
権
を
訴
訟
状
態
説
に
よ
っ
て
、
訴
訟
外
の
実
体
国
法
上
の
権
利
と
み
、
他
方
、

初
期
の
無
内
容
な
抽
象
的
訴
権
説
に
対
し
そ
れ
に
内
容
を
与
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
註
日
)
回
一
口
内
出
口
問
-
Z
E
P
R
Y
L
2
m
q
p同門
2
7
2・回
L
-
F
(同∞∞印)・

(
註
ロ
)
回
己
百
四
・

0
2
2
0
7
2
刀
O
W
E
Sロ
え
間
同
CNO自
z
n
Z
2
2∞
)ω
・
山
コ
コ
・
な
お
、
団
藤
教
授
は
へ

l
リ
ン
グ
が
単
に
「
手
続
」
と
い
っ
て
い
る
が
「
突

J命
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(三〉

体
的
審
判
」
の
観
念
に
お
き
か
え
る
の
が
正
当
で
あ
る
と
し
(
交
錯
、
一

O
凶
頁
註
臼
)
、
「
か
れ
(
ベ

l
リ

γ
グ
)
に
よ
れ
ば
、
『
刑
事
訴
権
は
刑
罰

の
受
d
b

に
向
け
ら
れ
る
1
b

の
で
も
な
け
れ
ば
裁
判
所
の
有
罪
を
号
一
回
い
液
す
活
動
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
そ
れ
は
訴
訟
の
対
象
に
つ
い
て
の
裁

判
所
の
裁
判
を
目
的
と
し
て
規
定
ど
お
り
に
手
続
を
遂
行
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
刑
事
訴
権
の
効
果
と
し
て
、
国
家

は
裁
判
所
の
資
格
に
お
い
て
訴
追
者
に
対
し
被
告
人
が
可
罰
的
か
ど
う
か
を
審
理
し
返
答
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
権
利
は
有
罪
で
あ
る
と
無
罪
で
あ

る
と
を
問
わ
ず
実
体
的
審
理
お
よ
び
実
体
的
判
決
じ
た
い
に
よ
っ
て
満
足
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
』
o

か
よ
う
な
実
体
的
審
判
請
求
権
説
は
正
当
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
を
わ
が
刑
事
訴
訟
法
に
即
し
て
考
え
る
と
き
は
、
免
訴
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
公
訴
権
の
浬
論
構
成
に

さ
ら
に
一
段
の
工
夫
を
必
要
と
す
る
」
(
交
錯
二
一

O
頁
)
と
し
て
、
そ
の
公
訴
権
論
を
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
註
児

)
m
E
5
J
の
E
E
一hNmg
仏

2
T
S
N
g
m
z
n
r
H♂

N-K戸=ご・(】申
NU)ω
・
印
凶
品
『
『
-
L
q
T
〉
ご
向
。
ョ
2
3
0
司
S
N何
回
話
口

}=ω
一L
w
E
(】由一出
)
m
H
O
『『・

(
註
叫
)
戦
後
の
わ
が
民
事
訴
訟
に
お
け
る
現
状
ば
、
ブ
ラ
イ
の
本
案
判
決
請
求
権
が
、
兼
子
博
士
に
よ
っ
て
「
紛
争
解
決
請
求
権
」
と
意
味
づ
け
ら
れ
て
、

定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。
(
な
お
兼
子
「
民
事
訴
訟
の
出
発
点
に
立
返
っ
て
」
法
協
六
五
巻
二
号
二

O
頁
以
下
、
問
、
「
実
体
法
と
訴
訟
法
」
一

O
一

頁
以
下
参
照
)
。

(
詮
日
)
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
タ

(
m
g
g
r
q
m
-
H
k
o
y号
5
7・
デ
〉
丘
一
・
・
申

N
H円

ω出
)
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
裁
判
所
は
訴
訟
を
営
む
(
初
日
宮
名
ご
ぬ
間
四

Nロ

昨
日
出
口
)
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
事
者
は
そ
れ
に
つ
き
権
利
を
、
す
な
わ
ち
司
法
行
為
請
求
権
(
〉
E
胃
5
7
2『
河
内
n
E
4
2
0問
。
)
あ
る
い

は
司
法
許
与
請
求
権

(
E
h
T
2
-
N問。毛
ω
r
E口
問
)
あ
る
い
は
簡
単
に
司
法
請
求
権

C
E己
E
E胃
E
r
)
と
称
し
得
る
権
利
を
有
し
て
い
る
」
と
。

ニ
キ
ツ
シ
ユ
は
「
訴
訟
の
遂
行
を
求
め
る

(ω
三
ロ
ロ
R
r『
t
r
E口問

L
2
-
M
E
N
a
m
g
)
ま
た
法
律
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
こ
と
を
求
め
る
(
戸
口
問
問
ユ
ロ
a

m
g
g
C
2
2
-
E
n
y
y向
山
白
岡
山

σ
O
L
2
0
2
2
N
m
w
)
個
人
の
請
求
権
に
つ
い
て
論
じ
、
こ
の
請
求
権
を
も
っ
て
「
訴
権
(
百

ω四
2
2
T
)
」

と

称

す

る

(
Z
H
W
2
y
F巾
『
司

FEnr-N
〉
戸
『
一
-
明

N〈)。

ザ
ア
ク
ス
は

(
ω
z・
0
E
C
Z
F
n
r己問。

ω
R
r
z
z
-
f
N
N司
・
∞
L・
ミ
・
∞
-
M
H
h
h・
)
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
実
体
法
に
内
在
す
る
権
利
保

護
請
求
権
の
ま
た
コ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
さ
ら
に
展
開
さ
れ
た
実
体
的
司
法
法
の
構
成
を
も
っ
て
し
て
は
実
体
法
と
訴
訟
法
と
の
聞
に
架
橋

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
両
者
を
架
橋
す
る
も
の
は

ν
ヒ
ッ
・
ゲ
ノ
ツ
セ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
司
法
許
与
請
求
権
(
〉
E
胃
E
r
』
色
白

河
再

r
z同
E
D
E
E
阻
止
し
『
巳
丘
町
向
。
宅
釦
「
『
ロ
ロ
間
)
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
国
家
の
履
行
で
あ
る
。
け
だ
し
、
国
家
は
司
法
許
与
の
顧
慮
(
〉

E
。.

T
E
m
ι
q
T
2
H
N町内三由
r
z口
問
)
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

(ω
・
お
)

0

「
し
か
し
、
こ
の
請
求
権
は
実
体
ハ
民
・
刑
〉
法
そ
れ
自
体
の

な
か
に
そ
の
根
拠
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
確
証
(
伊
宅
U
H
r
E
m
)
が
具
体
的
訴
訟
で
は
問
願
と
な
る
が
、
こ
の
請
求
権
は
、
そ
の
実
体
法
の

北法19(2・129)355 
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説

訴
訟
的
観
点
に
お
け
る

H

別
の
側
聞
μ

で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
司
法
許
与
に
対
す
る
国
家
の
義
務
の
一
一
袋
面
(
の
め
間

2
8
-
Z
L
2
丸
山
主

-Hnr口
問

Z
Z
-

m玄一
a
o
N
C『

』

5ZNmσ
司
釦
}
同
口
口
問
)
な
の
で
あ
り
、
懲
戒
的
、
民
事
的
・
刑
事
的
そ
し
て
憲
法
的
性
質
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」

(m-
お
)
。
「
人
は
、
こ
の
誘
求
権
に
対
し
て

H

権
利
保
護
請
求
権
"
と
称
し
よ
う
と
思
え
ば
称
し
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
そ
れ
は
あ
る

自
明
の
理
の
言
い
換
え

(
C
E
R
K
E
r
g間
企
口
気
回

E
g若
mZZFH)、
す
な
わ
ち
自
明
な
、
国
家
法
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
、
法
共
同
体
に
属
す
る

す
べ
て
の
人
の
有
す
る
司
法
許
与
を
求
め
る

H

請
求
権
μ

の
言
い
換
え
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(ω
・
お
)
と
。

(

註

日

山

)

ハ

l
プ
シ
ヤ
イ
ト
(
出

ω
g
n
y
o
F
p
u
q
〉
日
官
三
}
岡
山
正
月
再

r
Z
1
r
m
p
N
N司
Jωι
・
ミ
・

ω・
5
∞
ロ
・
)
は
、
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
司
法
行
為
請
求

権
に
対
し
て
、
「
し
か
し
、
国
家
が
こ
の
"
請
求
権
“
の
実
現
を
拒
ん
だ
場
合
に
と
ら
れ
得
ベ
き
道
に
つ
い
て
は
答
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
司
法
許
与

を
求
め
る
公
法
的
請
求
権
の
存
在
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
道
は
存
在
し
な
け
れ
、
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
律
に
従
っ
て
訴
訟
手
続
を
進
め
る

こ
と
を
国
家
に
強
制
す
る
可
能
性
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(ω
・
3
8
と
し
、
同
様
に
ニ
キ
ツ
シ
ユ
の

H

訴
権
μ

も
「
い
か
に
裁
判
官
を
し
て

訴
を
げ
受
理

(ENロ
ロ
各
自

g了
さ
せ
得
る
の
か
、
そ
の
方
途
に
つ
い
て
は
何
ら
示
し
て
は
い
な
い
」

3
・
5
3
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
そ
の
実
現
を
拒

絶
す
る
、
国
家
に
対
抗
し
て
そ
れ
を
訴
訟
手
続
に
訴
え
て

(
M
g
o
q
E
r
g三
認
。
)
貫
徹
す
る
権
能
を
も
た
な
い
主
観
的
権
利
と
い
う
も
の
は
ま
さ
に
ナ

ン
セ
ン
ス

(
C
E
E
m
)
で
あ
る
」

3
・
3
3
と
き
め
つ
け
、
原
告
に
与
え
ら
れ
る
訴
を
提
起
す
る
権
能
を
次
の
よ
う
に
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
私
的
諮

利
益
の
抗
争
を
平
滑
に
す
る
た
め
に
国
家
は
民
事
訴
訟
を
用
立
て
る
。
し
か
し
、
国
家
は
、
原
告
が
国
家
に
対
し
て
権
利
保
護
請
求
権
説
の
い
う
意
味

で
の
権
利
保
護
請
求
権
を
有
す
る
が
故
に
民
事
訴
訟
を
設
け
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
の
助
け
を
か
り
で
私
的
利
益
の
対
立
を
調
整

し
も
っ
て
動
揺
し
た
法
的
平
和
の
回
復
(
牛
耳

q
2
r
E円
芯
ユ
目
白
河
宮

E
A
2
a
g
毛
日
合
岳
民
N
E
Zご
巾
口
)
を
は
か
る
こ
と
が
国
家
の
基
本
的
な
責
務
で

あ
る
が
故
に
そ
れ
を
な
す
の
で
あ
る
。
国
家
は
し
た
が
っ
て
個
人
の
た
め
に
活
動
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
国
家
の
行
為
は
、
む
し
ろ
、
法
的

平
和
と
法
的
安
定
性
の
回
復
と
維
持
(
去
作
者
広
斥
同

7
2
m
E
F問
C
E
何
与
乙

g
ロ
担
〈
g
m
R
E
Kユ
&
g
g
L
岡
山

2
7
H
g
w
Z
P
Z
H
)
と
が
何
に
も

ま
し
て
第
一
に
問
題
と
な
る
一
般
利
益

2
2
2
0
2
0
仏
司
〉
ご
問
自
己
巴
ロ
「
色
丹
)
に
命
令
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」

(ω
・
5
H
F
S
N
)
。
「
く
り
か
え
し
て

い
う
な
ら
、
国
家
は
国
家
に
与
え
ら
れ
た
文
化
使
命
(
民
乙

Z
E
C『
官
宮
)
を
果
す
た
め
に
こ
そ
そ
の
権
利
保
護
体
系
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。
個
人
が

そ
の
ひ
と
り
よ
が
り
の
(
〈
2
5
2ロ
ユ
片
「
)
権
利
を
無
理
や
り
貫
徹
し
よ
う
と
し
て
以
っ
て
国
家
秩
序
を
危
険
に
さ
ら
す
事
態
の
起
る
こ
と
を
国
家
は
阻

止
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
悶
家
に
訴
訟
法
の
諸
規
範
の
な
か
に
合
同
L
S
Z
2
B
g
L
g
ぐ
q
p
r足
5
2口
rz)
客
観
法

(
O
E内
町
内
守

aHN丹
rB)

を
定
立
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
故
に
、
同
家
は
訴
訟
の
諸
々
の
権
利
保
護
保
障
(
見

2
r
g
R
7
2
H
N
m
R
Eご
g
L
2
句

S
N
2耳
必
)
を
創
造
し

た
の
で
あ
る
。
個
々
の
国
民
は
、
そ
の
倒
人
的
利
益
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
の
制
度
か
ら
己
れ
の
利
益
を
創
刊
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

言命

北法19(2・130)356 



(二〉

か
な
こ
と
で
あ
る
。
他
の
国
民
が
あ
る
国
民
と
げ
そ
の
権
利
μ

を
争
っ
て
い
る
な
ら
ば
裁
判
所
へ
の
道
は
彼
に
聞
か
れ
て
い
る
。
彼
は
訴
を
提
起
し
判

決
を
得
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
彼
が
主
観
的
公
権
を
国
家
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
が
故
に
で
は
な
い
。
ま
た
彼
が

H

彼
の
権
利
保
護
請
求
権
μ

を
主
張
す
る
が
放
に
な
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
何
故
か
と
い
え
ば
、
客
観
法
に
よ
っ
て
彼
に
と
っ
て
有
利
な
法
律
状
態

(巳ロ
σ
冨
円
子

E
m
z
E
t向
。
見

2
一見

m
F向
。
)
が
生
み
出
さ
れ
、
彼
は

H客
観
法
の
反
射
的
効
果
(
刷
耐
え
一
定
さ
『
r
g
m
L
g
q
z
m
r
z〈
g
同

2
r
z
)
H
を

通
し
て
、
そ
の
有
利
な
法
律
状
態
の
分
け
前
を
共
に
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
原
告
に
与
え
ら
れ
た
訴
を
提
起
す
る
権
能
は
、
か
く
の
ご
と
く
理

解
さ
れ
ね
、
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
別
様
に
は
理
解
さ
れ
得
、
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
」

(ω
・
5
S
、
と
。

(
註
灯
)
な
お
、
訴
訟
の
許
与
を
求
め
る
国
民
の
権
能
を
実
体
国
法
、
す
な
わ
ち
ボ

Y

基
本
法
一

O
三
条
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
也
の
に
、
前
掲
ハ

ー
プ
シ
ヤ
イ
ト
の
論
文
の
他
に
、
同
~
口
同

N
F
E子
〉
ロ
mHM吋

z
n
r
E『同
m
n
E一
z
r
g
C巾
rc♂
〉
円

n
r
z
『
ロ
円
門
戸
〈
ニ

z
t
m
n一戸市セ
E
M
Y
E
U
回
E
三・}山内【【

印
(
】
由
巳
)ω
・
ωmwh酔『『山岡
μ
2
0『
r
R
n
r
p
N己ロ
ε
〉
5
日}門戸口}戸

ω戸
{
z
n
F己
目
円
}
耳
目
。
巾
}HC円
J
N
N
-
y・回
L・
斗
∞
-
∞
、
同
町
同
・

(HmX山
印
)
が
あ
る
。

(
註
日
目
)
エ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
教
科
書

R
r
-
m
n
r
E
F
L
f
円
、
子
長
D
2
5
8
Z♂
Z
F
∞、

Z
F
由、

Z
?
g
L
5
N
)
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
引
用
す
れ
ば
、
「
司
法
は

国
家
の
諸
目
的
し
た
が
っ
て
そ
の
諸
々
の
責
務
(
〉
三
岡
山
『
刊
)
の
一
部
を
な
す
。
責
務
は
何
よ
り
も
義
務
を
含
む
。
国
家
に
よ
る

n
司
法
独
占
(
Y
向
2
0」
c-

E
『
L
Z
刀
2
7
Z玄
一
品
巾
)
に
よ
り
国
家
の
司
法
許
与
の
義
務

(
2
t
n
Z
L
g
∞
Z
三
2

2吋

b
E
R問。
z
w
r
Eロ
間
)
が
実
体
国
法
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ

た
。
こ
の
国
家
法
的
司
法
許
与
義
務
の
上
に
、
国
家
の
司
法
機
関
を
用
立
て
る
義
務
、
ま
た
手
続
の
過
程
を

H

真
実
と
正
義
μ

と
い
う
二
重
の
目
的
を

も
っ
て
規
制
す
る
義
務
法
基
づ
く
。
国
家
法
的
司
法
許
与
義
務
は
、
個
人
に
対
し
て
は
司
法
許
与
義
務
を
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
だ
形
式
に
従
っ
て
緩
行

し
な
け
れ
、
ば
な
ら
な
い
国
家
の
定
立
し
た
司
法
機
関
の
義
務
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
げ
司
法
許
与
請
求
権
(
〉

5-vHZ円
}M
白
え

]ZmFFNmozmwrEHdm)μ

は
諮
ら
れ
う
る
。
そ
れ
ば
、
国
家
法
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
側
か
ら
み
れ
ポ
、
市
民
た
る
身
分
か
ら
の
流
出

物
(
〉

5
Z
Z
P
L
g
ω
Z
E
ω
E
i
r
z
u
)
で
あ
る
。
ニ
の
国
家
の
司
法
許
与
義
務
は
、
民
事
訴
訟
の
、
同
様
に
刑
事
訴
訟
法
の
、
つ
ま
り
訴
訟
法
の
蕊

礎
な
の
で
あ
る
。
国
家
の
可
法
許
与
義
務
か
ら
導
か
れ
る
民
家
司
法
機
関
(
裁
判
所
、
検
察
官
、
執
行
機
関
)
の
個
々
の
義
務
は
手
続
お
よ
び
そ
の
手

続
の
遂
行
の
た
め
の
そ
の
意
味
の
な
か
に
し
ば
し
ば
見
い
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
義
務
は
常
に

実
体
(
国
家
)
法
的

(
H
E
Z司
王
ア
(
凹
Z
三
千
円
。

nr乙
Rr)
性
格
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
特
殊
訴
訟
法
的
(
毛

m
N
5
2
r
司

S
N
σ
F
2
7・

己
目
口
}
】
)
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、
極
め
て
密
緩
に
、
司
法
と
し
て
の
司
法
に
関
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た

何
人
の
人
権
お
よ
び
自
由
の
領
域
の
憲
法
上
の
諸
規
定
と
関
係
す
る
弘
の
で
あ
る
」
と
。

な
お
、

z
g
r。
f
T
z
r
q
p
r
2
5
5円
吉
(
同
由
日
日
)ω
・日・

ω・申門戸一
Z
M
2
P
U
G
-唱。
}
{
E
L
a
P
E
-
-
r
H》

3
N
Oロ
7
2
E
5
4湾問】(回申印。)・

ω
-
g
¥き
参
照
。

ロ一戸

-
F
F
H
E仏戸、

F己
肖

r
c
E
-
E丘町、

Z
『・

H
S・
〉
口
口
了

H
N
f
z
g
r
m
r
p
F
r
c・∞
-
N
g・
〉

=
5・
N
U
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説

(
注
却
)
団
帳
・
前
掲
(
交
錯
)
一
一
一
一
一
頁
以
下
。
小
野
・
「
日
本
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
低
学
の
発
展
」
法
学
新
報
六
六
巻
五
号
二
良
以
下
参
照
。

(
註
M

4

)

小
野
・
「
公
訴
権
の
理
論
」
法
学
士
山
林
二
五
巻
(
大
正
二
一
)
一
号
、
宮
本
・
「
公
訴
権
の
観
念
」
法
学
論
双
一
七
巻
(
昭
一
一
)
四
号
、
小
野
・
「
公

訴
権
に
つ
い
て
」
法
協
四
五
巻
(
昭
一
一
)
五
号
、
宮
本
・
「
再
び
公
訴
権
に
つ
い
て
」
法
学
論
双
一
八
巻
(
昭
一
一
)
一
号
、
小
野
・
「
再
び
公
訴
権
に
付

て
宮
本
教
授
に
答
ふ
」
法
協
四
五
巻
(
昭
一
一
)
九
号
、
等
。

〈
註
勾
)
回
藤
・
綱
要
六
訂
版
(
昭
和
三
三
年
)
二
ニ
八
一
良
。

(
註
お
)
支
持
す
る
見
解
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
宮
崎
・
「
訴
訟
条
件
」
刑
事
法
講
座
五
巻
(
昭
二
八
)
一

O
二
七
頁
以
下
、
な
お
、
理
由
は
若
干
ち
が
う

が
同
じ
く
公
訴
権
の
無
用
を
説
く
も
の
に
青
柳
・
新
訂
刑
事
訴
訟
法
通
論
(
昭
一
-
一
七
)
一
二
五
頁
以
下
。
批
判
的
立
場
を
と
る
も
の
に
た
と
え
ば
滋

族
・
「
刑
事
訴
訟
と
応
訴
権
」
(
中
村
還
暦
祝
賀
論
集
)
訴
訟
法
学
と
実
体
法
学
(
昭
三

O
)
二
五
三
頁
。
井
上
・
全
訂
刑
事
訴
訟
法
原
論
(
昭
二
七
)

九
四
頁
以
下
。
平
場
・
改
訂
刑
事
訴
訟
法
講
義
(
昭
二
九
)
一
四
二
一
頁
以
下
。
内
田
・
「
公
訴
権
理
論
の
一
考
察
」
(
前
掲
中
村
還
暦
訴
訟
法
学
と
実
体

法
学
)
二
六

O
頁
以
下
。
高
田
・
「
公
訴
権
理
論
の
反
省
」
木
村
還
暦
祝
賀
、
刑
事
法
学
の
基
本
間
願
、
下
(
昭
一
二
三
)
八
八
一
頁
以
下
。

号ム
d日

検
察
官
が
被
告
人
に
対
し
て
自
己
に
帰
属
す
る
だ
ろ
う
刑
罰
権
を
主
張
し
、
執
行
の
債
務
名
義
を
得
る
た
め
に
は
刑
事
訴
訟
制
度
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
の
実
体
裁
判
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
刑
事
訴
訟
制
度
は
、
裁
判
所
に
自
か

3 ら
事
件
を
探
さ
せ
裁
判
さ
せ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
裁
判
所
の
機
能
は
検
察
官
の
公
訴
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
開
始
さ
れ
る
に
す
ぎ

F
A
R

、0

4

d

l
し
V

公
訴
権
論
は
、
そ
も
そ
も
、
検
察
官
が
市
民
を
捉
え
て
裁
判
所
に
何
故
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

ろ
う
o

何
故
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
国
家
が
白
か
ら
設
け
た
刑
事
訴
訟
制
度
を
何
故
利
用
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、

つ
ま
り
何
故
に
そ
れ
を

と
こ
ろ
で
、

を
問
う
た
も
の
で
あ

利、こ
用、と
す、が
る、で
こ、き
と、る
カいカ込
で、と
き、 L、
な、う

の、と
か、で
、ぁ
。
カ三

同
時
に
そ
れ
は
、

ま
た
、

何
故
に
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
、

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

刑
事
訴
訟
制
度
の
存
在
理
由
あ
る
い
は

と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目
的
と
国
家

(
U
検
察
官
)
の
そ
の
利
用
目
的
と
を
い
か
に
相
関
さ
せ
る
か
に
か
か
わ
る
o

八
ム
訴
権
の
も
つ
意
味
は
、

そ
し
て
、

そ
の
相

関
点
に
お
い
て
見
い
出
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
o

北法19(2・132)358 



刑
罰
権
の
保
護
に
刑
事
訴
訟
制
度
の
目
的
と
国
家
1
検
察
官
の
そ
の
利
用
目
的
と
の
一
致
点

を
求
め
た
と
い
え
る
o

す
な
わ
ち
、
権
利
保
護
要
件
と
し
て
訴
訟
外
の
国
家
刑
罰
権
の
存
在
を
前
提
に
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
判
決
を

請
求
す
る
公
訴
権
を
認
め
る
点
で
、

4 

有
罪
判
決
請
求
権
説
は
、

(
実
体
的
〉

そ
れ
は
実
体
的
公
訴
権
を
脱
却
す
る
も
の
で
な
く
、
国
家
日
検
察
官
の
刑
法
上
の
義
務
違
反
者
に
対

す
る
刑
罰
請
求
権
を
、
権
利
保
護
義
務
を
負
う
裁
判
所
に
向
け
変
え
た
だ
け
で
あ
る
o

し
か
し
、

刑
事
訴
訟
制
度
の
存
在
理
由
、
か
刑
罰
権

の
保
護
の
た
め
に
あ
る
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
は
既
に
上
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

5 

有
罪
判
決
請
求
権
説
に
反
対
す
る
論
者
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、
訴
一
訟
の
目
的
を
実
体
刑
法
の
実
現
あ
る
い
は
確
証
あ
る
い
は
ま
た
維

持

し
た
が
っ
て
真
実
の
発
見
に
求
め
る
o

そ
れ
は
、
既
に
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
裁
判
所
と
検
察
官
と
の
利
益
的
基
礎
の
同
一
性
を

両
者
の
関
係
は
同
一
平
面
に
お
け
る
単
に
事
務
引
継
の
関
係
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
公
訴
権
な
る
も
の
を
認
め
よ

是
認
し
、

う
と
す
れ
ば
、

い
か
な
る
場
合
に
公
訴
権
が
認
め
ら
れ
る
の
か
(
H
H
公
訴
権
要
件
あ
る
い
は
条
件
)
の
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か

し
、
裁
判
所
と
検
察
官
の
関
係
を
そ
の
よ
う
に
み
る
限
り
、

公
訴
権
を
実
体
判
決
請
求
権
と
解
し
よ
う
と
あ
る
い
は
実
体
審
理
請
求
権
と

解
し
よ
う
と
、

と
く
に
公
訴
権
を
別
に
独
立
し
て
論
じ
る
必
要
は
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
実
体
判
決
あ
る
い
は
実
体
審
理
を
す
る
に
は

い
か
な
る
条
件
が
あ
れ
ば
良
い
か
を
専
ら
裁
判
所
の
側
か
ら
み
る
だ
け
で
事
足
り
る
か
ら
で
あ
る
o

団
藤
教
授
が
、

公
訴
権
を
実
体
審
判

請
求
権
と
解
し
、
実
体
審
判
を
行
う
条
件
を
訴
訟
条
件
と
し
て
、
訴
訟
条
件
と
公
訴
権
要
件
と
の
対
応
関
係
を
は
っ
き
り
打
出
し
て
、
公

〈二〉

訴
権
論
を
訴
訟
条
件
論
の
中
に
解
消
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
の
は
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
(
し
か
し
そ
の
意
味
に
お
い
て
だ
け
)

正
し
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

最
近
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
科
書
が
い
ず
れ
も
刑
事
訴
権

(
ω
R
m
A
E
主
2
2
7
3
を
無
視
し
、

ゴヒ法19(2・133)359

公利の訴益

あ
る

い
は
ベ
i
リ

γ
グ
の
説
い
た
広
義
の
訴
訟
条
件

(
p
g
$
5
5
5
2
2ロ
m
g
E
毛
色

5
2
ω
百
五
と
刑
事
訴
権
(
1
訴
追
)
条
似

(ωgEE拘
2
3
E
7
3門主主
E
B〕
〈

2
2
3
5
-
3
)
(長
ith認
刊
許
諾
一
抗
日
目
立
市
内
L

轄
庁
川
町
認
誌
民
団
坊
は
問
時
制
)

(
U
F
E
2〉

と
の
区
別
を
実
益
の
な
い
不
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
ま
た
同
様
に
、
上
述
の
意
味
に
お
い
て
は
誤
つ
て
は
い
な
い
と
い
え
る



説

の
で
あ
る
o

論

(註
1
)

ベ
l
リ
ン
グ
は
、
「
全
体
と
し
て
の
訴
訟
」
(
狭
義
の
訴
訟
手
続
、
す
な
わ
ち
、
倍
々
の
訴
訟
行
為
を
捨
象
し
て
、
公
訴
徒
起
行
為
に
対
し
て
裁
判
所

が
判
断
を
下
す
基
本
的
関
係
と
訴
訟
の
客
体
と
を
合
せ
た
概
念
)
に
つ
い
て
も
合
法
令
耳
r
z
E
μ
空
間
)
違
法
(
Z
n
r
g
Z
M
L
コ
間
)
の
評
価
が
な
さ
れ
う

る
も
の
と
し
、
刑
事
訴
追

(
U
H
国
家
の
刑
法
保
護
活
動
)
を
適
法
な
ら
し
め
る
条
件
、
換
言
す
れ
ば
刑
事
訴
訟
手
続
の
許
容
性
(
N
三
宮
丘
四
r
m
F
L
2

T

E
守
q
p
r
z
g
)
の
条
件
と
し
て
訴
追
条
件
(
〈
負
『
c
k
z
z
担
任
命
品
目
口
問
ロ
ロ
m
g
)
な
る
も
の
を
説
く
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
刑
事
訴
権
(
ω
口
止
r
F悶
q
R
Z
)

と
関
連
せ
し
め
、
刑
事
訴
権
は
す
べ
て
の
他
の
訴
追
条
件
を
具
備
し
た
訴
の
提
起
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
広
義
の
訴
訟
条

件
と
名
づ
け
ら
れ
る
9
2
N
島〈
2
2
目
立
さ
口
問
g
p
g
垣
内
回
片
巾
完
コ
ω
5
2
Hヌ
F
m
m〈D
片
山
口
盟
浮
き
コ
四
ヨ
十
也
ヨ
ユ
5
7
2
〈
2
F
-
m
戸
口
問
ω
r
a
E
m
E
M
問
。
=
)
。

こ
の
広
義
の
訴
訟
条
件
は
更
に
、
一
般
的
に
原
告
の
刑
事
訴
権
を
潟
足
せ
し
め
る
条
件
(
抽
象
的
な
条
件
)
と
、
個
々
の
訴
訟
に
つ
い
て
こ
れ
を
満

足
せ
し
め
る
条
件
ハ
具
体
的
な
条
件
)
と
に
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
前
者
を
狭
義
の
訴
訟
条
件
(
T
B
N
急
〈
G
E
C
E
2
2
3
m
g
F
E
虫
記
2
3
ω
5
2
)

後
者
を
狭
義
の
刑
事
訴
権
条
件
(
∞
可
弘
主
お
2
2
2
E
2
2
ロ
間
2
2
2由
2
2
ω
5
5
)
と
す
る
。
(
F
-
E
m
・
p
-
F
O
e
-
ω
・
∞
N
F
特
に
ω
・

5
0
¥
さ
日
)

な
お
、
ケ
ル
ン
(
問
R
p
g
g
F
R
F
F
5
5
2
n
z
-
h
日
〉
丘
一
・
・

5
印
少

ω・叶
m
w
h
{

・
)
は
、
べ

1

リ
ン
グ
の
体
系
を
い
わ
ば
単
純
化
し
て
採
り
入
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
広
義
の
訴
訟
条
件
を
広
義
の
訴
訟
条
件
と
刑
事
訴
権
条
件
(
〈
ミ
吉
田
虫
N
g
m
巾
ロ
ι
2
2
3
p
r岡
市
門

2
7
H
ω
)
に
区
分
す
る
。

〔註
2
)

エ

l

・
シ
ュ
、
ミ
ッ
ト
は
「
こ
の
区
別
の
実
益
性
と
必
要
性
(
司
月
Z
Z
長
巴
門
戸
口
仏
Z
c
z
g
缶
四
宮
互
に
は
疑
問
が
あ
る
」
と
し
、
ヶ
ル
ン
の
区
別
も

理
解
で
き
な
い
と
し
、
「
特
殊
訴
訟
的
範
時
と
し
て
の
刑
事
訴
権
を
私
は
否
定
す
る
。
そ
れ
は
権
利
保
護
請
求
権
の
一
つ
の
変
種
(
2
=
ω
宮
内
一
日
ご
に
す

ぎ
な
い
」
と
い
う
(
開
r
-
m
n
r
E
z
y
p
・
p
・
。
・
2
吋
・

5mY
〉
=
2
・
】
N
r
)
。
ま
た
、
ヘ
ン
ケ
ル
は
、
ベ

i
u
ン
グ
の
そ
の
区
別
は
「
笑
際
的
に
無
胤
で

あ
り
ま
た
迷
わ
す
も
の
で
あ
る
G
E
E
-
R
7
2
手
。
一
三
5
7
F
可
弓
E
r
s
L
)
」
ケ
ル
ン
の
そ
れ
も
「
彼
自
身
疑
問
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
も

の
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
(
巴
g
r
己
、

p
m
w・

c.、∞
-
M
∞
。
・
〉
日
出
-
M
)
。

刑
事
訴
訟
の
存
在
理
由
・
目
的
を
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
に
問
題
の
存
す
る
こ
と
は
上
に
お
い
て
詳
論
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
裁
判
所
と
検
察
官
と
の
利
益
的
基
礎
の
同
一
性
を
否
定
し
、
裁
判
所
〔
1
司
法
)
の
存
在
理
由
を
国

家

(
1
検
察
官
)
の
活
動
の
制
御
作
用
に
専
ら
求
め
、
裁
判
所
に
積
極
的
な
性
格
を
与
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
裁
判
所
の
作
用
の
制

御
機
能
の
徹
底
は
、
訴
訟
の
進
行
に
お
け
る
検
察
官
の
積
極
的
活
動
を
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
被
告
人
の
積
極
的
反
対
活
動
を
中
心
に
す

6 

し
か
し
、
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ぇ
、
そ
れ
を
重
視
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
検
察
官
は
単
に
、
犯
罪
の
嫌
疑
だ
け
を
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
(
被
告
人
に

向
け
ら
れ
て
い
る
)
刑
罰
権
の
要
求
を
(
裁
判
所
に
向
っ
て
)
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
懲
備
を
つ
く
し
た
主
張

(
2
5
r三
百
巾

}
凶
与
さ
玄
ロ
ロ
向
)
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
検
察
官
の
公
訴
は
、
裁
判
所
の
審
理
・
判
決
の
き
っ
か
け
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
、
専
ら

〈註
1
〉

検
察
官
に
属
す
る
決
定
権
に
基
づ
い
て
画
さ
れ
主
張
さ
れ
る
訴
訟
物

(
1
訴
因
)
の
証
明
の
有
無
と
そ
し
て
(
訴
因
が
証
明
さ
れ
れ
ば
〉

相
当
と
要
求
す
る
刑
罰
の
範
囲
の
当
否
の
判
断
の
請
求
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
o

他
方
、
裁
判
所
の
制
御
作
用

は
、
検
察
官
の
訴
因
の
立
証
活
動
に
対
し
て
の
み
な
ら
、
ず
、

そ
も
そ
も
訴
因
の
証
明
の
有
無
の
判
断
の
請
求
そ
れ
自
体
を
許
す

ま
さ
に
、

か
と
う
か
に
ま
ず
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
訴
因
の
有
無
の
証
明
を
許
す
か
い
な
か
と
い
う
こ
と
は
、
司
法
の
制
御
作
用
の

最
初
の
そ
し
て
最
も
重
要
な
内
容
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
公
訴
の
意
味
を
上
の
よ
う
に
解
す
る
限
り
、
す
な
わ

ち
、
訴
訟
物
の
範
囲
の
決
定
権
が
専
ら
検
察
官
に
あ
り
、
訴
訟
は
、
検
察
官
に
よ
っ
て
か
ノ
・
形
成
さ
れ
た
訴
訟
物
た
る
訴
因
の
証
明
の
有

無
の
判
断
の
請
求
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
検
察
官
と
被
告
人
と
の
聞
に
展
開
さ
れ
る
抗
争
の
上
に
、
追
行
さ
れ
、
そ
こ
に
お
け
る
裁
判
所
の

占
め
る
役
割
は
検
察
官
の
そ
の
公
訴
・
訴
追
活
動
に
対
す
る
制
御
を
な
す
も
の
に
し
か
す
ぎ
な
い
、

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ

ば
、
事
の
事
態
を
検
察
官
の
側
か
ら
考
察
す
る
こ
と
の
意
義
と
必
要
性
は
大
で
あ
ろ
う
。

(二)

そ
し
て
、
検
察
官
が
訴
因
に
つ
い
て
訴
訟
主
体
で
あ
る
が
故
に
有
す
る
彼
に
独
自
の
訴
訟
法
に
固
有
な
訴
訟
的
利
益
、
す
な
わ
ち
、
具

(註
2
〉

体
的
訴
訟
に
お
い
て
訴
因
を
設
定
し
こ
れ
を
訴
追
す
る
利
益
の
存
在
を
無
視
し
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
が
そ
の
利
益

公利の訴益

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

彼
の
訴
訟
法
上
の
権
利
と
し
て
と
ら
え
、

」
れ
を
公
訴
権
と
称
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

(註
l
)

審
判
の
対
象
を
公
訴
事
実
と
み
る
か
訴
因
と
み
る
か
で
、
公
訴
事
実
説
(
横
川
・
「
訴
因
と
審
判
の
範
囲
」
訴
因
に
関
す
る
研
究
一

O
七
頁
以
下
に

代
表
さ
れ
る
)
と
、
訴
因
説
(
平
野
・
「
訴
因
概
説
」
訴
因
に
関
す
る
研
究
一
頁
以
下
に
代
表
さ
れ
る
)
、
そ
し
て
ま
た
、
訴
因
を
現
実
的
審
判
の
対
象

北法19(2・135)361 



説

公
訴
事
実
を
潜
在
的
審
判
の
対
象
と
す
る
折
衷
説
(
回
藤
・
「
訴
因
に
つ
い
て
の
試
論
」
小
野
博
士
還
暦
記
念
、
刑
事
法
の
理
論
と
現
実
。
に
代
表
さ

れ
る
)
の
対
立
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
訴
因
説
が
正
当
で
あ
る
と
思
う
。
平
野
教
授
は
「
訴
因
は
そ
れ
に
つ
い
て
検
察
官
が
審
判
を

請
求
す
る
、
検
察
官
の
主
張
で
あ
る
」
(
法
律
学
全
集
、
一
三
一
頁
)
と
抽
象
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
公
訴
事
実
説
は
訴
因
を
被
告
人
の
防
御
の
た
め

の
便
宜
的
な
制
度
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
公
訴
提
起
は
、
裁
判
所
に
対
す
る
検
察
官
の
嫌
疑
の
伝
達
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
裁
判
所
は
こ
の
嫌
疑

を
受
け
つ
い
で
訴
因
に
注
意
し
つ
つ
、
公
訴
事
実
が
何
で
あ
る
の
か
、
の
探
究
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
、
訴
因
変
更
の
主

体
は
誰
れ
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も
見
解
の
対
立
は
直
接
的
に
現
わ
れ
て
く
る
。
公
訴
事
実
説
で
は
、
公
訴
提
起
後
の
訴
因
変
更
を
、
公
訴
事
実
に
つ

い
て
の
嫌
疑
の
変
化
、
つ
ま
り
裁
判
所
の
実
体
形
成
の
手
続
面
へ
の
反
映
と
し
て
理
解
す
る
(
横
川
・
「
審
判
の
範
囲
と
訴
因
及
び
公
訴
事
実
」
法
律

実
務
議
座
五
巻
八
三
二
具
以
下
、
回
藤
・
前
掲
論
文
一
頁
以
下
)
。
す
な
わ
ち
、
公
訴
事
実
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
認
識
が
検
察
官
の
認
識

(
U訴
因
)

と
相
違
し
、
そ
の
ま
ま
事
実
を
認
定
す
る
と
被
告
人
の
防
御
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
と
い
う
場
合
に
訴
因
変
更
が
必
要
と
な
る
と
考
え
、
し
た
が
っ
て
、

訴
因
変
更
の
主
体
は
、
裁
判
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
訴
因
説
に
立
て
ば
、
こ
れ
に
対
し
、
公
訴
事
実
に
対
す
る
検
察
官
の
認
識
が
変

化
し
た
と
き
に
訴
因
の
変
更
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
主
張
の
変
更
、
訴
の
変
更
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
主
体
は
検
察
官
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
た
だ
訴
因
説
に
立
て
ば
、
無
罪
は
、
訴
因
証
明
な
し
に
つ
き
る
答
で
あ
る
が
、
現
行
法
は
そ
の
法
三
三
六
条
前
段
に
て
「
被
告
事
件
が
罪

と
な
ら
な
い
と
き
」
と
い
う
無
罪
理
由
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
で
き
な
い
こ
と
の
難
点
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
井
上
教
授
も
正
当
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
「
検
察
官
が
証
明
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、
裁
判
所
が
あ
せ
っ
て
探
し
廻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
の
如
く
裁

判
所
と
検
察
官
を
一
心
同
体
と
考
え
て
い
る
誤
り
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
検
察
官
が
証
明
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
で
有
罪
で
あ
り
、
検
察
官
が
証
明

で
き
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
で
、
無
罪
で
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
か
に
有
罪
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
問
う
必
要
は
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
徹
底
し
得
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
」
(
刑
翁
訴
訟
法
の
論
点
、
昭
和
四

O
年
、
七
=
一
頁
)
。

(註
2
)

平
野
教
授
は
、
免
訴
の
性
質
を
説
明
さ
れ
る
に
当
り
、
↑
「
訴
因
に
内
在
す
る
訴
訟
追
行
の
可
能
性
な
い
し
利
益
」
と
い
う
ニ
と
を
述
べ
ら
れ
る
(
法

律
学
全
集
一
五
一
頁
)
、
ま
た
鴨
教
授
は
「
訴
訟
対
象
の
構
成
要
素
を
実
質
的
に
考
察
す
る
場
合
、
訴
訟
主
体
の
利
益
的
要
素
を
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
(
「
訴
訟
対
象
論
序
説
」
一
八
五
頁
)
と
し
て
、
「
訴
訟
対
象
に
は
、
一
定
の
可
罰
的
法
律
関
係
と
い
う
実
体
的
な
客
観
的
な
利
益
が
内
在
す

る
こ
と
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
実
体
的
な
客
観
的
な
利
益
を
訴
追
者
と
い
う
特
殊
者
の
地
位
に
お
い
て
把
握
し
追
行
す
る
と
い
う
訴
訟

法
的
な
主
観
的
な
利
援
が
内
在
寸
る
」
〈
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
概
念
」
刑
法
雑
誌
七
巻
二
・
ゴ
了
四
号
合
併
号
四
五
頁
)
と
す
る
o

そ
し
て
、

こ
の
訴
訟
法
的
な
利
益
関
係
の
考
察
の
上
に
立
っ
て
当
事
者
概
念
を
規
定
さ
れ
よ
う
と
す
る
。

Z命
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7 

公
訴
権
の
実
質
的
特
性
表
示
と
し
て
は
、

そ
れ
を
内
容
的
に
訴
訟
対
象
た
る
訴
因
を
設
定
し
こ
れ
を
訴
追
す
る
利
益
と
た
だ
関
連
づ

け
る
だ
け
で
は
、
未
だ
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
国
家
が
白
か
ら
設
け
た
刑
事
訴
訟
制
度
を
検
察
官
を
し
て
利
用
せ
し
め
る
、

り
検
察
官
は
な
ぜ
一
般
に
刑
事
訴
訟
制
度
を
利
用
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
は
与
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
個
々
の
具
体
的

訴
訟
に
お
い
て
何
故
に
検
察
官
は
刑
事
訴
訟
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
H

制
御
さ
れ
る
の
か
ー
と
い
う
こ
と
で
も
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
利
益
と
の
関
連
に
お
い
て
、

い
か
な
る
場
合
に
公
訴
権
は
認
め

ら
れ
な
い
の
か

(
H
そ
の
利
益
は
否
定
さ
れ
る
の
か
)
の
問
題
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

(註
1
」

な
権
利
と
し
て
だ
け
の
い
わ
ば
訴
訟
前
の
公
訴
権
を
問
題
に
す
る
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、

一
般
的
抽
象
的
な
制
度
的

」
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
個
々
の
訴
訟
に
お
い

て
検
察
官
が
そ
れ
を
利
用
す
る
と
い
う
い
わ
ば
検
察
官
の
具
体
的
な
訴
訟
利
用
権
と
し
て
の
公
訴
権
の
そ
れ
に
つ
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
上
に
用
い
た
言
葉
を
も
っ
て
換
言
す
れ
ば
、
訴
因
の
証
明
の
有
無
の
判
断
の
請
求
権
と
し
て
の
公
訴
権
は
い
か
な
る

場
合
に
認
め
ら
れ
な
い
の
か
を
、
こ
の
権
利
の
内
容
を
な
し
て
い
る
訴
訟
的
利
益
と
の
関
係
に
お
い
て
、

さ
ら
に
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(註
1
)

刑
事
訴
訟
法
二
四
七
条
、
検
察
庁
法
四
条
参
照
。

(二〉

8 

公
訴
権
な
し
と
い
う
こ
と
は
、
上
に
み
て
き
た
限
り
で
い
え
ば
、
具
体
的
手
続
に
お
い
て
訴
因
を
設
定
し
こ
れ
を
訴
追
す
る
利
益
な

公利の訴益

し
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、

ま
た
、
検
察
官
は
訴
因
の
証
明
の
有
無
の
判
断
を
裁
判
所
に
求
め
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

と
り
も
な
お
さ
ず
、
検
察
官
の
公
訴
に
対
し
て
訴
訟
は
形
式
裁
判
を
も
っ
て
終
結
さ
れ
る
、

そ
れ
は
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

ゑ
り
マ
h
v
o

と
こ
ろ
で
、
訴
訟
法
は
、

ま
た
、

そ
れ
が
欠
献
す
る
な
ら
ば
実
体
裁
判
を
不
要
と
し
形
式
裁
判
を
も
っ
て
訴
訟
を
終
結
せ
し
め
る
諸
事

つ
ま

オヒi去19(2・137)363



説

情
あ
る
い
は
諸
条
件
に
関
し
て
「
訴
訟
条
件
」
と
い
う
範
時
を
有
し
て
い
る
。

「
公
訴
権
な
し
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

し
た
が
っ
て
、

ま
ず
そ
の
こ
と
と
訴
訟
条
件
と
い
う
名
称
の
下
に
要

論

約
さ
れ
る
現
象
と
の
関
係
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
公
訴
権
と
訴
訟
条
件
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

9 

訴
訟
条
件
を
手
続
条
件
と
訴
訟
追
行
条
件
に
類
別
し
、

後
者
を
公
訴
権
と
相
関
せ
し
め
る
見
解
が
有
力
に
説
か
れ
て
い
る
o

は
、
平
野
教
授
の
「
手
続
一
条
件
と
は
、
そ
れ
が
欠
け
た
状
態
の
ま
ま
で
は
、
訴
訟
追
行
を
許
さ
な
い
も
の
を
い
う
。
こ
の
条
件
が
欠
け
て

い
る
と
き
は
、
公
訴
棄
却
ま
た
は
管
轄
違
の
裁
判
で
、
訴
訟
を
打
ち
切
る
。
」
「
訴
訟
追
行
条
件
と
は
、
そ
れ
が
欠
け
た
場
合
に
は
、
お
よ

そ
訴
訟
追
行
を
許
さ
な
い
事
由
を
い
う
。
こ
の
事
由
が
あ
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
狭
義
の
公
訴
権
が
な
い
と
き
は
、
免
訴
の
判
決
に
ょ
っ

て
訴
訟
を
打
切
る
。
」
「
そ
の
訴
因
に
内
在
す
る
訴
訟
追
行
の
可
能
性
な
い
し
利
益
が
な
い
と
き
に
免
訴
を
言
い
渡
す
の
で
あ
る
。
」

円註
1
)

う
見
解
に
、
ま
た
井
上
教
授
の
「
追
行
的
訴
訟
条
件
の
存
否
は
、
手
続
的
訴
訟
条
件
の
存
否
と
異
っ
て
、
公
訴
権
の
存
否
に
係
る
。
」
「
免

(註
2
)

と
い
う
見
解
に
、
み
る
こ

訴
の
判
決
と
は
一
定
の
訴
訟
条
件
が
欠
け
る
た
め
、
公
訴
権
の
不
存
在
を
理
由
と
す
る
形
式
裁
判
で
あ
る
。
」

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
免
訴
の
判
決
を
公
訴
権
の
不
存
在
に
関
連
さ
せ
て
説
明
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
免
訴
の
判
決
に
一
事
不
再

(註
3
)

理
の
効
力
の
生
じ
る
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
い
う
と
こ
ろ
の
公
訴
権
は
、
当
該
事
件
に
対
す
る
具
体

的
手
続
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
手
続
に
お
い
て
た
と
え
ば
公
訴
棄
却
事
由
の
存
す
る
場
合
で
も
、
免
訴

事
由
の
な
い
限
り
検
察
官
は
公
訴
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
o
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
は
井
上
教
授
自
身
も
述
べ

ハ
註
土

ら
れ
る
よ
う
に
、
公
訴
権
の
存
在
を
訴
訟
条
件
の
一
っ
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
o

(註
i
〉

(註
2
)

平
野
・
法
律
学
全
集
、
一
四
八
頁
、
一
四
九
頁
、
一
五
一
一
良
。

井
上
・
判
例
学
説
刑
事
訴
訟
法
、
一

O
二
頁
、
一

O
三
頁
。
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と
L 、



公
立

3
)

な
お
、
井
上
教
授
に
あ
っ
て
は
、
公
訴
権
一
小
存
在
の
場
合
は
、
法
三
三
七
条
に
制
限
列
挙
さ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
文
、

本
論
、
第
三
章
、
第
三
節

9
-
m参
照
。

(註
4
)

井
上
・
前
掲
・
一

o=一頁。

お
よ
そ
訴
追
自
体
が
で
き
な
い
と
い
う
場
合
は
、
刑
訴
法
三
三
七
条
列
挙
の
場
合
に
の
み
限
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な

(註
I
、

く
、
そ
し
て
ま
た
、
法
が
公
訴
棄
却
の
事
由
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
い
う
と
こ
ろ
の
公
訴
権
な
き
場
合

10 

し
か
し
、

を
免
訴
事
由
の
範
囲
に
の
み
限
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

、
、
、

さ
ら
に
ま
た
、
免
訴
事
由
の
場
合
お
よ
そ
訴
訟
追
行
自
体
が
で
き
な
い
と
す
る
論
者
の
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
る
と
き
に
問
題
な
し
と

(
丘
2
)

と
く
に
論
者
の
公
訴
時
効
の
性
質
そ
し
て
そ
の
存
在
理
由
に
つ
い
て
の
把
握
に
対
し
て
尖

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

鋭
化
さ
れ
る
。
両
教
援
の
理
解
に
は
、
共
通
し
た
説
明
の
仕
方
が
み
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
刑
罰
権
は
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
、
自
己

を
実
現
す
る
必
要
性
(
可
罰
性
の
減
少
)
、

あ
る
い
は
自
己
を
実
現
す
る
可
能
性
(
採
証
上
の
困
難
)
を
、

そ
も
そ
も
喪
失
す
る
。
で
あ
れ
ば
、
自
己
実
現
の
利
益
を
失
っ
た
刑
罰
権
を
被
告
人
に
主
張
し
、
か
っ
そ
の
主
張
の
当
否
の
判
断
を
裁
判

所
に
申
し
立
て
る
こ
と
の
利
益
も
ま
た
喪
失
す
る
。
故
に
、
そ
の
実
現
を
阻
止
す
る
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
訴
訟
障
害
と
さ
れ

つ
ま
り
自
己
実
現
の
利
益
を

る

と。

(二)

公
訴
時
効
制
度
の
存
在
理
由
は
、
し
か
し
、
そ
こ
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
問
題
に
し
、
時
の
経

過
と
共
に
、
可
罰
性
が
減
少
し
、
採
証
上
の
困
難
が
ま
す
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
観
察
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
場
合
に
生
じ
る
現
象
で
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は
な
い
。
刑
罰
権
の
実
現
の
必
要
性
や
可
能
性
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、

い
な
む
し
ろ
、
そ
の
必
要
性
や
可
能
性
が
あ
る
の
を
あ
え
て

(註
3
)

無
視
し
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
存
在
理
由
が
あ
る
と
説
か
れ
た
の
は
坂
口
助
教
授
で
あ
る
。
刑
罰
権
実
現
の
必
要
性
あ
る
い
は
可
能
性
の
喪

〔註
4
〉

と
こ
ろ
で
、
純
粋
に
訴
訟
手
続
上
の
理
由
(
日
訴
訟
障
害
)
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
坂
口
論
文
の
な

失
の
故
に
と
い
う
こ
と
は
、



説

公
訴
時
効
(
H
H

免
訴
事
由
〉
は
、
も
は
や
生
来
的
に
訴
追
を
不
必
要
・
不
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
で
な
く
、
個
人
の
負

担
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
純
粋
に
訴
訟
手
続
的
規
制
あ
る
い
は
制
度
と
し
て
の
刑
事
訴
追
の
制
限
的
条
件
で
あ
る
。
こ
の
把
握
の
仕
方

か
に
あ
る
、

論

は
正
し
い
と
思
う
。

訴
因
を
設
定
し
、
そ
の
訴
因
の
証
明
の
有
無
に
つ
き
判
断
を
求
め
る
こ
と
は
、
訴
訟
主
体
た
る
検
察
官
の
有
す
べ
き
訴
訟
上
の
利
益
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
訴
追
さ
れ
て
い
な
い
、
し
た
が
っ
て
応
訴
の
負
担
危
険
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
状
態
は
、
ま
た
!
少
な

く
と
も
刑
事
訴
訟
手
続
を
前
提
と
し
て
い
る
|
訴
訟
上
の
個
人
の
有
す
る
利
益
で
あ
る
o

こ
の
個
人
の
利
益
は
、
そ
の
事
実
状
態
が
-
定

の
期
間
経
過
す
る
時
に
、
検
察
官
の
利
益
に
優
越
す
る
こ
と
を
法
は
擬
制
す
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
を
あ
て
公
訴
提
起
し
て
き
た
場
合
に

は
、
こ
の
優
越
す
る
個
人
の

l
利
益
そ
れ
は
ま
た
司
法
の
利
益
で
で
も
あ
る
!
の
前
に
検
察
官
の
公
訴
は
裁
判
所
の
制
御
を
受
け
、
訴
訟

は
、
検
察
官
は
公
訴
を
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
規
範
の
表
現
と
し
て
、
形
式
裁
判
を
も
っ
て
終
結
す
る
、
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
国
家
(
日
検
察
官
)
と
個
人

(
H
被
告
人
)
と
の
訴
訟
的
利
益
の
較
量
の
問
題

に
還
元
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、

公
訴
が
棄
却
さ
れ
る
場
合

(
U法
三
三
八
条
四
号
)

と
本
質
的
な
差
異
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
公
訴
権
な
し
と
い
う
場
合
は
何
も
免
訴
事
由
の
あ
る
場
合
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
公
訴
権
が
な
い
か
ら
免
訴
で
あ
る
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

つ
ま
り
い
わ
ば
論
理
は
逆

で
あ
っ
て
、
免
訴
事
由
の
存
在
の
故
に
公
訴
権
な
し
と
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
o

そ
れ
は
、
も
は
や
、

公
訴
権
の
存
在
を
も
っ
て
訴

訟
条
件
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
、
公
訴
権
と
訴
訟
条
件
と
の
関
係
を
把
握
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(註
1
)

本
稿
第
三
章
、
第
三
節
刊
に
前
述
。

(註

2
)

平
野
教
授
は
競
合
説
に
立
た
れ
る
も
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
犯
罪
の
社
会
的
影
響
の
微
弱
化
に
よ
っ
て
、
ま
た
証
拠
も
散
逸
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
末
確
定
の
刑
罰
権
が
消
滅
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
が
訴
訟
に
反
映
し
て
訴
訟
条
件
と
な
る
と
す
る
意
味
で
の
通
説
的
競

北法19(2・140)366



くこ〉

合
説
(
小
野
・
刑
事
訴
訟
法
議
義
、
昭
八
、
コ
一
版
三
八
一
一
久
、
回
繰
・
焚
錯
・
一
五
八
頁
)
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
可
罰
性
の
減
少
と
証
拠
の
散
逸
と

に
よ
っ
て
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
が
不
当
と
な
る
と
す
る
競
合
説
」
(
平
野
・
法
律
学
全
集
、
一
五
三
頁
)
で
あ
る
。
端
的
に
刑
罰
権
の
消
滅
を
理
由

と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
可
罰
性
の
減
少
を
そ
の
理
由
と
す
る
。

ま
た
、
井
上
教
授
は
、
「
証
拠
の
散
逸
は
む
し
ろ
公
訴
時
効
の
第
二
次
的
な
存
在
理
由
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
採
証
上
の
拘
束

の
制
度
こ
そ
、
突
は
そ
の
存
在
理
由
で
な
い
か
。
採
証
上
の
困
難
を
無
視
し
て
、
犯
人
を
処
罰
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
危
い
o
」
「
そ
の
存
在
理
由
は
む

し
ろ
訴
訟
的
な
も
の
」
(
井
上
・
学
説
刑
例
、
一
回

O
頁
)
と
し
て
そ
の
訴
訟
法
説
く
。
し
か
し
、
他
面
、
「
た
だ
、
公
訴
時
効
の
完
成
が
刑
罰
権
(
末

確
定
で
あ
る
が
〉
を
消
滅
さ
せ
る
限
り
で
、
実
体
法
的
な
も
の
に
関
連
す
る
」
(
同
・
一
回

O
頁
)
「
検
察
官
は
、
公
訴
の
提
起
に
よ
っ
て
、
被
告
人
に

た
い
し
、
刑
法
に
基
づ
く
刑
罰
権
の
主
張
を
な
す
と
同
時
に
、
裁
刑
所
に
対
し
て
そ
の
存
否
に
関
す
る
実
体
裁
判
を
申
し
立
て
る
の
で
あ
る
。
刑
罰
権

の
主
張
は
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
を
な
す
。
と
こ
ろ
で
訴
訟
法
上
(
す
で
に
確
定
判
決
を
待
た
こ
と
)
な
い
し
実
体
法
上
(
大
赦
・
刑
の
廃
止

な
ど
)
の
理
由
に
よ
っ
て
、
刑
罰
権
が
消
滅
す
れ
ゴ
、

J
U

ば
や
そ
の
主
張
は
許
さ
れ
な
く
な
る
。
時
効
の
制
度
も
突
は
、
刑
罰
権
の
消
滅
す
る
一
つ
の

場
合
で
あ
る
」
(
悶
・
一
一
こ
八
頁
〉
と
い
う
。

(註
3
)

坂
口
・
「
公
訴
時
効
に
つ
い
て

i
混
合
説
の
批
判

l
」
法
政
研
究
一
一
六
巻
四
号
六
五
頁
以
下
、
特
に
七
二
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
し
て
、
田
宮
教
授
は

「
し
か
し
、
時
効
は
事
実
状
態
の
尊
重
の
た
め
に
、
ま
さ
に
そ
う
ゅ
う
擬
制
を
用
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
あ
た
ら
な
い
」
と
し
て
反
対
す
る
(
「
公

訴
時
効
に
つ
い
て
の
二
一
一
一
の
問
願
」
、
ジ
ユ
リ
ス
ト
二

O
六
号
一
ご

O
頁
以
下
、
特
に
三
三
頁
)
。
い
わ
く
、
実
体
法
説
及
び
混
合
説
の
い
け
な
い
の
は
、

免
訴
と
い
う
形
式
裁
判
で
い
い
と
い
う
よ
う
な
訴
訟
法
説
の
結
論
だ
け
を
採
用
し
た
不
合
理
に
あ
る
。
公
訴
時
効
に
よ
っ
て
犯
罪
の
社
会
的
影
響
(
違

法
)
な
い
し
刑
罰
要
求
が
な
く
な
る
と
い
う
考
え
方
が
い
け
な
い
の
で
は
な
い
、
と
。
だ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
も
い
う
。
「
そ
こ
で
立
法
論
だ
が
、
(
中

略
)
む
し
ろ
実
体
法
説
を
と
り
、
い
っ
そ
無
罪
を
言
い
渡
す
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
が
し
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
」
と
。

お
も
う
に
、
公
訴
時
効
は
、
現
行
法
上
一
つ
の
明
文
の
訴
訟
上
の
制
度
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
あ
る
擬
制
が
伴
な
う
だ
ろ
う
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
坂
口
論
文
も
そ
の
点
を
否
定
は
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
事
態
を
説
明
す
る
に
当
り
、
擬
制
の
内
容
を
、
そ
の
よ
う

に
い
う
こ
と
の
不
十
分
性
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
回
宮
教
授
が
、
坂
口
論
文
に
つ
き
そ
の
よ
う
に
い
わ
れ

な
が
ら
も
、
他
面
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
訴
訟
法
説
を
と
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
も
、
ま
さ
に
そ
う
ゅ
う
擬
制
だ
け
で

ほ
、
説
明
し
き
れ
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
わ
が
法
は
、
こ
の
場
合
、
形
式
裁
判
で
訴
訟
を
打
ち
切
り
、
な
る
べ
く
早
く
被
告
人

を
訴
訟
か
ら
解
放
し
よ
う
と
考
え
た
。
実
体
的
な
犯
罪
と
そ
の
刑
罰
か
ら
の
解
放
よ
り
も
、
手
続
の
負
担
を
直
視
す
る
。
公
訴
は
被
告
人
を
危
険
に
お
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説

く
も
の
で
あ
る
c

こ
う
い
う
状
態
に
お
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
な
い
し
そ
れ
に
対
す
る
一
般
の
感
覚
を
尊
重
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
一
つ
の
訴

訟
上
の
イ
ン
ス
テ
イ
テ
ュ

l
ツ
ヨ
ン
で
は
な
い
か
」
と
。
(
同
ジ
ユ
リ
ス
ト
、
二

O
六
号
、
三
三
頁
)
。

坂
口
論
文
で
は
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
。
い
わ
く
「
公
訴
時
効
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
国
家
の
刑
罰
権
の
実
現
を
犠
牲
に
し
て
も
、
時
間
的

に
個
人
が
起
訴
さ
れ
る
危
険
を
免
れ
る
点
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
刑
事
訴
追
を
時
間
的
に
制
限
し
て
お
く
こ
と
は
、
む
し
ろ
個
人
の
利
益
に
奉
仕
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
検
察
官
に
、
事
件
発
生
後
、
無
制
限
に
起
訴
の
自
由
を
許
し
て
お
く
こ
と
は
、
個
人
に
対
す
る
脅
迫
で
あ
る
。
検
察
官
が
自
分
に

都
合
の
い
い
と
き
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
理
由
で
、
あ
る
過
去
の
条
件
に
関
し
、
何
時
で
も
、
容
疑
者
を
逮
捕
し
、
取
調
べ
、
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
労
働
運
動
ゃ
、
政
治
運
動
の
蝉
圧
に
利
用
さ
れ
る
危
険
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
一
方
に
お
い
て
起
訴
便
宜
主
義
が
認
め
ら
れ

て
い
る
制
度
の
も
と
で
は
、
こ
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
手
続
的
規
制
と
し
て
公
訴
時
効
の
存
在
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
公
訴
時
効
は
国
家
に
刑
罰

権
実
現
の
必
要
や
可
能
性
が
あ
る
と
き
に
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
の
行
使
を
禁
止
す
る
と
い
う
点
に
、
そ
の
重
要
な
機
能
を
発
揮
す
る
の
で
あ

る
」
(
七
=
二
具
・
四
七
頁
)
。

(註

4
)

両
教
授
の
所
説
を
撤
底
す
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
団
藤
教
授
の
「
実
体
関
係
的
形
式
裁
判
説
」
に
戻
る
ニ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い

品
μ

論

11 

で
は
、
両
者
の
関
係
は
如
何
。
訴
訟
条
件
不
存
在
の
場
合
に
公
訴
権
な
し
と
す
る
見
解
に
移
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
訴

訟
障
害
の
存
在
し
な
い
限
り
公
訴
権
あ
り
と
考
え
る
立
場
(
換
言
す
れ
ば
、
訴
訟
条
件
の
具
備
す
る
限
り
に
お
い
て
公
訴
権
あ
り
と
み
る
立
場
)
で

あ
る
。

一
見
、
団
藤
教
授
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
と
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
公
訴
権
は
「
訴
訟
条
件
の

(註
1
〉

有
無
と
『
椙
倹
っ
て
そ
の
具
体
的
内
容
を
与
え
ら
れ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
団
藤
教
授
の
よ

、

、

、

、

、

，

う
に
、
「
訴
訟
条
件
の
具
備
す
る
場
合
に
は
じ
め
て
公
訴
権
が
存
在
す
る
」
(
時
計
)
と
し
、
さ
ら
に
「
公
訴
権
と
訴
訟
条
件
と
は
全
く
表

(宮

2
)

一
哀
を
な
す
」
か
ら
「
公
訴
権
理
論
は
訴
訟
条
件
理
論
の
一
場
面
に
は
か
な
ら
な
い
」
と
考
え
る
も
の
で
は
な
い
。

訴
訟
条
件
は
訴
追
の
制
限
的
条
件
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
。
し
か
し
、
た
だ
そ
れ
だ
け
に
し
か
す
ぎ
ず
決
し
て
訴
追
の
原
動
力
た
る
意

と
こ
ろ
で
、

」
の
帰
結
そ
れ
自
体
は
、

味
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
訴
訟
障
害
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
訴
追
は
制
限

(
1
制
御
)
さ
れ
ず
に
進
行
す
る
o

だ
が
、

そ
の
制
御
に
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立
向
っ
て
公
訴
追
行
が
開
始
さ
れ
、

ま
た
そ
の
制
御
を
乗
り
越
え
て
公
訴
が
追
行
さ
れ
る
こ
と
の
た
め
の
積
極
的
根
拠
を
訴
訟
条
件
は
与

え
る
も
の
で
は
な
い
。
訴
訟
条
件
は
、
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
制
度
と
い
え
よ
う
o

す
な
わ
ち
、
検
察
官
の
訴
追
自
体

が
被
告
人
に
と
っ
て
は
た
え
が
た
い
負
担
で
あ
る
か
ら
、
法
は
検
察
官
の
訴
追
を
合
理
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
訴
訟
条
件
と
い
う
法

的
制
限
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
検
察
官
に
公
訴
の
利
益
が
存
す
る
と
み
る
か
い
な
か
の
た
め
の
出
発
点
を
な
す
の
は
、
検
察
官

に
独
自
の
利
益
状
態
に
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
訴
訟
条
件
は
公
訴
の
要
件
な
の
で
あ
り
、
公

訴
権
を
限
界
づ
け
る
も
の
な
の
で
あ
る
o

訴
訟
条
件
が
具
備
す
る
場
合
に
は
じ
め
て
公
訴
権
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

具
体
的
手
続
に
お
い
て
、
訴
訟
障
害
が
存
在
し
な
い
(
l
訴
訟
条
件
が
存
在
し
て
い
る
)
限
り
、
検
察
官
は
公
訴
権
を
有
す
る
。
す
な
わ

ち
、
裁
判
所
は
検
察
官
の
公
訴
を
制
御
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
訴
訟
条
件
は
、
公
訴
に
対
す
る
制
御
を
左
右
す
る
、
事

-
戸
「
科
訂

qリ

実
で
あ
る
。
事
実
は
権
利
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
事
実
と
し
て
の
訴
訟
条
件
は
権
利
と
し
て
の
一
公
訴
権
と
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
ド
。
だ

が
、
団
藤
教
援
は
、
「
公
訴
権
と
訴
訟
条
件
と
は
全
く
表
裏
を
な
す
」
と
い
う
。
お
も
う
に
、
そ
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
訴
訟
条

(二)

ま
た
当
事
者
は
実
体
審
判
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
o

こ
れ
を
検
察
官

に
つ
い
て
考
え
た
ば
あ
い
が
、
す
な
わ
ち
、
公
訴
権
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
「
被
告
人
も
ま
た
、
訴
訟
条
件
が
具
備
す
る
限
り
、
実
体
的
審

〈註
5

V

(

詫

6
)

判
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
」
「
訴
訟
条
件
は
か
よ
う
に
裁
判
所
お
よ
び
両
当
事
者
に
共
通
の
意
味
を
有
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
訴
訟
条
件
が
具
備
す
れ
ば
、
実
体
的
審
判
を
、
裁
判
所
は
す
る
権
利
を
当
事
者
は
受
け
る
権
利
を
有
す
る
と
の
表
現
に
も
明
ら
か
な

如
く
、
裁
判
所
の
訴
訟
的
活
動
の
能
動
性
、
当
事
者
の
そ
れ
の
受
動
性
を
前
提
に
し
、
訴
訟
条
件
の
機
能
を
専
ら
裁
判
所
の
側
か
ら
み
て

北法19(2・143)369 

件
が
具
備
す
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
実
体
的
審
判
を
す
る
権
利
、
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そ
の
一
言
う
と
こ
ろ
に
は
矛
盾
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
裁
判
所
・
検
察

そ
れ
が
実
体
的
審
判
を
す
る
た
め
の
要
件
と
と
ら
え
る
限
り
、

官
そ
し
て
被
告
人
の
訴
訟
的
活
動
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
利
益
の
非
同
一
性
を
、

わ
れ
わ
れ
は
右
の
利
益
的
基
礎
の
同
一
性
を
否
定
し
、
裁
判
所
を
純
粋
な
判
断
者
の
地
位
に
降
し
て
、
検
察
官

そ
し
て
裁
判
所
の
機
能
の
消
極
性
を
顧
慮
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、



認

の
訴
訟
的
活
動
の
第
一
次
的
性
格
を
顧
慮
し
な
け
れ

J

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
訴
訟
障
害
が
存
在
す
る
場
合
に
公
訴
は
制
御
さ
れ
る
と
い

論

う
意
味
に
お
い
て
、
訴
訟
条
件
が
検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
に
対
し
て
そ
れ
を
限
界
づ
け
制
限
し
う
べ
き
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
論
述
に
お
い
て
は
問
題
を
専
ら
検
察
官
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
、
訴
訟
障
害
の
存
在
(
訴
訟
条
件
の
不

存
在
)
は
被
告
人
側
と
し
て
は
自
己
に
無
関
係
な
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
訴
訟
条
件
は
被
告
人
側
と
の
関
係
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味

を
も
っ
て
い
る
の
か
。
次
に
こ
れ
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ~12 
る守
。ーま

ず
考
え

ら
れ
る

と
は.

(
註
l
)

(註
2
)

(註
3
)

(註
4
)

(註
5
)

(註

6
)

団
藤
・
前
渇
(
交
錯
)
一
四
八
頁
。

団
藤
・
前
掲
、
一
五
一
頁
・
一

O
二
頁
。

斎
必
・
「
刑
事
訴
訟
と
応
訴
権
」
(
刑
事
法
の
基
磯
、

団
膝
・
前
掲
・
一

O
二
頁
。

同
・
一
五
五
頁
。

同
-
一

O
二
頁
。

一
三
九
頁
)
中
村
還
暦
、
訴
訟
法
学
と
実
体
法
学
、
一
二
五
四
頁
。

訴
訟
条
件
不
存
在
の
場
合
に
、

被
告
人
は
端
的
に
無
罪
判
決
請
求
権
を
有
す
る
、

と
す
る
こ
と
で

わ
れ
わ
れ
は
、
実
体
判
決
は
、
専
ら
検
察
官
の
訴
因
の
有
無
に
か
か
わ
る
も
の
で
、

そ
の
証
明
な
し
と
の
裁
判
所
の
判
断
を
も
っ
て
無

有
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
は
無
罪
の
推
定

(
p
g
c
g宮
E
ロ

検
察
官
に
よ
っ
て
合
理
的
疑
い
の
余
地
な
く
訴
因
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
!
被

(註
3
u

告
人
は
何
ら
の
立
証
も
要
し
な
い
!
被
告
人
は
罪
の
な
い
者
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
無
罪
の
推
定
の
法
理
か
働
い
て
い
る
、
ま
た
働
か
な

罪
判
決
の
そ
の
内
容
的
特
性
表
示
と
し
て
き
た
。
被
告
人
は
、

〈註
2
)

え
古
口

2
3
S
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

す
な
わ
ち
、

北法19(2・144)370



け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
o

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
被
告
人
側
に
、
積
極
的
な
訴
訟
的
な
訴
訟
活
動
を
す
る
彼
に
個
有
な
訴
訟
上
の
利
益

あ
る
い
は
権
利
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
利
益
あ
る
い
は
権
利
を
、
公
訴
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
被

告
人
の
無
罪
判
決
請
求
権
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
o

わ
れ
わ
れ
の
前
提
に
立
っ
て
そ
れ
を
換
言
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ

で
は
、
訴
訟
条
件
不
存
在
の
と
き
、
検
察
官
の
訴
因
の
証
明
が
許
さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
被
告
人
が
そ
の
立
証
を
す
る
ま
で
も
な

〈註
4
v

く
、
無
罪
を
主
張
し
さ
え
す
れ
ば
、
被
告
人
の
無
罪
判
決
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
検
察
官
の
証
明
が
な
か
っ
た
と
い
う

、、

判
断
を
裁
判
所
は
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
訴
訟
条
件
は
、
そ
こ
で
は
、
検
察
官
の
証
明
を
許
さ
な
い
で
且
つ

被
告
人
の
意
思
に
か
か
る
そ
の
証
明
な
し
と
す
る
条
件
と
い
う
こ
と
に
な
る
o

検
察
官
に
有
罪
判
決
請
求
権
を
認
め
、
訴
訟
条
件
を
そ
の

要
件
と
み
る
な
ら
ば
い
ざ
し
ら
ず
、
訴
訟
条
件
欠
如
の
場
合
、
被
告
人
に
、
無
罪
判
決
請
求
権
を
認
め
る
十
分
な
理
由
と
そ
の
必
要
性
は

あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
否
定
的
に
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
支
持
す
る
こ
と
に
は
臨
時
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

(二〕

(註
l
)

小
野
閥
均
二
氏
は
「
被
告
人
が
自
己
に
有
利
な
判
決
を
求
め
る
権
利
お
よ
び
そ
の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
諸
々
の
訴
訟
追
行
上
の
権
利
を
総
括
し
て
弁
護

権
ま
た
は
応
訴
権
と
い
う
概
念
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
権
利
は
訴
訟
係
属
に
伴
っ
て
当
然
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
訴
訟
法
の
解
釈
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
実
益
は
な
い
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
弁
護
権
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
無
罪
判
決
を
請
求
す
る
権
利
は
、
そ

の
他
の
権
利
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
切
り
離
し
て
独
自
の
権
利
と
し
て
理
解
す
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
、
被
告

人
の
彼
が
起
訴
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
無
罪
判
決
請
求
権
な
る
概
念
を
定
立
し
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
(
「
免
訴
の
判
決
に
つ
い
て
の
試

論
」
司
法
研
修
所
十
周
年
記
念
論
文
集
、
昭
和
三
二
年
、
二
三
四
頁
以
下
)
い
わ
く
、
「
無
罪
判
決
請
求
権
は
、
抽
象
的
に
は
被
告
人
一
般
の
権
利
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
に
関
す
る
憲
法
コ
一
二
条
に
よ
り
て
保
障
さ
れ
る
基
本
的
な
権
利
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
具
体
的
に
は
無
罪

を
主
張
す
る
被
告
人
の
権
利
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
無
罪
の
被
告
人
に
対
し
て
の
み
こ
れ
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
実
体
法
的
な
見
解
を
と
る
こ

と
は
誤
り
で
あ
る
。
無
罪
で
あ
る
こ
と
が
一
応
推
定
さ
れ
る
場
合
と
い
う
よ
う
な
条
件
も
必
要
で
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
権
利
は
実
体
的
審
判
請
求
権

を
含
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
訴
訟
条
件
を
前
提
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
刑
の
廃
止
・
大
赦
・
時

効
の
三
つ
の
事
由
は
上
述
し
た
よ
う
な
実
質
的
根
拠
か
ら
、
無
罪
判
決
請
求
権
に
対
す
る
障
害
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
重
点
が
あ
る
」
(
傍

北法19(2・145)371 
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説

点
筆
者
、
二
六
五
・
二
六
六
頁
)
と
。
小
野
論
文
の
ね
ら
い
は
、
刑
の
廃
止
・
大
放
・
時
効
の
場
合
、
被
告
人
が
無
罪
を
主
張
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
無

罪
の
判
決
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
こ
の
小
野
論
文
に
対
し
、
田
宮
前
掲
(
ジ
ユ
リ
ス
ト
・
二

O
六
号
〉
論
文

は
「
こ
れ
は
す
ぐ
れ
た
構
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
い
う
の
な
ら
、
公
訴
棄
却
、
管
轄
違
の
場
合
で
も
同
じ
こ
と
で
は
な
い
か
。
論
者
は
そ
こ

ま
で
撤
底
し
な
い
。
」
「
も
し
論
者
の
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、
訴
訟
条
件
欠
如
の
一
般
の
場
合
に
無
罪
判
決
請
求
権
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
」

(
一
一
二
頁
)
と
。
こ
の
指
摘
は
正
し
い
。

(註

2
)
貝

g口
、
問
。
巳

-
5
2
0同門
U
2
B
5巳
『
毛
(
H
由
印
N
)

帥
お
ω
司

-ug
参
照
。
な
お
、
大
陸
で
は
「
有
罪
の
推
定
」
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
(
団

藤
・
綱
要
六
訂
版
・
九
頁
)
が
、
ぺ

l
テ
ル
ス
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
い
わ
く
、
「
公
判
開
始
決
定
後
も
、
被
告
人
は
決
し
て
有
罪
の
推
定
を
受
け
て
い

る
者
(
吋
巳

τqロ
浮
世
}
司
)
で
は
な
い
。
彼
は
依
然
と
し
て
そ
の
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
・
い
社
会
的
地
位
(
ロ
ロ

g
m
g
Z凹

z
z
m
D
N
E一
聞
広
一
一
口
口
問
)
に
あ

る
」

(
F
Z
F
Uぽ
F
E
-
-
σ
z
r
〈

g
間
半
。
詰
デ

5
ι
r
n
y
'
g
z
r
E
S四
-
N
E当

-
E・
g-ω
・
協
同
・
)
と
。

(註
3
)

柳
原
・
「
無
罪
の
推
定
の
法
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
司
法
研
修
所
十
周
年
記
念
論
文
集
下
、
二
八
一
一
頁
参
照
。

(註

4
)

被
告
人
の
立
証
を
要
す
る
と
の
構
成
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
徹
底
的
に
証
拠
調
を
す
る
こ
と
を
許
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
無
罪

の
主
張
が
立
証
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
検
察
官
は
有
罪
を
も
ら
え
ず
、
被
告
人
は
形
式
裁
判
だ
け
は
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
そ
の

形
式
裁
判
に
は
実
質
的
に
有
罪
の
推
定
が
つ
く
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
被
告
人
に
と
っ
て
不
利
で
あ
ろ
う
か
ら
〈
な
お
、
田

宮
・
前
掲
ジ
ユ
リ
ス
ト
二

O
六
号
コ
二
頁
参
照
)
、
こ
の
構
想
を
と
る
と
す
れ
ば
、
被
告
人
の
立
証
を
不
要
と
す
る
方
が
一
貫
す
る
。

論

13 

だ
が
し
か
し
、
右
の
論
議
は
、
訟
訴
条
件
を
公
訴
の
制
限
的
要
件
で
あ
る
と
解
し
て
き
た
こ
と
を
、
被
告
人
の
「
訴
訟
上
の
利
益
あ
る

さ
ら
に
一
歩
づ
っ
こ
ん
で
考
え
さ
せ
る
契
機
を
与
え
る
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
条
件
は
被
告
人
の
主
張

(註
1
)

を
ま
っ
て
は
じ
め
て
判
断
す
る
と
い
う
構
想
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
ぐ
れ
た
構
想
で
あ
る
。

い
は
権
利
」
と
の
相
関
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
論
述
に
お
い
て
は
、
訴
訟
条
件
は
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
き
た
が
、
訴
訟
条
件
を
、

h-r-
、

J
J
チ
J

刺
益
の
た
め
に
「
訴
追
を
阻
止
す
る
」
公
訴
の
制
限
的
条
件
と
し
て
の
み
説
明
し
て
き
た
o

し
か
し
、
い
ま
や
、
訴
訟
条
件
の
内
容
表
示

そ
れ
を
「
被
告
人
が
訴
追
を
阻
止
す
る
一
つ
の
防
壁
」
で
あ
り
「
そ
の
利
益
の
た
め
の
防
御
方
法
を
提
供
す

に
さ
ら
に
修
飾
を
加
え
て
、

る
」
も
の
と
い
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

の
問
題
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
特
性
表
示
す
る
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こ
と
は
、

と
こ
ろ
で
、
訴
訟
条
件
は
、
被
告
人
側
の
そ
の
不
存
在
の
主
張
が
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
と
し
て
は
こ
れ
に
か
か
ず
ら
う
必
要
の

な
い
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
通
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
特
性
表
示
の
是
否
の
検
討
は
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

訴
訟
条
件
が
欠
飲
し
て
い
る
場
合
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
検
察
官
の
公
訴
は
暇
庇
あ
る
訴
訟
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
制
御

を
受
け
る
べ
き
も
の
、

つ
ま
り
無
効
な
訴
訟
行
為
と
し
て
排
斥
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
論
述
は
、
右
の
構
想

に
面
し
て
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
論
述
に
お
い
て
は
、
そ
の
寝
庇
の
有
無
の
判
断
は
裁
判
所
の
判
定
に
ま
つ

そ
の
暇
庇
の
排
斥

(
1
公
訴
の
制
御
)
に
対
す
る
責
任
を
誰
れ
が
負
う
の
か
、
の
問
題
に
対
し
て
の
確
定
は
残
し
て
き

ほ
か
は
な
い
が
、

た
と
い
え
る
。
そ
の
責
任
を
専
ら
被
告
人
に
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
構
想
を
前
に
し
て
、

い
ま
や
、

そ
の
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
訴
訟
条
件
を
、
被
告
人
が
訴
追
を
阻
止
す
る
動
議
の
理
由
と
し
て
不
当
な
公
訴
に
対
す
る
被
告
人
の
攻
撃
方
法
と
し
て
再
認

識
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
徹
底
し
て
司
法
の
制
御
機
能
を
被
告
人

の
責
任
に
か
か
ら
し
め
る
べ
き
か
。
そ
の
是
否
を
、

と
く
に
、
本
稿
の
意
識
し
て
き
た
各
訴
訟
主
体
の
有
す
る
訴
訟
上
の
利
益
と
の
コ

γ

テ
ッ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
以
下
考
え
て
み
よ
う
。

(二)

(註

1
)

こ
の
構
想
を
立
て
た
田
宮
教
授
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
を
、
次
に
、
引
用
し
よ
う
(
田
宮
・
前
掲
・
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
一

O
六
号
・
一
一
一
一
一
良
、
一
ニ
ニ
頁
)
。

「
最
近
、
刑
事
訴
訟
で
は
、
訴
訟
条
件
は
、
そ
れ
が
具
備
し
な
け
れ
ば
被
告
人
を
訴
追
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
範
の
表
現
と
し
て
、
た
ん
に
審
理
判

決
で
き
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
訴
追
行
為
に
対
す
る
批
判
と
い
う
怠
味
を
も
含
ん
で
い
る
と
い
う
観
念
が
で
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
な
ぜ
批
判
さ

れ
る
の
か
と
い
う
と
、
訴
追
じ
た
い
が
被
告
人
に
と
っ
て
た
え
ら
れ
な
い
負
担
だ
か
ら
で
あ
る
。
法
は
、
被
告
人
の
訴
追
を
合
理
的
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
訴
訟
条
件
と
い
う
法
的
な
制
限
を
つ
け
た
。
訴
訟
条
件
は
被
告
人
が
訴
追
を
阻
止
す
る
一
つ
の
防
御
方
法
を
提
供
す
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を

も
う
少
し
徹
底
す
れ
ば
、
被
告
人
側
の
主
張
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
判
断
す
る
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
被
告
人
の
権
利
H
利
益
は
放
棄
で
き
る
。

逆
に
主
張
が
な
冷
れ
ゴ
、
放
棄
し
た
も
の
と
し
て
裁
判
所
は
こ
れ
に
か
か
ず
ら
う
必
要
は
な
い
。
こ
の
思
想
は
、
訴
訟
の
条
件
ば
公
訴
要
件
だ
と
い
う

(
中
略
〉
主
張
を
い
ま
一
歩
つ
っ
こ
ん
で
構
成
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
理
論
的
に
は
こ
う
し
た
訴
訟
条
件
の
再
構
成
に
よ
っ
て
可
能
だ
が
、
ま

公利 の 訴 益
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誕

た
実
際
的
に
も
、
い
ま
の
刑
訴
が
大
幅
に
英
米
法
化
、
当
事
者
主
義
化
し
た
こ
と
か
ら
も
肯
定
で
き
る
。
(
中
略
)
訴
訟
条
件
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
当

事
者
の
支
配
を
認
め
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
英
米
法
で
は
、
一
定
の
時
機
ま
で
に
、
あ
る
い
は
時
機
を
限
ら
ず
に
、
動
議
な
い
し
は
抗
弁
を
出
さ
仕

て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
を
却
下
す
る
と
い
う
方
式
を
と
る
。
起
訴
状
の
表
見
上
明
被
な
訴
訟
手
続
上
の
欠
陥
そ
の
他
の
法
則
違
反
を
理
由
と
す
る

2
2
2
D
S
告
M
E
r
-邑
百
円
E
m
z
、
実
体
法
の
適
用
上
の
違
反
を
理
由
と
す
る
母
ヨ
戸
コ
号
、
そ
の
他
の
欠
陥
を
申
立
て
る

1
2
5
与
旦
m
S
2ロ
、
管
轄

遠
の
申
立
て

1
2
さ
片

Z
]ミ
昌
弘
庁
門

5
口
、
一
特
別
妨
訴
抗
弁
と
し
て
名
誉
段
損
に
お
け
る
ジ
ヤ
ス
テ
イ
フ
イ
ケ

l
シ
ヨ
ン
、
制
定
法
に
よ
る
起
訴
時

効
、
恩
赦
、
二
重
の
危
険
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
が
訴
訟
条
件
と
称
す
る
実
質
を
も
っ
事
項
は
、
み
な
被
告
人
側
が
主
張
す
る
。
わ
が
国
で
も
、
刑
訴
一
一
一
一
一
一
一

条
の
土
地
管
轄
の
抗
弁
は
こ
う
い
う
考
え
方
の
一
つ
の
萌
芽
と
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
同
条
に
よ
る
と
、
土
地
管
轄
は
、
被
告
人
の
申
立
が
な
け

れ
ば
管
轄
遼
の
主
張
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
訴
訟
条
件
全
欠
く
場
合
も
同
様
で
は
な
い
か
。
(
中
略
)
こ
れ
は
一
つ
の
試
論
で
あ
る
。

も
し
、
こ
の
試
論
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
、
公
訴
時
効
も
同
じ
こ
と
で
、
被
告
人
側
が
主
張
し
な
け
れ
ば
免
訴
を
言
い
渡
す
必
要
は
な
い
。
裁
判
所
は
有

罪
・
無
罪
の
結
着
を
つ
け
て
か
ま
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
当
事
者
の
利
益
を
考
え
た
最
も
急
進
的
な
結
論
に
な
る
だ
ろ
う
」
。

論

14 

国
家
(
日
検
察
官
)
の
刑
罰
権
実
現
活
動
に
対
し
て
、

そ
れ
か
ら
独
立
し
た
司
法
機
関

(
1
裁
判
所
)
が
存
在
す
る
の
に
は
、
裁
判

所
に
独
自
固
有
の
そ
の
存
在
根
拠
が
存
す
る
が
た
め
で
あ
る
o

裁
判
所
は
、
検
察
官
そ
し
て
被
告
人
の
そ
れ
と
は
次
元
を
異
に
す
る
司
法

利
益
の
基
盤
の
上
に
自
己
の
機
能
を
発
揮
し
う
べ
き
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
上
に
お
い
て
、
訴
訟
手
続
を
被
告
人
の
不

利
益
の
ま
ま
に
検
察
官
に
追
行
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
訴
訟
手
続
の
自
然
正
義
を
支
え
る
司
法
の
必
要
が
、
訴
訟
条
件
不
存
在
の
場

こ
の
被
告

合
の
被
告
人
の
利
益
を
同
時
に
司
法
そ
れ
自
体
の
利
益
た
ら
し
め
る
と
述
べ
て
き
た
o

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
に
お
い
て
は
、

人
の
利
益
が
司
法
の
利
益
と
な
る
と
い
う
こ
と
の
音
山
味
に
つ
い
て
深
く
論
ず
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
や
そ
の

」
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
時
機
が
到
来
し
た
。

ま
ず
、
次
の
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
o

す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
例
え
ば
そ
の
訴
訟
経
済
上
の
諸
利
益
の
よ
う
に
、
裁

判
所
に
固
有
な
利
益
玄
関
2
2
H
E
2
2
2
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
う
べ
き
も
な
い
o

し
か
し
、
こ
の
種
の
裁
判
所
そ
れ
自
体
の

い
わ
ば
自
己
自
身
の
利
益
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
必
要
の
存
す
る
こ
と
と
、
と
く
に
本
稿
の
意
識
し
て
き
た
被
告
人
の
優
越
す
る
利
益
の
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命
ず
る
必
要
と
に
は
、

そ
の
性
質
に
差
異
の
あ
る
こ
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
後
者
の
そ
れ
は
、
裁
判
所
そ
れ
自
体
の
も
の
で
は
な

く
、
ま
さ
に
他
者
す
な
わ
ち
被
告
人
の
利
益
に
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、
前
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
裁
判
所
が
例

え
ば
そ
の
訴
訟
経
済
上
の
不
利
益
、
負
担
を
避
け
る
た
め
に
出
る
行
動
は
裁
判
所
の
義
務
で
は
な
い
。
た
だ
裁
判
所
が
そ
の
行
動
に
出
る

こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
一
般
的
に
、
望
ま
し
い
場
合
が
多
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
裁
判
所
の
権
能
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
意
味
で
の
義
務
を
伴
わ
な
い
権
能
の
行
使
に
よ
り
被
告
人
の
受
け
る
利
益
は
、
権
能
行
使
の
反
射
に
止
ま
り
、

被
告
人
に
対
し
て
そ
の
利
益
享
受
の
期
待
権
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
後
者
の
場
合
、
そ
れ
は
、
単
な
る
権
能

に
止
ま
ら
ず
、
他
者

(
1
被
告
人
)
の
利
益
か
ら
の
命
令
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
必
要
、
す
な
わ
ち
、
義
務
を
伴
う
権
能
で
あ
る
こ
と
は
、

改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、

そ
の
命
令
に
反
す
る
場
合
に
、

上
訴
の
理
由
と
な
る
こ
と

は
勿
論
、
裁
判
所
の
そ
の
違
法
行
為
が
場
合
に
よ
っ
て
は
実
体
法
正
の
問
責
の
対
象
に
す
ら
な
り
う
る
と
い
え
る
も
の
で
も
あ
る
。

だ
が
、
問
題
は
、

そ
の
裁
判
所
の
義
務
は
何
時
発
生
す
る
の
か
に
あ
る
o

換
言
す
れ
ば
、

そ
の
義
務
の
発
生
・
不
発
生
は
他
者
(
H
被

告
人
)
の
自
治
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
か
に
あ
る
。
そ
れ
を
他
者
の
自
治
に
委
ね
る
、

に
か
か
ら
し
め
る
と
い
う
な
か
に
は
、
次
の
思
想
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

つ
ま
り
公
訴
に
対
す
る
制
御
を
被
告
人
の
意
思

は
げ
し
く
利
害
を
対
立
さ
せ
抗
争
し
合
う
両
当
事
者
の
相
互

陳
述
の
や
り
と
り
の
な
か
で
両
当
事
者
は
制
御
し
合
う
。
と
く
に
被
告
人
の
そ
れ
は
、

ま
た
手
続
の
正
義
を
支
え
る
た
め
に
確
定
さ
れ
る

(二)

必
要
の
あ
る
公
訴
に
い
た
る
過
程
の
不
当
な
経
過
に
つ
い
て
の
明
白
な
像
を
浮
き
上
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
o

か
よ
う
に
、
両
当
事
者
は
、
各

公利 の 訴 益

々
、
訴
訟
上
、
己
れ
の
利
益
を
積
極
的
に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
他
面
、
自
己
の
利
益
の
処
分
の
自
由
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
そ
の
積
極
的
追
求
の
結
果
、
そ
れ
が
不
利
益
に
終
っ
て
も
そ
れ
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
不
利
益
を
防
止
す
る
の
は

当
事
者
自
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
利
益
享
受
の
期
待
権
は
、
自
ら
そ
れ
を
主
張
し
た
時
に
は
じ
め
て
生
じ
る
o

白
か
ら
の
利
益
を
放
棄
し
た
、
あ
る
い
は
「
お
上
に
頼
る
」
自
主
性
の
な
い
人
を
法
は
予
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
か
か
る
場
合
の
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説

そ
の
利
益
の
保
護

(ω口
r
E
N

門

H
a
H
2
2
3話
回
)
を
法
は
対
象
に
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
思
想
で
あ
る
。

う
に
考
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
次
の
諸
根
拠
か
ら
の
反
撃
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

」
の
よ

北法19(2・150)376

論

ま
ず
、
制
御
を
両
当
事
者
の
そ
れ
に
委
ね
る
だ
け
の
両
当
事
者
の
は
げ
し
い
対
立
、

と
く
に
被
告
人
の
抗
争
を
、
強
力
な
検
察
官
に
比

較
し
て
被
告
人
は
あ
ま
り
に
も
弱
者
で
あ
る
(
ま
た
法
的
に
無
知
で
で
も
あ
る
)
と
い
う
現
実
の
前
に
、
予
定
す
る
こ
と
は
、
司
法
目
的

(
1

公
訴
追
行
に
対
す
る
制
御
)
を
内
容
空
虚
な
も
の
に
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

ま
た
、
次
の
こ
と
も
い
わ
れ
る
だ
ろ
う
o

被

告
人
の
利
益
の
た
め
の
制
御
の
命
令
を
基
礎
づ
け
る
利
益
は
、
当
該
被
告
人
個
人
の
個
人
的
な
利
益
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
裁
判
所
自

体
の
職
責
を
内
容
づ
け
る
制
度
的
・
一
般
的
な
い
わ
ば
公
益
な
の
で
あ
る
o

だ
か
ら
、
裁
判
所
は
手
続
の
正
義
を
支
え
る
た
め
に
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
釈
明
義
務
を
負
う
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
o

す
な
わ
ち
、
被
告
人
を
守
る

マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
と
し
て
の
機
能
を
有
す
べ
き
釈
明
義
務
を
裁
判
所
は
負
う
も
の
で
あ
る
、
と
o

(註
1
)

こ
こ
で
当
事
者
主
義
・
弁
論
主
義
に
対
す
る
釈
明
権
の
問
題
に
深
入
り
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
釈
明
権
が
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
で
あ

そ
れ
が
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
で
あ
る
こ
と
自
体
、

い
ま
、

る
と
す
れ
ば
、

問
題
で
あ
る
。

検
察
官
の
公
訴
を
制
御
す
る
つ
ま
り
そ
の
効
力
を
阻
却
せ

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、

し
め
る
事
由
を
基
礎
づ
け
る
被
告
人
の
利
益
の
存
す
る
限
り
、
被
告
人
は
そ
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
ま
た
許
さ
れ
な
け

そ
の
場
合
、
そ
の
利
益
は
己
れ
の
保
護
を
裁
判
所
に
命
令
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
保
護
の
実
現
を
、
裁
判
所

に
よ
る
公
訴
無
効
の
宣
言
の
な
か
に
み
る
。
そ
の
利
益
に
つ
き
、

つ
ま
り
訴
訟
条
件
の
存
否
に
関
す
る
主
張
と
そ
の
証
拠
の
提
出
が
「
十

分
に
行
な
わ
れ
た
」
場
合
に
、
当
事
者
聞
の
制
御
は
充
実
し
て
な
さ
れ
た
と
い
い
う
る
o

そ
の
主
張
と
事
実
と
証
拠
が
出
つ
く
し
て
明
確

そ
れ
は
「
十
分
に
行
な
わ
れ
た
」
と
い
え
よ
う
。
そ
の
主
張
に
対
し
て
判
断
を
下
す
の
は
、
と
こ
ろ
で
、
裁
判
所

に
整
理
さ
れ
た
時
に
、

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
そ
の
主
張
に
対
し
て
判
断
す
る
職
責
を
負
っ
て
い
る
。
判
断
を
下
す
(
日
法
に
従
っ
て
)
こ
と
は
、
当

事
者
の
責
任
で
は
な
い
o

そ
れ
が
裁
判
所
の
責
任
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
o

当
事
者
の
主
張
の
不
明
瞭
・
不
完



全
・
誤
謬
・
矛
の
盾
た
め
に
そ
の
職
責
を
果
せ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
そ
の
職
責
を
果
す
に
必
要
な
こ
と
は
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
の
必
要
性
の
限
度
内
で
、
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
の
釈
明
義
務
の
存
在
の
根
拠
は
こ

(註
2
)

こ
(
リ
こ
の
根
拠
が
同
時
に
そ
の
範
囲
を
画
す
る
)
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
事
件
の
情
報
に
最
も
精
通
し
て
い
る
は
ず
の
当
事
者

の
主
張
・
陳
述
が
不
明
瞭
・
不
完
全
等
の
放
に
、
そ
れ
に
対
す
る
判
断
を
な
さ
な
い
こ
と
は
釈
明
義
務
不
履
行
で
は
あ
る
が
、
そ
の
不
必

要
の
場
合
に
は
も
は
や
義
務
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
の
釈
明
義
務
は
、
判
断
者
と
し
て
の
裁
判
所
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

当
事
者
の
利
益
保
護
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
利
益
を
公
益
で
あ
る
と
し
ま
た
司
法
目
的
が
内
容
空
虚
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
と
す
る
危
倶
に
対
し
て
だ
が
、

確
か
に
被
告
人
は
弱
い
。
完
全
で
な
い
。
し
か
し
、
法
は
か
か
る
弱
い
、
し
か
し
弱
く
な
っ
て
は
い
け
な
い
、
被
告
人
の
自
治
を
予
定
す

る
と
解
し
て
良
い
と
思
う
o

そ
う
解
す
べ
き
か
い
な
か
は
、
ま
さ
に
、
国
民
に
い
か
な
る
権
利
を
与
え
、
そ
れ
を
だ
れ
が
・
い
つ
・
い
か

な
る
方
法
で
、
ま
た
い
か
な
る
形
式
で
保
護
す
る
こ
と
が
、
刑
事
司
法
政
策
上
い
か
な
る
意
義
を
持
ち
う
べ
き
か
の
考
慮
に
仰
が
ね
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
で
で
も
あ
る
o

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
深
く
思
索
す
る
能
力
経
験
の
未
だ
十
分
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
筆
者
に
お
い
て
、

即
断
す
る
軽
薄
さ
を
顧
り
み
ず
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
事
者
主
義
・
弁
論
主
義
の
機
能
し
う
べ
き
地
盤
、
が
刑
事
訴
訟
に
お

さ
ら
に
、

ま
た
、

い
て
も
成
育
し
は
じ
め
て
い
る
現
在
、

そ
れ
故
に
、

そ
の
で
き
る
限
り
そ
の
純
粋
な
形
に
お
い
て
徹
底
さ
せ
る
方
向
に
お
い
て
考
え
る
べ

(二〉

き
で
あ
る
と
思
う
。
か
く
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
弱
者
と
信
じ
、
す
べ
て
を
「
お
上
に
頼
ろ
う
」
と
す
る
意
識
か
ら
、
自
己
の
有
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す
る
だ
ろ
う
利
益
あ
る
い
は
権
利
に
対
す
る
確
乎
た
る
意
識
に
目
覚
め
た
積
極
的
な
国
民
の
自
己
利
益
の
た
め
の
は
げ
し
い
闘
争
の
展
開

を
期
待
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
時
に
、

は
じ
め
て
、
司
法
の
許
与
あ
る
い
は
保
護
が
約
束
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、
被
告
人
の
そ
の
よ
う
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
彼
は
「
制
御
請
求
権
」
を
も
っ
と
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら

ば
、
訴
訟
条
件
不
存
在
の
場
合
、
被
告
人
に
は
制
御
請
求
権
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
主
張
さ
れ
れ
ば
、
裁
判
所
は
制
御
義
務
を
負
う
こ
と



説

に
な
り
、
検
察
官
は
公
訴
権
な
し
と
さ
れ
て
、
そ
の
公
訴
は
形
式
裁
判
に
よ
っ
て
裁
判
所
の
制
御
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
被
告
人
は
、
訴
訟
障
害
の
存
在
(
日
訴
訟
条
件
不
存
在
)
す
る
場
合
に
、
公
訴
を
阻
止
す
る
訴
訟
上
の
利
益
受
有
し
て

論

い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
利
益
主
張
に
よ
っ
て
公
訴
の
利
益
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

(註
1
)

な
お
、
[
民
事
訴
訟
の
文
献
だ
が
、
当

C}同

m
g
m
F
S
E
F
-
-口
広
〉
え
r
E
E口
問

ι
2
m
m
n
r
z円
E
-
z
z
g
E
N
S
-司
H
C
N
&
J
F
E卸
m
m
N
C
E

N
M
i
J
B
N
m
P
R
E
L
1
2
2
n
r
2
D
N
C
B
J
3・
0
岳
民

E
m
m
gロ円、
g
m
g
g
g
H
m
(
H
S仏
)ω
・
同
『
『
・
小
山
・
「
当
事
者
主
義
・
弁
論
主
義
の
動
向
」

法
律
時
報
三
二
巻
一

O
号
一
七
一
良
以
下
が
一
示
唆
に
富
む
。

(註
2
)

小
山
・
前
掲
・
一
八
頁
参
照
。

第
四
章

「
公
訴
の
利
益
」
不
存
在
の
場
合
の
訴
訟
上
の
取
扱

検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
を
限
界
づ
け
制
限
す
る
優
越
す
る
利
益
が
発
現
す
る
限
り
に
お
い
て
公
訴
の
利
益
は
な
い
。
そ
の
場
合
に

訴
訟
上
い
か
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
前
章
ま
で
に
お
い
て
お
り
に
ふ
れ
て
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
こ
で
あ
ら
た

め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
o

し
か
し
、

そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
以
下
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
公
訴
の
利
益
の
な
い
場
合
に
如
何
な
る
裁
判
を
な
す
べ
き
か
。
刑
訴
法
三
三
八
条
四
号
を
使
っ
て
、
公
訴
棄
却
の
判
決
を
す

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
明
文
の
規
定
に
よ
る
公
訴
棄
却
事
由

(u訴
訟
障
害
の
事
由
)
で
は
な
い
が
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
他
の

訴
訟
条
件
欠
扶
の
場
合
と
同
じ
く
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
o

し
か
も
、

わ
れ
わ
れ
は
公
訴
棄
却
事
由
に
関
す
る
一
般
条
項
を

実
定
法
上
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
利
用
す
る
。

~t法19 (2・152)378 



わ
れ
わ
れ
は
、
公
訴
の
利
益
の
な
い
場
合
を
訴
訟
障
害
と
し
、
そ
れ
を
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
制
度
と
み
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
裁
判
所
は
そ
れ
に
か
か
ず
ら
う
必
要
は
な
い
、
と
考
え
た
。
そ
の
こ
と
は
、
訴
訟
障
害
の
有
無
に
つ
き
裁
判
所
は
職
権
に
よ
る
調
査

の
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
し
か
し
職
権
で
調
査
す
る
こ
と
の
禁
止
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
o

訴

訟
障
害
と
さ
れ
る
事
由
が
裁
判
所
の
利
益
か
ら
の
必
要
に
も
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
あ
る
い
は
ま
た
専
ら
裁
判
所
の
利
益
か
ら
の

必
要
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
被
告
人
の
主
張
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
そ
れ
に
裁
判
所
が
白
か
ら
か
か
ず
ら
う
の
は
当
然
で

2 

次
に
、

あ
り
、
決
し
て
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
望
ま
し
い
場
合
が
多
い
。
た
だ
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
そ

の
白
か
ら
の
負
担
に
お
い
て
、

そ
の
点
に
つ
い
て
の
調
査
を
せ
ず
に
手
続
を
進
行
し
た
と
し
て
も
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
(
H
上
訴
理

由
と
は
な
ら
な
い
)
と
い
う
だ
け
で
あ
る
o

3 

審
理
の
順
序
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

公
訴
の
利
益
の
有
無
の
判
断
は
、
検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
の
許
否
に
関

(二〉

す
る
も
の
で
あ
り
、
検
察
官
の
訴
因
の
証
明
の
有
無
つ
ま
り
有
罪
・
無
罪
の
判
断
に
先
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
理
論
的
帰

結
で
あ
る
。
公
訴
の
利
益
の
有
無
の
判
断
は
刑
罰
権
の
存
否
の
判
断
よ
り
も
複
雑
な
目
的
的
判
断
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
ま
た
あ
る
程
度
実
体
関
係
に
立
ち
入
ら
ね
ば
判
断
の
で
き
な
い
こ
と
の
あ
る
こ
と
も
否
定
し
え
な
い
(
糊
猷
知
開
時
郡
部
日

恥

C

H

M
一
一
一
議
時
一
諸
誠
一
位
臥
飢
一
ぷ
M
」
。
し
か
し
、
有
罪
・
無
罪
の
実
体
関
係
の
確
定
は
検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
が
許
さ
れ
た
う
え

で
は
じ
め
て
な
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o

公
訴
の
利
益
有
無
の
判
断
が
実
体
権
存
否
の
判
断
に
先
行
す
べ
き
こ
と
は
あ
く
ま
で
厳
守
さ
れ

ね
ば
な
ら
~
勺
こ
れ
に
対
し
て
、
訴
訟
条
件
(
訴
訟
障
害
)
相
互
間
の
審
理
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
そ
う

で
な
い
も
の
と
に
特
段
の
差
別
を
与
え
る
必
要
は
な
い
。
数
個
の
訴
訟
条
件
の
欠
依
が
競
合
す
る
場
合
に
、
ど
の
欠
扶
を
理
由
と
し
て
訴

〈註

2
)

訟
を
打
ち
切
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
団
藤
教
授
は
「
寝
庇
の
程
度
の
高
い
も
の
に
よ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
」
と
い
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
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て
も
明
文
に
よ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
差
別
を
す
る
特
段
の
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
o



説

(
註
)

民
事
訴
訟
に
お
け
る
「
訴
の
利
益
」
に
つ
い
て
、
そ
の
有
無
の
判
断
の
実
体
権
存
否
の
判
断
に
失
行
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
回

-a-

穴
古
間
百
円
「
円

E
H
L
H
R
Z
-
r
r
g
F
Z
R
E
P
ω
・
H
C
m
w
u
H
N
D閉
め

=σqmw
戸内一回
σロ
npw
印
〉
ロ
『

--wω
・
ω豆一

ω・
ω豆
一
∞
円
}
戸
ん
い
ロ
}
内
市
・
ロ
白
的
対
R
F
2
2
7
E円
NrmL'

C
円『ロ宮、

ω・
同
点
三
ヶ
月
・
「
権
利
保
護
の
資
格
と
利
益
」
民
事
訴
訟
法
研
究
一
巻
三
七
頁
以
下
等
参
照
。

(註
2
)

団
藤
・
刑
事
訴
訟
法
純
要
六
訂
版
二
二
六
頁
。

4 

わ
れ
わ
れ
は
、
公
訴
の
利
益
の
な
い
場
合
を
訴
訟
障
害
と
し
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
の
主
張
責
任
を
被
告
人
に
負
わ
し
た
。
そ
の
こ

(
註
l
v

わ
れ
わ
れ
は
「
証
拠
提
出
の
責
任
」
、
つ
ま
り
公
訴
の
利
益
が

北法19(2・154)380

論

と
は
、

ま
た
、

「
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
疑
い
を
生
ョ
せ
し
め
る
だ
け

の
一
応
の
証
拠
」
を
提
出
す
る
責
任
を
被
告
人
に
負
わ
す
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
た
だ
公
訴
の
利
益
が
な
い
と
い
う
主

張
だ
け
す
れ
ば
よ
く
、
そ
の
主
張
が
あ
っ
た
以
上
検
察
官
は
そ
れ
が
な
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
考
え
る
こ
と
も
勿
論
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
張
だ
け
で
よ
い
と
す
る
の
で
は
、

だ
一
応
の
証
拠
を
提
出
す
る
と
い
う
だ
け
の
負
担
で
あ
る
な
ら
ば
、

(註
2
)

rk

、0

・ザ

'
H
t
v

そ
れ
が
無
責
任
に
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
た

」
れ
を
被
告
人
に
負
わ
せ
て
も
、

不
都
合
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら

(誌
1
)

こ
の
「
証
拠
提
出
の
責
任
」
と
い
う
概
念
は
、
わ
が
国
で
は
ま
だ
必
ず
し
も
一
般
化
し
て
い
な
い
が
、
英
米
法
の
切
口
三

3
0同
司

S
L
R
-口問

閉
さ
仏

gn巾
に
相
当
す
る
も
の
で
、
平
野
教
授
が
わ
が
現
行
法
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な
観
念
だ
と
し
て
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
(
な
お
、
平
野
・
「
刑

事
訴
訟
に
お
け
る
推
定
」
法
協
七
四
巻
三
号
一
頁
以
下
参
照
)
。
こ
の
観
念
が
導
入
さ
れ
た
契
機
は
次
の
こ
と
に
あ
っ
た
。
違
法
阻
却
事
由
あ
る
い
は

責
任
阻
却
事
由
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
が
構
成
要
件
的
事
実
を
証
明
す
る
以
上
、
と
く
に
疑
問
の
生
じ
た
場
合
に
の
み
立
証
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

の
説
明
に
お
い
て
、
通
説
は
、
そ
こ
に
事
実
上
の
推
定
が
働
く
か
ら
と
説
明
す
る
(
た
と
え
ば
団
藤
・
綱
要
六
訂
版
一
九
八
頁
)
。
し
か
し
「
事
実
上

推
定
さ
れ
れ
ば
、
す
で
に
一
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
証
明
の
必
要
の
問
題
は
生
じ
な
い
」
の
み
な
ら
ず
、
「
阻
却
事
由
は
、
構
成
要
件
事
実
の
証
明

に
よ
っ
て
、
常
に
事
実
上
推
定
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
」
(
平
野
・
法
律
学
全
集
・
一
八
四
頁
)
。
「
事
実
上
の
推
定
と
い
う
観
念
は
、
通
常
、
裁
判

官
の
自
然
的
な
心
証
形
成
過
程
そ
の
も
の
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
説
明
で
は
、
当
事
者
が
規
範
的
に
何
を
要
求
さ
れ
て
い
る
か
は
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
」
(
松
尾
・
「
挙
証
責
任
お
よ
び
推
定
」
刑
事
訴
訟
法
講
座

ω一
一
八
頁
)

o

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
、
現
行
法
が
当
事
者



主
義
を
採
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
右
の
事
項
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
実
質
的
あ
る
い
は
客
観
的
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
負
わ
せ
し
め
る
と
い
う
見
解

と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
小
野
博
士
は
「
法
律
上
犯
罪
の
成
立
を
妨
げ
る
理
由
と
な
る
事
実
|
違
法
性
阻
却
の
原
由
、
道

義
的
責
任
阻
却
の
原
由
を
含
む
。

l
お
よ
び
法
律
上
刑
の
減
免
の
理
由
と
な
る
事
実
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
に
実
体
的
挙
証
責
任
が
あ
る
と
考
ふ
べ
き

で
あ
る
」
〈
「
新
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
一
証
拠
の
理
論
」
刑
法
雑
誌
三
号
九
四
頁
。
な
お
、
同
趣
旨
の
主
張
は
博
士
の
次
の
論
文
に
で
も
な
さ
れ
た
。
「
新

刑
訴
と
構
成
要
件
」
刑
法
雑
誌
三
巻
二
号
一
頁
以
下
と
く
に
三
一
一
|
三
一
一
一
頁
。
「
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論
」
と
く
に
一
七

O
i
一
七
三
頁
)
と
。
ま
た

井
上
教
授
は
、
小
野
博
士
を
支
持
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
範
囲
を
広
げ
た
。
す
な
わ
ち
「
一
切
の
犯
罪
成
立
陛
却
事
由
」
の
ほ
か
「
未
必
の
故
意
の
存
在

せ
ざ
る
こ
と
」
お
よ
び
「
主
観
的
違
法
要
素
と
い
わ
れ
る
も
の
」
に
つ
い
て
の
客
観
的
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
負
わ
す
ベ
き
だ
と
説
い
た
(
「
刑
法
に

お
け
る
主
観
的
要
素
の
証
明
」
滝
川
先
生
還
暦
記
念
・
現
代
刑
法
学
の
課
題
(
下
)
四
四
九
以
下
〉
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
被
告
人
に
客
観
的
あ
る

い
は
実
質
的
挙
証
責
任
を
課
す
こ
と
は
疑
わ
し
き
場
合
に
被
告
人
に
小
利
に
な
る
点
に
お
い
て
問
願
が
あ
る
。
そ
こ
で
で
て
き
た
の
が
こ
の
証
拠
提
出

責
任
の
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
応
の
-
証
拠
を
提
出
す
る
責
任
に
と
ど
め
そ
れ
が
提
出
さ
れ
た
以
上
は
、
検
察
官
は
そ
の
不
存
在
に
つ
い
て
合
理

的
な
疑
い
を
い
れ
な
い
程
度
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

(註
2
〉
平
野
・
刑
事
訴
訟
法
の
基
磯
理
論
・
一
三
八
頁
参
照
。

わ
れ
わ
れ
は
被
告
人
に
了
証
拠
提
出
の
責
任
」
を
負
わ
せ
る
。
と
こ
ろ
で
、
被
告
人
が
一
応
の
証
拠
を
提
出
し
、
こ
れ
に
対
し
て
検

察
官
の
反
証
が
終
っ
て
も
、
裁
判
所
の
心
証
に
お
い
て
確
信
が
え
ら
れ
な
い
場
合
に
、
こ
れ
に
よ
る
不
利
益
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
す

〔註
1
〉

な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
実
質
的
あ
る
い
は
客
観
的
挙
証
責
任
を
だ
れ
が
負
う
と
す
る
の
か
。

ま
ず
、
判
断
者
で
あ
る
裁
判
所
が
こ
の
挙
証
責
任
を
負
う
と
す
る
こ
と
は
論
理
的
に
矛
盾
す
る
。
そ
れ
は
当
事
者
に
つ
い
て
の
み
い
え

5 

(二〕

被
告
人
が
こ
れ
を
負
う
の
か
。

あ
る
い
は
、

公
訴
の
利
益
の
不
存
在
(
日
訴
訟
障
害
の
存

そ
う
で
は
な
く
、

ハ
誌
2
〉

在
)
に
つ
い
て
も
、
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
(
同
ロ
仏
c
z
o
匂

5
3
0
)」
の
原
理
の
適
用
が
あ
る
と
い
え
る
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
訴
訟
条
件
と
訴
訟
障
害
と
を
区
別
し
て
、
後
者
に
は
右
の
原
理
の
適
用
が
な
い
、
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
た
と
え

る
こ
と
で
あ
る
o

で
は

北法19(2・155)381 

公利の訴益

一
事
不
再
理
の
抗
弁
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
一
九
四
八
年
一
二
月
二
一
日
の

0
2
0
z
a
g
C
2
r
y
g
y
o『
苫
同
牛
弓
∞
吾
2
n
Y
2

〈註
3
)

N
。
ロ
叩
の
判
決
の
示
し
た
見
解
は
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
う
。
「
こ
の
新
た
な
訴
訟
に
対
す
る
訴
訟
障
害
は
、
そ
れ
が
証
明

(2毛
色
お
ロ
)

Uま



説

さ
れ
る
場
合
に
の
み
、

そ
れ
を
掛
酌
す
る

(寸

gnys--)
こ
と
が
で
き
、

ま
た
酪
酌
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

本
件
は
そ
の
場
合
で
な

北i法19(2・156i382 

ぃ
。
被
告
人
に
対
し
て
一
九
四

O
年
に
同
一
事
実
に
つ
き
区
裁
判
所
の
略
式
命
令
(
巾
吉
田

5
5
-
n
r
gユ-nZ同
ω
Rえ

zrE)
が
な
さ
れ

論

た
と
い
う
こ
と
は
、
弁
解
と
し
て
提
出
さ
れ
た
証
明
さ
れ
て
い
な
い
、

そ
し
て

l
中
略

i
ま
た
証
明
の
で
き
な
い
単
な
る
主
張
に
し
か
す

ぎ
な
い
。
訴
訟
障
害
の
存
在
の
単
な
る
可
能
性
は
訴
訟
追
行
を
さ
ま
た
げ
な
い
。
!
中
略

l
F
E
Z。
官
0
3
0
の
原
則
は
、
被
告
人
の

有
罪
を
認
定
す
る
場
合
に
、
被
告
人
に
対
し
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
情
況
に
つ
い
て
適
用
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
要
す
る
に
、

ま
た
訴
訟
条
件

(
p
g島
g
g
E印

Z
N
E
m
g
)
に
つ
い
て
適
用
が
あ
る
の
で
あ
っ

構
成
要
件
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
事
実
に
つ
い
て
、

て
、
そ
の
存
在
の
事
実
は
実
際
劃
酌
さ
れ
う
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、

ろ
の
訴
訟
障
害

(
P
R
&
r
-
z
m
g
g巾
)
に
は
適
用
が
な
い
の
で
あ
る
」
と
。

そ
れ
が
存
在
し
な
い
と
い
う
証
明
が
尽
さ
れ
な
い
と
こ

ま
た
、

わ
が
長
島
検
事
が
「
公
訴
時
効
の
完
成
し
た
事
実

の
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
負
担
せ
し
め
る
の
は
、
時
効
の
停
止
の
制
度
の
存
在
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
酷
で
あ
っ
て
公
平
を
失
す
る
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

親
告
罪
に
お
け
る
告
訴
、
告
発
、
請
求
の
存
在
は
、
訴
訟
追
行
の
た
め
の
積
極
的
要
件
で
あ
る
か
ら
検
察
官
が
そ
の
挙
証
責
任
を
負
う
も

の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
(
錦
町
心
)
が
、
「
訴
訟
障
擬
事
由
の
存
在
は
原
則
と
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
被
告
人
側
の
挙
証
責

(註
4
)

任
に
属
さ
し
め
て
よ
い
と
お
も
う
」
と
す
る
の
も
同
じ
系
列
に
属
す
る
見
解
と
し
て
う
け
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

右
の
見
解
に
対
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
は
反
対
す
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
事
由
の
存
在
を
訴
訟
障
害
と
す
る
か
あ
る
い
は
そ
の
事
由

の
不
存
在
を
訴
訟
条
件
と
す
る
か
は
定
義
の
問
題
(
司

2
2己
-
2
5事
P
白
唱
)
に
す
ぎ
ず
、

い
ず
れ
に
も
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し

〔註
5
)
(註
7
v

た
が
っ
て
、
訴
訟
条
件
と
訴
訟
障
害
の
区
別
を
も
っ
て
、
右
の
原
則
の
適
用
に
差
別
を
つ
け
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

(註
7
)

て
、
ド
イ
ツ
の
学
説
は
訴
訟
障
害
に
も
『
仏
ロ
σ
5
胃
0
3。
の
原
則
の
適
用
が
あ
る
と
す
る
。

(
註

8
)

お
も
う
に
、
確
か
に
訴
訟
の
当
事
者
主
義
化
は
被
告
人
の
い
わ
ゆ
る
主
観
的
あ
る
い
は
形
式
的
挙
証
責
任
を
顕
在
化
し
た
。
し
か
し
、

(注
9
)

松
尾
助
教
授
が
正
当
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
直
ち
に
客
観
的
あ
る
い
は
実
質
的
挙
証
責
任
の
分
配
と
必
然
的
な
関
係
に
は
な
い
。



す
な
わ
ち
、
問
題
は
、
提
出
さ
れ
た
公
訴
の
利
益
の
不
存
在
に
つ
い
て
の
疑
い
に
対
し
て
そ
れ
を
克
服
す
べ
く
検
察
官
が
証
拠
を
提
出
し

な
お
か
っ
そ
の
疑
い
が
残
る
場
合
に
被
告
人
に
有
利
に
解
決
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
o

そ
れ
は
、
公
訴
の
利
益
の
有
無
に

た
後
で
、

つ
い
て
の
調
査
を
た
と
え
職
権
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
、
起
り
う
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
右
の
原
理
の
適
用
を
肯
定
す
る
ド
イ
ツ
の
学

者
の
立
つ
基
本
的
立
場
が
職
権
主
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
こ
の
原
理
の
適
用
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

刑
事
訴

訟
に
固
有
の
根
本
原
理
と
し
て
の

F
P
F
Z
℃

3

5
。
の
原
理
を
無
視
し
て
は
、

本
旨
に
反
す
る
結
果
と
な
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、

被
告
人
に
一
応
の
証
拠
の
提
出
の
責
任
を
与
え
は
す
る
が

い
わ
ゆ
る
実
質
的
あ
る
い
は
客
観
的
挙
証
責
任
ま
で
与
え
る
も
の
で
は
な

し、
O 

(二〉

(註
l
)

な
お
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
挙
証
責
任
に
つ
い
て
、
松
尾
・
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
挙
証
責
任
」
上
智
法
学
論
集
一
巻
一
号
二
三
六
頁
以
下
の
詳
細

に
し
て
す
ぐ
れ
た
分
析
が
あ
る
o

(詮
2
)
こ
の
言
葉
は
一
八
一
一
年
ド
イ
ツ
の
学
者
g
p
r
o
-
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
原
理
は
刑
事
訴
訟
の
根
本
原
理
と
し
て
す

で
に
ロ

l

マ
法
の
時
代
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
(
司
2
q
p
ω
江
戸
町
空
白
g
p
N
〉
丘
一
-
w
ω
-
N
A
お
)
。
な
お
、
そ
の
詳
細
は
、
出
三
宮
司
唱
。
-
m
-

口
広
間
三
三
円
乞
ロ
ロ
悶
m
m
g
n
r
r
r
z
ι
2
0
2
E
S円
N
g
L
E
L
己
主
C
唱
『
C
足
0
.
二
回
申
告
)
い
g
B
P
H
口
己
E
E
C
-
}
E
g
o
-
(
H
E
N
)
参
照
。
な
お
ま
た
、
笑

米
法
の
「
無
罪
の
推
定
(
宮
8
5
6
H
F
D
口
C
『
5
5
8
5
σ
)
」
原
理
も
同
一
の
内
容
を
も
っ
原
理
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
松
尾
・
前
掲
・

二
七
七
頁
参
照
。

(註
3
)

。2由同
N
k
p
z
-
C
2
・
〈
-
N
H
・
5
5
ぉ・
2
2
3
¥お
(
Z
2

ニミ
Z
5
7
0
巧
2
Z
2
7
ユ
{
こ
ま
タ
固
め
た
=
・
ω
・

8
9
)

(註
4
〉
長
島
・
「
自
由
心
証
主
義
と
挙
証
責
任
の
諸
問
題
」
法
律
実
務
講
座
・
刑
事
編
九
巻
・
二
一
五
一
頁
。

(註
5
)
刃
包
同
回
目
。
r
0
・
(
〉
ロ
E
q
r
E
悶
N
Z
E
C
2
2
3
・
Z
・
】
・
巧
-
L
E
申
・
出
σ
P
F
ω
・
田
町
・

(註
6
)

訴
訟
条
件
と
訴
訟
障
害
と
は
そ
の
法
的
効
果
(
円
R
r

ュr
r
2
吋
E
m
毛
色
件
。
)
に
お
い
て
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
学
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
た
と
え
ば
∞
乙
吉
岡
w
H
)
巾
三
宮
7
2
列
。
u
r
E
Z
田
町
田
)
S
N
巾
{
ω
o
E
E
口
問
(
S
N
∞
)
・
ω
・
深
山
一
列
。
毛
?
H
N
D
ω
g
r
2
m
-
U
5
ω
丘
町
民
司
円
O
N
o
a
D
円
ι
=
戸
口
四
ロ
ロ
《
H

L
5
0
2
P
口
プ
タ
〈
司
『
ω
ω
凹
己
口
問
ω
四
2
2
N
-
N
H
〉
ロ
{
一
-
u
ω
・
J
ニV
M
ν
2
2
F
∞
守
山
声
明
司
司
D
N
巾
ω
♂
N
〉
=
『
一
ニ
ω
・
N
ω
J
1
・

(註
7
)

た
と
え
ば
吋
2
2
p
p
・
m
・

o・
-
∞
-
N怠
U
H
w
r
・
ω
円
r
g
正ご

F
σ
r
r
G
E
E
E
Z
♂
又
円
・
号
、
N
F
0
4
4
?
H
N
g
g
r
z
m
・
p
・
m
・

o・
-
∞
・
寸
町
一
Z
E
M
F
f

公利 の訴益
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説

ωC1M凶
『
〈

241白
}
戸
円
。
ロ

ω『
内
円
}
戸
ゲ

ω・
同
∞
由
・

(註
8
)

平
野
・
刑
事
訴
訟
法
の
基
磯
理
論
一
三
五
頁
は
、
形
式
的
挙
証
責
任
と
は
「
『
誰
が
』
一
証
拠
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
」
で
あ

り
、
「
証
拠
が
出
な
か
っ
た
ら
『
誰
の
』
不
利
益
に
判
断
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
」
で
は
な
い
と
い
う
。
松
尾
・
前
掲
・
二
四
二
頁
は
、
ド
イ
ツ
の
挙

証
責
任
概
念
を
分
析
し
て
、
「
そ
こ
に
は
、
少
な
く
と
も
二
様
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
一
一
は
、
要
証
事
実
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
確
信
不
到
達
が
、

い
ず
れ
の
当
事
者
の
不
利
を
結
果
す
る
か
の
問
題
と
し
て
抱
え
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
裁
判
所
に
よ
る
不
利
益
な
判
断
を
免
れ
る
た
め
、
い
ず
れ
の

当
事
者
に
立
証
行
為
に
出
る
必
要
が
あ
る
か
の
問
題
と
し
て
扱
う
も
の
で
あ
る
。
同
一
の
事
態
に
関
し
な
が
ら
も
、
前
者
は
形
成
さ
れ
た
実
体
に
つ
い

て
謂
い
、
後
者
は
実
体
を
形
成
す
る
行
為
に
着
服
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
客
観
的
挙
証
責
任
、
主
観
的
挙
証
責
任
と
呼
ん
で
区
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。

(註
9
)

松
尾
・
前
掲
・
二
九

O
頁
。

論

結
論

ー
問
題
の
解
、
決
の
た
め
に

i

第
五
章

「
公
訴
の
利
益
」
概
念
の
定
立

民
事
訴
訟
に
お
け
る
「
訴
の
利
益
」
に
関
し
て
い
さ
さ
か
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
民
事
判
例
を

〈註
1
)

観
察
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
際
に
、
刑
事
事
件
で
は
あ
る
が
か
の
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
て
い
る
「
一
匝
事
件
」
の
こ
と
な
ど
が
念
頭
に
浮

び
、
何
故
か
私
の
心
に
呼
び
か
け
る
も
の
を
感
じ
た
。
こ
の
素
朴
な
呼
び
か
け
は
、
検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
を
限
界
づ
け
制
限
し
阻

止
し
う
べ
く
機
能
す
る
優
越
す
る
(
被
告
人
の
そ
し
て
ま
た
裁
判
所
〉
の
利
益
の
発
現
を
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
も
尖
鋭
に
意
識
し
、
前
面

に
押
し
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
問
う
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
、
明
文
の
制
度
の
基
底
に
お
い
て
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
明
文
の
個
別
的
制
度
の
間
隙
に
、
概
括
規
定
の
な
か
に
隠
れ
て
、
す
な
わ
ち
、
す
く
な
く
と
も
訴
-
訟
の
対
象
と
の
関
係
に
お
い

北法19(2・158)384



不
正
手
段
に
よ
り
な
さ
れ
た
公
訴
の
準
備
と
の
関
係
に
お
い
て
、
迅
速
な
裁
判
と
の
関
係
等
々
に
お
い

て
、
具
体
的
・
個
別
的
に
被
告
人
側
に
公
訴
を
阻
止
し
う
べ
き
訴
訟
上
の
利
益
の
存
在
が
、
す
な
わ
ち
、
検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
を

て
、
証
拠
と
の
関
係
に
お
い
て
、

限
界
づ
け
制
限
し
拒
絶
し
う
べ
く
機
能
す
る
優
越
す
る
利
益
の
発
現
し
て
き
う
べ
き
こ
と
を
観
察
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
と
く
に
か
か
る
明
文
規
定
の
間
隙
に
お
い
て
優
越
す
る
利
益
の
発
現
し
て
く
る
場
合
に
、
各
訴
訟
主
体
の
有
す
べ
き
訴
訟
上

、
、
、
、
、
、
、

の
利
益
と
そ
の
シ
ユ
パ
ソ
ヌ
ン
グ

(ω
宮
口
E
D
m
)
を
表
面
に
出
し
て
事
態
を
処
理
l
公
訴
の
利
益
な
し
と
し
て
公
訴
棄
却
に
よ
り
公
訴
を

ま
た
か
く
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
意
義
と
実
益
の
存
す
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

「
公
訴
の
利
益
」
の
不
存
在
を
尖
鋭
に
意
識
し
、

制
御
ー
す
る
、

」
の
事
実
認
識
か
ら
、
本
稿
は
、

そ
の
観
念
を
刑
事
訴
訟
に
定
立
し
、

そ
の
存
否
の

確
定
を
検
察
官
の
独
占
か
ら
解
放
し
、
被
告
人
側
の
そ
の
積
極
的
抗
争
を
期
待
し
、
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
で
の
問
題
と
し
て
、

そ
の
理
論
的

位
置
づ
け
を
試
み
て
み
た
の
で
あ
る
。
そ
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
、

わ
が
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
問
題
に
接
近
し
た
く
、

と
く
に
わ
が

諸
先
輩
の
残
さ
れ
た
諸
業
績
を
き
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
遺
産
を
引
継
ぎ
く
み
と
り
そ
れ
に
腫
を
接
し
て
、
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
透
視

し
な
が
ら
、
関
係
さ
せ
位
置
づ
け
て
み
た
。
や
は
り
わ
が
先
人
達
も
公
訴
の
利
益
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の

意
識
は
免
訴
の
制
度
の
説
明
の
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
個
別
的
問
題
の
解
決
の
そ
の
説
明
の
限
り
に
お
い
て
わ
ず
か
に
表
面
に

の
ぼ
っ
て
く
る
も
の
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
o

あ
る
い
は
、

ま
た
、
他
面
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、

こ
と
さ
ら
に
公
訴
の
利
益
を
観
念
す

(二〉

る
こ
と
の
意
義
を
見
い
出
せ
ず
に
終
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
o

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
刑
事
訴
訟
に
「
公
訴
の
利
益
」
の
観
念
を
鮮
明
に
定
立
す
る
こ
と
の
意
義
の
大
な
る
こ
と
を
見
い
出
さ
ね
ば
な

公利の訴益

ら
な
い
。

そ
し
て
、

さ
ら
に
、

か
く
定
立
さ
れ
た
こ
の
観
念
を
通
し
て
、
訴
訟
条
件
と
い
う
名
称
の
も
と
に
要
約
さ
れ
る
諸
現
象

(
H
そ
の
原
因
・

そ
の
態
様
・
そ
の
効
果
に
お
い
て
極
め
て
雑
多
で
あ
り
、
殆
ん
ど
そ
の
統
一
原
理
の
存
在
を
疑
わ
し
め
る
)
の
統
一
原
理
が
発
見
さ
れ
う
べ
き
も
の
で
あ

北法19(2・159)385 



説

る
こ
と
も
、

ま
た
明
ら
か
に
で
き
た
か
と
思
う
o

と
こ
ろ
で
、
「
利
益
な
け
れ
ば
公
訴
権
な
し
」

と
い
う
命
題
を
尖
鋭
に
意
識
さ
せ
た
、

つ
ま
り
訴
訟
主
体
の
利
益
的
基
礎
に
着
服
し
て

論

検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
の
許
否
を
問
題
に
さ
せ
た
ゆ
え
ん
を
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う

に
、
そ
れ
は
主
と
し
て
検
察
官
の
公
訴
提
起
に
つ
い
て
の
裁
量
の
当
否
に
対
す
る
批
判
に
よ
っ
て
表
面
化
さ
れ
た
o

そ
の
表
面
化
を
う
な

が
し
た
も
の
は
、

ま
さ
に
、
国
民
の
権
利
を
何
に
よ
っ
て
保
障
す
る
か
に
関
し
て
、
実
体
法
的
配
慮
あ
る
い
は
結
果
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い

と
す
る
思
想
、

し
た
が
っ
て
手
続
過
程
面
で
の
権
利
の
保
障
を
軽
視
す
る
傾
向
に
対
す
る
反
省
で
あ
る
o

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
結
局
、

公
訴
の
当
否
の
決
定
を
、
捜
査
に
始
ま
り
・
公
訴
・
裁
判
・
科
刑
そ
し
て
さ
ら
に
処
遇
に
い
た
る
全
刑
事
手
続
に
お
い
て
、
だ
れ
が
・
い

つ
・
い
か
な
る
方
法
で
・
そ
し
て
ま
た
い
か
な
る
形
式
を
も
っ
て

す
る
こ
と
が
刑
事
司
法
制
度
の
い
か
な
る
目
的
に
最
も
有
効
に
合

致
し
ま
た
機
能
し
う
べ
き
か
の
問
題
な
の
で
あ
る
o

刑
事
訴
訟
の
目
的
を
専
ら
い
わ
ゆ
る
実
体
的
真
実
主
義
に
お
き
、
裁
判
所
に
そ
の
目

的
と
結
び
つ
い
た
積
極
的
役
割
を
与
え
る
限
り
、
公
訴
の
当
否
の
判
断
を
、

い
つ
、

だ
れ
に
そ
し
て
い
か
な
る
形
式
に
お
い
て
な
さ
し
め

ょ
う
と
も
意
味
の
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
刑
事
訴
訟
の
目
的
に
お
い
て
、
刑
事
訴
訟
手
続
を
支
え
る
価
値
と
し
て
、
実
体
的
真
実
に
対
抗

し
そ
の
譲
歩
を

a

安
求
す
る
そ
れ
に
優
越
す
る
価
値
で
あ
る
と
こ
ろ
の
被
告
人
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
手
続
の
適
正
さ
あ
る
い
は
賢
明
さ
が

登
場
し
て
き
て
、

は
じ
め
て
、
問
題
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
o

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
実
体
的
真
実
主
義
を
刑
事
訴
訟
か
ら
抹

殺
し
よ
う
と
す
る
、

ま
た
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
実
体
的
真
実
発
見
と
な
ら
ん
で
、
必
要
な
場
合
に
は
実
体
的
真
実
発
見
の
利
益

が
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
れ
に
優
越
す
る
(
江
肌
岬
け
崎
山
口
ザ
諸
問
一
四
時
酔
嗣
唯
一
四
肌
満
)
利
益
の
保
護
の
た
め
に
も
、
刑
事
司
法
は
機
能

す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
司
法
(
日
裁
判
所
〉
の
も
つ
べ
き
、
国
家

(
U
検
察
官
)
の
利
益
主

張
に
対
す
る
判
断
者
・
制
御
者
と
し
て
の
消
極
的
機
能
を
重
視
す
る
o

(註
2
)

国
家
の
利
益
を
主
張
す
る
主
宰
者
は
検
察
官
な
の
で
あ
る
。
そ
の
利
益
主
張
は
刑
事
訴
訟
制
度
と
い
う
手
続
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
し
え
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な
い
。
だ
が
、
こ
の
刑
事
訴
訟
手
続
は
、
実
は
、
国
民

(
l
被
告
人
)
の
獲
得
し
た
被
告
人
の
た
め
の
押
な
の
で
あ
る
o

被
告
人
は
こ
の
自

己
の
砦
を
検
察
官
に
引
渡
す
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
砦
を
楯
に
し
て
の
一
戦
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
砦
が
検
察
官
に
よ
っ
て
不
当
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
被
告
人
は
己
れ
の
責
任
に
お
い
て
そ
れ
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
ま
た
阻
止
し
え
る
立
場
に
あ
る
o

か
く
し
て
、
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
検
察
官
の
訴
訟
制
度
の
利
用
を
求
め
る
訴
訟
手
続
上

の
法
的
な
利
益
つ
ま
り
「
公
訴
の
利
益
」
と
、

そ
の
利
用
の
拒
絶
ハ
1
公
訴
の
制
御
・
排
斥
)
を
求
め
る
被
告
人
の
訴
訟
手
続
上
の
法
的

な
利
益
と
の
対
戦
が
許
容
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

「
公
訴
の
利
益
」
は
実
体
刑
法
上
の
刑
罰
請
求
権
と
同
-
物
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

た
と
え
刑
法
上
の
刑
罰
請
求
権
が
成
立
す
る
場

公
訴
の
利
益
は
欠
快
し
う
る
の
で
あ
る
。

刑
法
規
範
か
ら
生
じ
る
つ
ま
り
刑
法
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た

確
か
に
、

合
で
あ
っ
て
も
、

、
、
、
、

客
観
的
な
利
益
(
巾
E
2
S
P
R
E
-
-
n
r
pロ
仏
広
三

g
♀

v
r
z
g
H三
2
2
3
)
は、

公
訴
の
利
益
の
根
源
的
な
そ
し
て
本
質
的
な
要
素
で

あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
、
公
訴
の
提
起
行
為
が
「
成
立
す
る
」
限
り
、

つ
ま
り
そ
の
行
為
と
し
て
の
明
白

な
一
般
的
な
類
型
性
を
備
え
て
い
る
限
り
、
八
ム
訴
の
利
益
は
あ
る
も
の
と
の
推
定
が
な
さ
れ
る
、

と
考
え
る
。
そ
し
て
、

こ
の
推
定
を
破

(
主
張
な
ら
び
に
一
応
証
拠
提
出
)

の
責
任
は
被
告
人
側
が
負
う
も
の
と
考
え
る
o

」
の
意
味
に
お
い
て
、

公
訴
の
利
益
を

る
た
め
の

積
極
的
に
客
観
的
に
基
礎
、
、
つ
け
る
実
体
刑
法
上
の
規
範
か
ら
生
じ
る
利
益
要
素
を
ま
ず
確
定
し
て
か
ら
進
む
必
要
を
認
め
な
い
。
す
な
わ

〈二)

ち
、
こ
の
刑
法
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
客
観
的
な
利
益
が
「
公
訴
の
利
益
」
の
外
延
を
画
す
、

ま
た
そ

と
考
え
る
こ
と
は
い
ら
な
い
し
、

公利の訴益

う
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
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そ
れ
が
な
い
と
い
う
面
に
お
い
て
、

「
公
訴
の
利
益
」
は
、

そ
の
も
つ
機
能
(
日
訴
訟
制
度
利
用
の
拒
絶
つ
ま
り
公
訴
の
制
御
)
の
真

は
む
し
ろ
そ
の
利
益
に
対
抗
し
優
越
す
る
個
人
(
あ
る
い
は
司
法
)
利
益
に
よ
っ
て
そ
の
外
延
を
画

い
か
な
る
場
合
に
公
訴
の
利
益
は
あ
る
の
か
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
い
か
な
る
場
合
に
公
訴
の

価
を
発
揮
す
る
。

「
公
訴
の
利
益
」

さ
れ
る
o

し
た
が
っ
て
、



説

利
益
は
な
い
の
か
を
問
題
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

益
」
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
利
益
は
具
体
的
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
の
対
象
つ
ま
り
訴
因
、
そ
し
て
ま
た
公
訴
の
準
備
・
追
行
行
為
の
も
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

被
告
人
ハ
あ
る
い
は
司
法
)
に
与
え
る
訴
訟
上
の
意
義
お
よ
び
効
果
に
よ
っ
て
実
質
を
与
え
ら
れ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
か
く
し
て
「
公

、
、
、
、
、
、
、
、

訴
の
利
益
」
は
す
ぐ
れ
て
訴
訟
手
続
的
な
利
益
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
実
質
は
、
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て

っ
き
つ
め
て
い
え
ば
刑
事
訴
訟
手
続
を
支
え
る
自
然
正
義
の
文
化

換
言
す
る
な
ら
ば
、

「
公
訴
の
利

論

適
用
さ
れ
る
被
告
人
の
利
益
の
手
続
面
で
の
保
障
を
命
ず
る
諸
規
範
、

規
範
の
保
護
す
る
被
告
人
の
利
益
を
必
要
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
o

か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
刑
事
訴
訟
手
続
は
被
告
人
の
砦
な
の
で
あ
る
o

し
か
し
、

」
の
刑
事
訴
訟
手
続
が
刑
事
被
告

わ
れ
わ
れ
は
、

人
の
た
め
の
砦
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
意
味
を
、
今
一
度
、
確
か
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
o

す
な
わ
ち
、
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
む
し
ろ
こ
の
手
続
を
検
察
官
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
被
告
人
の
利
益
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
も
、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
と

い
え
な
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
o

ま
さ
に
、
公
訴
の
利
益
の
観
念
を
定
立
し
て
、
起
訴
・
不
起
訴
の
決
定
権
を
検
察
官
の
独
占
か
ら
解
放

し
、
問
題
を
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
た
の
は
、

そ
の
考
え
方
の
表
現
で
で
も
あ
る
と
い
え
な
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
o

し
か

し
、
そ
れ
は
あ
た
ら
な
い
。
問
題
を
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
た
思
想
は
そ
れ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
問
題
を
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
に

引
き
上
げ
る
思
想
の
実
質
は
次
の
こ
と
に
あ
る
o

そ
の
一
つ
は
、
検
察
官
に
対
す
る
裁
判
所
の
優
位
の
思
想
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な

く
、
検
察
官
も
そ
の
客
観
的
信
念
な
ら
び
に
法
知
識
に
お
い
て
裁
判
官
と
全
く
等
し
い
法
学
修
養
を
積
ん
で
い
る
o

否、

む
し
ろ
、
検
察

官
の
刑
事
学
的
経
験
し
た
が
っ
て
刑
事
訴
訟
上
の
能
力
の
方
が
裁
判
官
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
裁
判
官

は
刑
事
手
続
に
対
す
る
最
も
経
験
を
積
ん
だ
最
も
専
門
に
精
通
し
た
参
与
者
で
は
必
ず
し
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
実
際
い
え
る
だ
ろ
う
o

し
か
し
、
こ
の
欠
点
は
致
命
的
で
は
な
い
。
よ
り
根
本
的
な
こ
と
は
、
起
訴
・
不
起
訴
の
決
定
に
あ
ら
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
検
察
官
の

偏
見
と
一
菌
性
の
危
険
で
あ
り
、

正
常
な
場
令
に
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
命
令
拘
束
性
か
ら
出
て
く
る
危
険
で

北法19(2・162)388 



(註
3
v

あ
る
o

こ
の
危
険
性
の
故
に
、
起
訴
の
当
・
不
当
の
最
終
的
判
断
機
関
は
裁
判
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
正
当
に
帰
結

ま
た
裁
判
所
の
検
察
官
に
優
越
す
る
地
位
を
認
め
さ
せ
る
の
で
あ
る
o

さ
ら
に
、
ま
た
、
問
題
を
裁
判
所
の
レ
ベ
ル

さ
れ
る
の
で
あ
り
、

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
味
方
す
る
の
は
、
手
続
の
公
正
を
担
保
す
る
憲
法
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ
て
い
る
裁
判
所
の
も
つ
公
開
性
で
あ
る
o

右
の
意
味
に
お
い
て
問
題
を
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
な
が
ら
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
同
時
に
、
他
面
に
お
い
て
、
公
訴
・
訴
追
の

即
時
的
な
停
止
つ
ま
り
被
告
人
の
(
訴
訟
手
続
か
ら
の
)
即
時
放
免
を
よ
り
重
視
す
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
o

わ
れ
わ
れ
は
裁
判
所
を
判
断

者
・
制
御
者
の
地
位
に
後
退
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
他
面
・
当
事
者
〈
わ
れ
わ
れ
は
被
告
人
に
対
し
て
も
そ
の
当
事
者
と
し
て
の
訴
訟
主
体
性
を
徹
底

す
る
)
の
訴
訟
活
動
の
積
極
性
を
予
定
す
る
o

と
く
に
無
罪
と
な
る
被
告
人
に
と
っ
て
、
応
訴
と
く
に

公
判
弁
論
は
容
易
な
ら
ぬ
精
神
的
そ
し
て
通
常
経
済
的
な
負
担
を
ま
た
苦
痛
を
与
え
る
o

そ
し
て
、
被
告
人
の
訴
訟
当
事
者
と
し
て
の
主

と
こ
ろ
で
、

被
告
人
に
と
っ
て
、

体
性
の
徹
底
は
、

ろ
う
)
こ
と
を
、

か
か
る
負
担
・
苦
痛
の
増
大
を
こ
そ
意
味
す
れ
、
決
し
て
そ
の
減
少
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
(
そ
れ
は
自
明
で
あ

わ
れ
わ
れ
は
経
験
し
て
い
る
。
こ
の
自
明
の
真
理
を
前
に
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
被
告
人
の
訴
訟
か
ら
の
一
刻
も
早
い
放

免
を
考
え
る
の
で
あ
り
ま
た
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
o

検
察
官
を
し
て
刑
事
訴
訟
制
度
を
利
用
さ
せ
な
い
、

つ
ま
り
刑
事
訴

訟
の
内
面
的
阻
止
に
味
方
す
る
実
質
的
な
そ
し
て
最
も
重
要
な
理
由
は
、

こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
問
題
を
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
つ
つ
、
同
時
に
他
国
、
被
告
人
の
応
訴
の
苦
痛
・
負
担
か
ら
の

こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
o

(二〕

解
放
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
公
訴
の
利
益
」

の
観
念
は
右
の
要
請
に
仕
え
る
訴
訟
上
の
有
効
な
道
具
概
念
と
な
り
う
べ
き
も
の
で

あ
る
o

こ
の
観
念
の
適
用
に
よ
っ
て
右
の
要
請
の
妥
当
な
そ
し
て
健
全
な
発
展
と
徹
底
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
o

そ
し
て
、

そ
れ
が
可

公利の 訴 益

能
な
の
で
あ
る
o

伝
統
的
な
考
え
に
よ
る
と
、
起
訴
が
形
式
的
な
要
件
を
具
え
て
い
る
以
上
、
裁
判
所
は
実
体
的
な
審
理
お
よ
び
判
決
を
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
現
行
法
上
不
当
な
不
起
訴
は
争
え
る
が
、
不
当
な
起
訴
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
は
な
い
。
旧
法
で
は
予
審
が
そ
う
ゅ
う
役
割
を
果
し

北法19(2・163)389



説

て
い
た
が
、
他
に
弊
害
が
あ
る
の
で
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
o

不
当
な
起
訴
に
ど
う
対
処
す
る
か
の
問
題
は
、
切
実
な
問
題
と
し
て
、
ゎ

れ
わ
れ
に
そ
の
解
決
を
せ
ま
っ
て
い
る
。
実
体
法
の
分
野
で
の
可
罰
的
違
法
性
の
主
張
も
、

論

一
つ
の
問
題
解
決
へ
の
接
近
方
法
で
あ
る
o

(註
4
)

公
訴
権
の
濫
用
論
も
ま
だ
十
分
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
「
宣
告
猶

し
か
し
、
そ
れ
で
救
済
さ
れ
る
例
は
限
ら
れ
る
し
、

十
分
で
な
い
。

予
」
あ
る
い
は
「
絶
対
的
釈
放
」
の
制
度
等
の
採
用
は
立
法
論
の
問
題
で
あ
る
o

こ
う
ゅ
う
状
況
の
下
に
あ
っ
て
、
解
釈
論
の
問
題
と
し

て
、
木
稿
は
、

あ
わ
せ
て
そ
の
視
座
か
ら
在
来
の
基
礎
理
論
を
ひ
ろ
く
反
省

「
公
訴
の
利
益
」
と
い
う
理
論
的
立
場
で
問
題
に
接
近
し

し
て
み
た
の
で
あ
る
。

(註
l
)
・
能
勢
「
所
有
権
確
認
の
訴
の
利
益
不
存
在
の
諸
型
態
」
北
大
低
学
論
集
・
一
六
巻
二
・
三
合
併
号
一
四
二
頁
以
下
。

(註
2
)

な
お
、
か
く
い
う
こ
と
の
徹
底
の
あ
ま
り
、
起
訴
前
の
手
続
の
適
正
な
法
的
規
制
の
必
要
性
を
忘
れ
、
あ
る
い
は
隙
に
乗
じ
て
頭
を
も
た
げ
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
捜
査
手
続
の
糾
問
化
へ
の
逆
行
に
対
し
て
警
戒
合
怠
つ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
稿
の
問
題
と
の
関
係
に
お
い
て

は
、
「
公
訴
提
起
の
手
続
」
は
そ
の
範
凶
を
捜
査
に
ま
で
及
ぶ
も
の
と
考
え
た
が
、
捜
査
に
始
ま
り
起
訴
・
不
起
訴
の
決
定
に
い
た
る
過
程
に
お
け
る

国
民
の
基
本
的
人
権
の
さ
ら
に
一
一
腐
の
法
的
な
手
続
的
な
保
障
手
段
の
開
発
は
わ
れ
わ
れ
の
今
後
の
諜
願
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(註
3
〉

H
M
R
3・
3
E
E
Z含
さ
ロ

poN巾回
1
5仏∞
m
n
7
3
2口
r
a
L
E出
向
噌

Nω
件当

--E・
g-
∞・
ω
目。

(注
4
)

昭
和
四
三
年
春
の
日
本
の
刑
法
学
会
(
五
月
一
七
・
一
八
の
両
日
同
志
社
大
学
で
開
催
)
、
刑
事
訴
訟
法
分
科
会
で
は
、
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
論
じ
ら
れ
た
が
、
残
さ
れ
た
問
願
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
な
お
、
「
公
訴
の
利
益
」
論
は
公
訴
権
濫
用
論
よ
り
は
そ
の
及
ぼ
す
影
響
が
広
範
と
な
る

だ
ろ
う
。
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